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はじめに
北海道北部沖の利尻島は，第四紀の利尻火山から


なる火山島である．利尻火山は白亜紀と新第三紀の
基盤岩上に形成された成層火山体と側噴火地形から
構成される複成火山であり，それらは約 20 万年前
以降に噴出した溶岩，火砕物から構成される（松井
ほか，1967；小林，1987；石塚，1999）．また，
山麓には火山麓扇状地が発達し，利尻火山の面積の
60% を占める（松井ほか，1967；守屋，1975）．


利尻火山の噴出物に覆われる基盤岩は，白亜紀
の礼


れ


文
ぶん


層群（海上保安庁水路部，1982，1991）
と新第三紀の港


みなと


町
まち


層（松井ほか，1967），鴛
おし


泊
どまり


層
（松井ほか，1967）に分けられ，利尻島北部では


利尻島の上部中新統，鴛泊層の古地磁気層序
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Magnetostratigraphy of the Upper Miocene Oshidomari Formation 
in the Rishiri Island, off north Hokkaido, Japan
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Abstract. Paleomagnetic measurements were performed to the Upper Miocene Oshidomari Formation 


in the Rishiri Island, off north Hokkaido, Japan. The lowest horizon of Oshidomari Formation south of 


Minatomachi, Rishirifuji Town, provided a reversed-normal paleomagnetic polarity transition. Based on 


diatom biostratigraphy, this paleomagnetic polarity transition indicates three possibilities of Cande & Kent’


s (1995) geomagnetic polarity interval sets ranging from 9.9 to 9.16 Ma; C5n.1r and C5n.1, C4Ar.2r and 


C4Ar.2n or C4Ar.1r and C4Ar.1n.


Keywords: Oshidomari Formation, paleomagnetsim, polarity transition, Rishiri Island, Miocene


港町層は海岸沿いに，鴛泊層は海岸沿いおよび鴛泊
ポン山周辺に分布する（松井ほか，1967；小林，
1987；石塚，1999）．港町層は水中火山岩からな
り，岩相，岩質，化学組成が類似する礼文島のメシ
クニ層（長尾ほか，1963）の K-Ar 年代（後藤ほか，
1995）から，その年代は 10Ma 前後と推定されて
いる（石塚，1999）．一方，鴛泊層は珪藻質泥岩か
らなり，その年代は中新世（松井ほか，1967），
中期中新世（日本の地質「北海道地方」編集委員
会，1990），後期中新世（道北地方地学談話会，
1995），後期中新世から鮮新世（石塚，1999 によ
る岩井，私信）とされたが，近年珪藻化石（嵯峨山，
2002）から後期中新世であることが明らかになっ
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本研究では，鴛泊層の編年精度の向上を目的とし


て，利尻島北部の 2 地点で鴛泊層のシルト岩の定
方位試料を採取し，古地磁気測定に供した．そして，
従来の微化石層序に基づいて，鴛泊層の古地磁気層
序を議論する．


試料採取
古地磁気測定用試料の採取地点は，利尻郡利尻富


士町富士野から富士岬に向かう道路から海岸に下り
る遊歩道東の海食崖（図 1 の地点 1：世界測地系で
北緯 45° 15′ 15.12″，東経 141° 12′ 13.45″）と港町
の約 300m 南の道道に面した海食崖（地点 2：北
緯 45° 14′ 15.30″，東経 141° 13′ 36.63″）である．
地点 1 付近で産出する貝化石，珪藻化石は，松井
ほか（1967）で記載されている．地点 2 は嵯峨山
（2002）の柱状図 2 の地点であり，ここで産出す
る珪藻化石は嵯峨山（2002）で記載されている．
なお，地点 2 の周辺では，海食崖上部の標高 80m


付近まで鴛泊層の泥岩が点在している．
地点 1 では，層厚 5.5m 以上の鴛泊層の塊状の珪


藻質泥岩が見られる（図 2）．その上には，下位か
ら層厚 3cm 以上の腐植質な砂質シルト層，層厚 1
〜 2cm の粗粒砂層，層厚 15cm の腐植質な砂質シ
ルト層，材を産出する層厚 10cm の腐植質なシル
ト層，層厚 20cm のスコリア質な細粒砂層と砂質
シルト層の互層，および層厚 6m の沓形溶岩流が重
なる．本研究では，露頭の最下部の珪藻質泥岩から
採取した古地磁気測定用試料を試料 1 と呼ぶこと
にする．


地点 2 では，層厚 2m 以上の鴛泊層の泥質砂岩，
砂質泥岩が港町層を不整合に覆う．それらは全体
に生物擾乱が著しく，径 1 〜 3mm の軽石が散在す
る．その上には，層厚 3.5m 以上の塊状の泥岩が重
なる．本研究では，露頭下部の泥質砂岩の 1 層準，
上部の砂質泥岩の 2 層準から採取した古地磁気測
定用試料を，それぞれ試料 2-1，試料 2-2，2-3 と
呼ぶことにする．


図 1．利尻島の地質概略と古地磁気測定用試料の採取地点．
利尻島の地質は石塚（1999）を簡略化．古地磁気測定用試料は後期中新世の鴛泊層から採取．採取地点の基図は国土地理院発行の
25,000 分の 1 数値地図「稚内」を使用．
Figure 1. Outlined geology of the Rishiri Island, off north Hokkaido, Japan, and sampling site for paleomagnetic 
measurements.
Geology of the Rishiri Island is simplified after Ishizuka (1999). Samples for paleomagnetic measurements were derived from 
the upper Miocene Oshidomari Formation. Base map showing the sampling sites is 1:25,000 digital topographic map of 
Wakkanai published by Geographical Institute of Japan.
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各層準では，携帯型電動ドリルを用いて直径
2.5cm のコア試料を 6 〜 9 本採取した．各試料の
方位付けには，磁気コンパスを用いた．


残留磁化測定およびデータ解析の方法
各 コ ア 試 料 か ら は， 岩 石 カ ッ タ ー を 用 い て


高 さ 20mm の 試 片 を 2 つ 切 り 出 し， 段 階 交
流 消 磁 実 験（progressive alternating foeld 
demagnetization，PAFD） と 段 階 熱 消 磁 実 験
（progressive thermal demagnetization，PThD）
に供した．残留磁化の測定および PAFD には，磁
気シールド室内に設置された 2G 社製超伝導磁力
計（モデル 760R）を用いた．PAFD は 0 〜 10mT
で は 2.5mT お き に，10 〜 80mT で は 5mT お き
に行った．PThD には，Magnetic Measurements
社製熱消磁装置（モデル MMTD-18）を用いた．
PThD は室温から，100 〜 500℃では 50℃おき，
500 〜 620℃では 30℃おきの最高温度で行った．
試片は空気中で加熱し，各消磁段階の最高温度
の 加 熱 時 間 は 30 分 で あ る．PAFD，PThD の 各
消磁段階における残留磁化ベクトルを直交面投
影 図（Zijderveld，1967） に 表 し， 主 成 分 分 析
法（Kirschvink，1980）によって原点に向かっ
て直線的に減衰する安定な磁化成分の方向を求
めた．そして，最大角分散（maximum angular 
deviation，MAD）が 15°以下の場合にその方向を
採用し，安定な磁化成分の方向の平均を試片の残留
磁化方位とした．また，消磁によって等積投影図上
で残留磁化ベクトルが大円を描くように変化する試
片がある場合には，安定な磁化成分の方向と最適大
円の極の方向を用いた大円法によって試料の残留磁
化方位を求めた．なお，鴛泊層は緩く北東方向に傾
斜するが（松井ほか，1967），露頭では走向，傾斜
を測定できない程度であるので，残留磁化ベクトル
の傾動補正は行わなかった．


段階消磁実験の結果
PAFD と PThD の代表的な結果を図 3 に示す．


また，各試料の残留磁化方位を図 4，表 1 にまとめ
る．
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（1）　試料 1
試 料 1 の 自 然 残 留 磁 化（natural remanent 


magnetization，NRM） の 強 度 は，2.4e-9 〜
2.1e-8Am2 であった．PAFD では，安定な磁化成
分は 8 本の試料のうち 7 本から得られた．安定な
磁化成分は 0 あるいは 2.5mT の消磁段階から，20
〜 40mT の間のある消磁段階までの範囲で認めら
れ，北向きの偏角と下向きの伏角で特徴づけられる


図 2．試料採取地点の柱状図．
各地点の位置は図 1 を参照．
Figure 2. Geologic columnar sections of the sampling site.
Location of each site is shown in Fig. 1.
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図 3．段階交流消磁実験（PAFD）および段階熱消磁実験（PThD）の結果の代表例．
黒丸および白丸は，それぞれ残留磁化ベクトルの水平面および鉛直面への投影を示す．磁化強度の単位は Am2．
Figure 3. Progressive alternation field and thermal demagnetization (PAFD and PThD) results for representative samples 
plotted on orthogonal vector diagrams.
Solid and open circles are the projections in the geographic coordinates of remanence vectors on the horizontal and north-
south vertical planes, respectively. Unit of magnetization intensity is Am2.
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（例えば，図 3 の試料 1D）．それらの MAD は 2.4
〜 8.6°であった．PThD では，150 〜 350℃の間の
ある消磁段階以上で試料が変質し，残留磁化の強度
は増加し，残留磁化ベクトルは不規則に変化した．
そのため，安定な磁化成分は得られなかった．


試料 1 の PAFD による残留磁化方位は，偏角
-30.6°，伏角 63.0°であり，95％信頼限界円錐の半
径（α 95：Fisher, 1953）は 8.6°，集中度パラメー
ター（κ：Fisher, 1953）は 49.8 であった（図 4
の 1，表 1）．Pullaiah et al. (1975) によれば，単
磁区粒子（single-domain, SD）サイズのマグネタ
イトが常温で 1000 万年間で獲得した粘性残留磁化
（viscous remanent magnetization, VRM） は，
約 200℃で 30 分加熱することにより緩和される．
地質試料の場合には，残留磁化を担う磁性鉱物の種
類，組成，粒径は多様であるが，PThD で 250℃以
上の残留磁化ベクトルのデータを用いれば，後期中
新世以降に獲得された VRM の影響を取り除いて，
初生的な残留磁化の方向あるいは極性を決定できる


D I 95


1 (PAFD) -30.6 63.0 8.6 49.8


2-1 (PAFD) -120.7 72.6 9.8 28.7


7


Nd


9


Sample


*2-1 (PThD)


2-2 (PAFD)


2-2 (PThD)


2-3 (PAFD)


2-3 (PThD)


100.8 -57.3 46.8 4.8


171.4 -52.3 33.2 15.0


Ngc


0


0


1 3


162.8 -61.1 35.7 7.81 4


1 4


6 0 -24.0 69.5 7.4 82.1


4 0 -15.7 68.6 39.3 6.5


60.1 68.4


-74.1-32.7


-76.0 7.5


-82.3 -10.7


87.072.5


89.777.7


*2-3 (PAFD+PThD) 10 0 -20.8 69.2 12.1 17.0 87.874.5


*2-2 (PAFD+PThD) 2 7 167.4 -57.6 16.4 12.1 -78.3 -18.9


N, total number of samples;


Nd, number of stable remanent directions used for remanent direction calculation;


Ngc, number of best-fit great circles used for remanent direction calculation;


D, declination; I, inclination; 95, radius of 95 % confidence cone (o);


, Fisher 's (1953) precision parameter;


and , latitude and longitude (o) of virtual geomagnetic pole (VGP).


N


8


9


9


8


8


6


6


16


12


と考えられる．しかし，試料 1 からは PThD によっ
て安定な磁化成分が得られなかったため，PAFD に
よる正極性の平均残留磁化方位が VRM 起源でない
とは言えない．本研究では試料 1 の古地磁気極性
を正とするが，その精度はほかの試料よりも劣るこ
とになる．


（2）　試料 2-1
試料 2-1 の NRM の強度は，3.6e-8 〜 1.5e-7Am2


であった．PAFD では，安定な磁化成分は 9 本の試
料全てから得られた．安定な磁化成分は 0 〜 5mT
の間のある消磁段階から，55 〜 80mT の間のある
消磁段階までの範囲で認められ，北向きの偏角と下
向きの伏角で特徴づけられる（例えば，図 3 の試
料 2-1A）．それらの MAD は 2.0 〜 5.4°であった．
PThD では，安定な磁化成分は 1 本の試料のみから
400℃から 530℃までの範囲で得られ，東向きの偏
角と上向きの伏角で特徴づけられる．その MAD は
4.4°であった．また 4 本の試料では，PThD によっ


表 1．鴛泊層の試料の残留磁化方位のデータ
アスタリスクは試料の古地磁気方位を示す．
Table 1. Sample-mean remanent direction data for the Oshidomari Formation.
Asterisks indicate sample-mean paleomagnetic direction.







6 植木岳雪・近藤玲介


1I


1H


1A


1C


1


2A


2C


2B


2D


2H


2A


2B


2C


2H


N


S


EW


1 (PAFD) 2-1 (PAFD) N


S


EW


N


EW


2-1 (PThD)


2-2 (PAFD) N


S


EW


N


S


EW


2-2 (PThD)


2-3 (PAFD) N


S


EW


N


S


EW


2-3 (PThD)


S


図 4 ．鴛泊層の試料の残留磁化方位．
黒丸，白丸はそれぞれ各試片の安定な磁化成分の方向を下半球，上半球に投影したもの．矢印は極を求めるのに用いた最適大円の範
囲を示す．四角は安定な磁化成分の方向と最適大円から求められた試料の残留磁化方位．楕円は 95 % 信頼限界円錐を示す．
Figure 4. Equal-area projection of sample-mean remanent directions of the Oshidomari Formation.
Solid and open circles are projections of stable remanent direction of each specimen on the upper and lower hemisphere, 
respectively. Arrows are parts of best-fit great circles by which their poles were calculated. Squares indicate sample-
mean remanent directions using stable remanent directons and/or best-fit great circles. The ovals correspond to the 95 % 
confidence cones.
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て等積投影図上の下半球から上半球に向かって，残
留磁化ベクトルが大円を描くように変化した．この
ことは，正極性の低温成分が逆極性の高温成分に重
複していることを示し，前者は二次的な残留磁化成
分，後者は初生的な残留磁化成分と考えられる．最
適大円の極の方向は，室温あるいは 100℃から 350
〜 500℃までの間のある消磁段階までの範囲で求め
られた．


試料 2-1 の PAFD による残留磁化方位は偏角
-120.7°，伏角 72.6°であり，それらのα 95 は 9.8°，
κは 28.7 であった（図 4 の 2-1，表 1）．一方，
PThD による残留磁化方位は偏角 100.8°，伏角
-57.3°であり，それらのα 95 は 46.8°，κは 4.8 で
あった（図 4 の 2-1，表 1）．このように，試料 2-1
では PAFD と PThD による残留磁化の極性が異なっ
ている．しかし，PThD によって初生的な残留磁化
は逆極性であると判断されるので，PThD による残
留磁化方位を試料 2-1 の古地磁気方位とみなす．
なお，試料 2-1 は PAFD に対して非常に安定で，
80mT の消磁段階での残留磁化強度は NRM の強度
の 30 〜 70% 程度であるのに対して，PThD に対
しては不安定で，150℃あるいは 200℃の消磁段階
での残留磁化強度は NRM の強度の 10 〜 25% 程
度しかないことは，試料 2-1 の残留磁化のかなりの
部分がゲータイトによって担われている可能性を示
唆する．


（3）　試料 2-2
試 料 2-2 の NRM の 強 度 は，2.4 〜 5.2e-9Am2


であった．PAFD では，安定な磁化成分は 8 本の試
料のうち 5 本から得られた．安定な磁化成分は，
0mT から 25 〜 45mT の間のある消磁段階までの
範囲で認められ，それらの MAD は 4.1 〜 10.4°で
あった．このうちの 1 本の磁化成分は南向きの偏角
と上向きの伏角で特徴づけられるが，4 本の磁化成
分は北向きの偏角と上向きあるいは下向きの伏角で
特徴づけられる．一方，3 本の試料からは，PAFD
によって等積投影図上の下半球から上半球に向かっ
て，残留磁化ベクトルが大円を描くように変化し
た．このことは，正極性の低保磁力成分が逆極性の


高保磁力成分に重複していることを示し，前者は二
次的な残留磁化成分，後者は初生的な残留磁化成分
と考えられる．PThD では，安定な磁化成分は 1 本
の試料のみから得られた．安定な磁化成分は 100℃
から 500℃までの範囲で認められ，南向きの偏角と
上向きの伏角で特徴づけられる．その MAD は 8.5
°であった．4 本の試料からは，等積投影図上の下
半球から上半球に向かって，残留磁化ベクトルが大
円を描くように変化した．このことは，正極性の低
温成分が逆極性の高温成分に重複していることを示
し，前者は二次的な残留磁化成分，後者は初生的な
残留磁化成分と考えられる．それらの最適大円の極
の方向は，室温あるいは 100℃から 350 〜 500℃
までの間のある消磁段階までの範囲で求められた．


PAFD，PThD ともに，試料 2-2 の初生的な残留
磁化は逆極性であると判断される．したがって，南
向きの偏角と上向きの伏角で特徴づけられる磁化成
分の方位と，最適大円の極の方向から大円法によっ
て残留磁化方位を求めると，PAFD による残留磁化
方位は偏角 171.4°，伏角 -52.3°であり，それらの
α 95 は 33.2°，κは 15.0 であった（図 4 の 2-2，
表 1）．また，PThD による残留磁化方位は偏角
162.8°，伏角-61.1°であり，それらのα95は35.7°，
κは 7.8 であった（図 4 の 2-1，表 1）．このように，
PAFD と PThD による残留磁化方位はα 95 の範囲
で一致していることから，PAFD と PThD をあわせ
た残留磁化方位を古地磁気方位とすると，試料 2-2
の古地磁気方位は偏角 167.4°，伏角 -57.6°であり，
それらのα 95 は 16.4°，κは 12.1 となる（表 1）．


（4）　試料 2-3
試料 2-3 の NRM の強度は，9.0e-9 〜 3.0e-8Am2


であった．PAFD では，安定な磁化成分は 6 本の試
料全てから得られた．安定な磁化成分は，0mT あ
るいは 3mT から 45 〜 80mT の間のある消磁段階
までの範囲で認められ，北向きの偏角と下向きの伏
角で特徴づけられる．それらの MAD は 1.4 〜 4.2
°であった．PThD では，安定な磁化成分は 6 本の
試料のうち 4 本から得られた．安定な磁化成分は，
100℃あるいは 200℃から 300 〜 500℃までの間
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のある消磁段階までの範囲で得られ，北向きの偏角
と下向きの伏角で特徴づけられる．それらの MAD
は 5.2 〜 11.2°であった．


試料 2-3 の PAFD による残留磁化方位は偏角
-24.0°，伏角 69.5°であり，それらのα 95 は 7.4°，
κは 82.1 であった（図 4 の 2-3，表 1）．また，
PThD による残留磁化方位は偏角 -15.7 °，伏角
68.6°であり，それらのα 95 は 39.3°，κは 6.5 であっ
た（図 4 の 2-3，表 1）．PThD によって 100℃あ
るいは 200℃から 300 〜 500℃までの磁化成分は


VRM 起源ではなく，初生的なものと考えられるこ
とから，試料 2-3 の初生的な残留磁化は正極性であ
ると判断される．そして，PAFD，PThD による平
均残留磁化方位はα 95 の範囲で一致していること
から，PAFD と PThD をあわせた平均残留磁化方位
を古地磁気方位とすると，試料 2-3 の古地磁気方位
は偏角 -20.8°，伏角 69.2°であり，それらのα 95 は
12.1°，κは 17.0 となる（表 1）．


鴛泊層の古地磁気層序


図 5．鴛泊層の古地磁気層序．
地点 2 の鴛泊層の古地磁気層序の 3 つの可能性を示す．地点 1 の鴛泊層の古地磁気層序は不明．地磁気極性年代は Cande and Kent 
(1995)，珪藻化石層序は嵯峨山（2002），放散虫化石層序は Kamikuri et al.（2004），Motoyama et al.（2004）による．
Figure 5. Magnetostratigraphy of the Oshidomari Formation.
Magnetostratigraphy of the Oshidomari Formation at Site 2 is shown as three possibilities. Magnetostratigraphy at Site 1 is 
unidentified. Geomagnetic polarity timescale is after Cande and Kent (1995), diatom biostratigraphy is after Sagayama (2003) 
and rediolarian biostrarigraphy is after Kamikuri et al. (2004)，Motoyama et al. (2004).
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地点 1 の鴛泊層は，珪藻化石帯のうち 9.9 〜
9.16Ma（本山・丸山，1998）あるいは 10.0 〜 9.2Ma
（Yanagisawa & Akiba，1998） の Denticulopsis 
dimorpha 帯を特徴づける Denticulopsis huestedtii
は産出するが，Denticulopsis dimorpha と Ikebea 
tenuis はいずれも産出しない（松井ほか，1967）．
し た が っ て， 地 点 1 の 鴛 泊 層 は Denticulopsis 
dimorpha 帯には相当しないと思われるが，松井ほ
か（1967）の珪藻化石の記載は断片的であり，試
料 1 の古地磁気極性の信頼性も劣るので，本研究
ではそれ以上地点 1 の鴛泊層の古地磁気層序を考
察しない．


地点 2 の鴛泊層は，珪藻化石帯のうち 9.9 〜
9.16Ma（本山・丸山，1998）あるいは 10.0 〜 9.2Ma
（Yanagisawa & Akiba，1998） の Denticulopsis 
dimorpha 帯に相当する（嵯峨山，2002）．試料
2-1，試料 2-2 の古地磁気極性は逆，試料 2-3 の古
地磁気極性は正であることから，地点 2 の鴛泊層
は逆から正への古地磁気極性の変化を記録している
ことになる．Cande & Kent（1995）の地磁気極性
年代表の磁極帯を参照すると，地点 2 の鴛泊層の
逆から正への古地磁気極性は，9.920 〜 9.880Ma
の C5n.1r から 9.880 〜 9.740Ma の C5n.1n，9.740
〜 9.642Ma の C4Ar.2r から 9.642 〜 9.580Ma の
C4Ar.2n，9.580 〜 9.308Ma の C4Ar.1r から 9.308
〜 9.230Ma の C4Ar.1n のいずれかに対比される
（図 5）．


おわりに
本研究では，利尻島北部の海岸沿いに露出する後


期中新世の鴛泊層の古地磁気測定を行った．その結
果，利尻富士町港町の南方の鴛泊層最下部から，逆
から正への古地磁気極性の変化が見いだされた．
珪藻化石に基づくと，その逆から正への古地磁気
極性の変化は，Cande & Kent（1995）の地磁気
極性年代表の磁極帯の中で C5n.1r から C5n.1n，
C4Ar.2r か ら C4Ar.2n，C4Ar.1r か ら C4Ar.1n の
いずれかに対比される．今後，利尻富士町富士野周
辺の鴛泊層から産出する珪藻化石の詳細な記載や，
鴛泊層全体から産出するそのほかの微化石の記載が


行われることにより，鴛泊層の古地磁気層序が詳し
く決定されると期待される．北海道北部の中新世以
降の構造発達史の構築や海洋環境の復元のために
は，礼文島のメシクニ層の古地磁気測定，利尻島の
港町層の K-Ar 年代測定，古地磁気測定を行い，そ
れらの編年精度を向上させることが求められる．
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利尻礼文両島には，対馬暖流により日本海から運
ばれてくる南方系の生物がこれまでも度々報告され
てきたが（三保・佐藤，2000; 中田・佐藤，2000; 
佐藤，2001），これまで筆者らの知る限り同島にお
いてアオイガイの漂着が報告された例はまだない．
筆者らの一人である船木は 2006 年の夏にアオイガ
イの貝殻を偶然，礼文島北部の浜で拾う機会を得た
ので以下にその詳細を報告する．


報告に先立ち，アオイガイの漂着について様々な
資料やご助言をいただいた志賀健司さん（いしかり
砂丘の風資料館），礼文での漂着についての情報を
いただいた石川昭代さん（礼文町），本誌への投稿
をすすめてくださった大野陽子さん（日本野鳥の会
道北支部）に心から感謝の意を表す．


2006 年の夏，発見者である船木は礼文町船泊村
の大備地区の砂浜を散策中，防波堤（船泊漁協冷凍
工場近く）の側，波打ち際から約 5 ｍ陸側のとこ
ろで砂に埋まっている見慣れない貝に気付いた（図
１）．貝殻は縦に埋まっており，外縁部の突起が僅
かに砂から出ている状態であった．不思議なその形
のため掘り出してみたところ，薄い殻の中には濡れ


アオイガイ（カイダコ科）の礼文島における記録


船木　梓１）・佐藤雅彦２）


１）〒 097-1111　礼文郡礼文町大字船泊村字大備
２）〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館


A Record of a Paper Nautilus, Argonauta argo, from Rebun Island (Argonautidae)


Azusa Funaki1) and Masahiko Satô2)


1)Funadomoari, Rebun Is., Hokkaido, 097-1111 Japan
2)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


Abstract. A shell of a paper nautilus, Argonauta argo, was picked up on the coast near the port of Fu-


nadomari, northern area of Rebun Island. This is the northernmost record of stranded paper nautiluses in 


Japan. 


た砂が詰まっており，この浜に漂着後，しばらく日
数がたっているように思われた．礼文島では見かけ
ない貝であるため掘り出された貝殻は洗浄され，そ
のまま船木宅にて保管されることとなった（図２）．
この貝殻が発見された年月日は残念ながら記録さ
れておらず，2006 年の７月または８月と発見者の
船木は記憶しているのみである．なお貝殻の計測値


Figure 1. Map of the Bay of Funadomari.  The black square 
shows the locality where the shell of Argonauta argo was 
picked up by one of authors, A. Funaki. The open square 
shows the locality where Ms. Ishikawa found another 
big one. Base map is 1:25,000 digital map of Wakkanai 
published by Geographical Institute of Japan.
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は以下のとおりである（計測値は突起を含めた最大
値を示す）；殻長 79 mm，殻幅 32 mm，殻高 48 
mm，重量 3.3 g．その後，貝殻の存在が気になる
ものの，なかなか図鑑などで確認する機会もないま
ま 2008 年を迎えた．同年２月，知人の大野陽子さ
んの勧めもあり，貝殻の写真と手紙が筆者の一人で
ある佐藤まで送られ，アオイガイであることが初め
て確認された．


その後の船木の聞き取り調査によれば，やはり
2006 年の夏頃，最初の発見場所から 500 ｍ程離れ
た石や貝殻が多く打ち寄せられている海岸において
石川昭代さんらによって 20 〜 30cm ほどの大きさ
のアオイガイの貝殻が目撃されていた．石川さんら
は見たこともない貝殻を非常に気味悪がり，散歩の
度に見かけるこの貝殻を蹴り飛ばしているうちに，
いつのまにかそれらの貝殻は見られなくなってし
まったとのことであった．


志賀（2007a; 2007c）によると 2005 年と 2006
年には石狩湾岸におけるアオイガイの大量漂着が確
認されており，2005 年の漂着地点としては瀬棚，
岩内，銭函，石狩，網走，斜里のほか，道北北部


としては枝幸が報告されている（鈴木，2006）．
2006 年に発見された礼文産の貝殻もこれら一連の
大量漂着に関連するものと思われた．道北北部にお
けるアオイガイの漂着例はまだまだ少なく，今後も
その漂着に着目していく必要があろう．


参考文献
三保尚志・佐藤雅彦，2000．利尻町立博物館所蔵


ヘビ標本５種の記録．利尻研究，(19): 11-13．
中田　淳・佐藤雅彦，2002．利尻島におけるソデ


イカの漂着記録．利尻研究，(21): 87-91．
佐藤雅彦，2001．利尻島におけるアカウミガメの


漂着記録．利尻研究，(20): 39-41．
志賀健司，2007a．アオイガイ大量漂着の謎．エス


チュアリ，(28): 2．
志賀健司，2007b．タコブネ暖流．エスチュアリ，


(29): 2．
志賀健司，2007c．北海道石狩湾岸におけるアオイ


ガイの大量漂着．漂着物学会誌，5: 39-44．
鈴木明彦，2006．北海道石狩浜へのアオイガイの


漂着．ちりぼたん，37(1): 17-20．


Figure 2. A shell of Argonauta argo collected by A. Funaki at Funadomari, Rebun Island.
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　オガワコマドリ Luscinia svecica は体長 15cm
ほどのツグミ科の鳥で，ユーラシア大陸中北部で繁
殖し，日本には少ない冬鳥として渡来する（五百沢
ほか，2000）．北海道での記録はこれまでに，釧路
市１例，羽幌町１例，石狩市 2 例，福島町１例の
合計 5 例で，いずれも秋の記録であり，釧路市以
外は標識調査での捕獲記録である（樋口・広川，
2005）．
　筆者は 2008 年 5 月 11 日早朝に利尻町沓形でオ
ガワコマドリ♂ 1 羽を観察したので報告する．当
日観察に使用した機材は 8 倍双眼鏡，デジタルカ
メラ，時計などである．
　同日午前 5 時 13 分頃，利尻町沓形沓形岬公園の
海岸から100ｍほどの岩場（北緯45度11分11秒，
東経 141 度 07 分 42 秒，標高約 6 ｍ）で♂ 1 羽（成
幼不明）を発見した．当初は近くでさえずるノゴマ
♂ 1 羽を観察していたのでノゴマ♀かと思えたが，
双眼鏡で確認すると，喉の青色と赤褐色が目立ち直
ぐにオガワコマドリだと識別できた．その後，岩場


利尻島におけるオガワコマドリの観察記録


大館和広


〒 094-0015　紋別市花園町 3-2-4


An Observational Record of Bluethroat, Luscinia svecica (Palleas, 1776), 
from Rishiri Island


Kazuhiro Ohdate


3-2-4 Hanazono, Monbetsu, Hokkaido, 094-0015 Japan


Abstract. One male of Bluethroat, Luscinia svecica, was observed at rocky shore of Kutsugata, west area of 


Rishiri Island, from 11th to 12th May 2008. This is sixth record of this species and also the first observation 


in natural condition from Hokkaido, because all of past five records were based on captured bluethroats 


in researches and dead one found in a building (Higuchi & Hirokawa, 2005). Observational season at this 


record suggests that bluethroats used the coast of the Japan sea at west Hokkaido as a migratory route in 


spring.


の隙間にもぐりこんだようで見られなくなった．岩
場にはところどころ，ツタウルシ，トガスグリ，ハ
マナス等が生えていた．
　午前 7 時 30 分頃から約 10 分間，日本野鳥の会
道北支部会員 10 数名ともに同所で先程と同じ個体
と思われるオガワコマドリを発見し観察することが
出来た（Fig. 1）．この時，飛び立った時に尾羽の
両側の赤褐色の部分が目立って見えた．
　午前 8 時 55 分頃から約 30 分間，再び会員と共
に同所で同じ個体と思われるオガワコマドリを発見
し観察した．オガワコマドリは岩上を両足をそろえ
たホッピングで移動していた．筆者らが動くと警戒
するように岩の隙間に潜り込み，暫くするとまた付
近の岩上に出る行動が観察された．この時，さえず
りと思われる声（俗に言われるぐぜり）を複数回聞
いた．声は岩の頂点付近に止まった時に聞かれ，上
手く言葉では表現できないが，ノゴマのような力強
さはなく軟らかな声であり，最後のほうで「チリリ
ン，チリリン」というような鈴の音のような声を聞
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いた．
　筆者はこの後離島したので後日の観察はないが，
利尻町在住の佐藤雅彦氏の私信によるとオガワコマ
ドリは 12 日も同所で観察出来たという．その間さ
えずりらしい声も聞いているという．
　5 月 11 日の利尻町沓形の天気は曇で気温風向風
速は，午前5時2.8度北東2ｍ，同7時5.9度西1ｍ，
同 9 時 6.8 度西北西 3 ｍ（アメダス値）であった．
前日は特に荒天ではなかった．
　 今 記 録 は 利 尻 島 で の 初 記 録 で あ り（ 小 杉，
2008），北海道における春期の初記録でもあると思
われる．更に自然条件下での初めての観察記録だと
思われる．この鳥の繁殖地からの移動のルートを考
えると，北海道では秋と春には主に日本海側を定期
的に利用している可能性もある．今後各地の精度と
密度の高い観察によって明らかにされることを望み
たい．
　本報告をまとめる機会を与えてくれた利尻町博物
館の佐藤雅彦氏に感謝するとともに写真も借用させ
て頂き，改めてお礼を申し上げたい．


参考文献
五百沢日丸・山形訓男・吉野俊幸，2000．日本の


鳥 550．山野の鳥．文一総合出版．359 pp．
樋口孝城・広川淳子，2005．北海道におけるオガ


ワコマドリの記録．山階鳥学誌，(37): 69-71．
小杉和樹，2008．利尻島の野鳥リスト．利尻島自


然情報センター．自刊．
高野伸二，1984．野鳥識別ハンドブック．日本野


鳥の会．334 pp．
高野伸二，2007．フィールドガイド日本の野鳥．


増補改訂版．日本野鳥の会．374 pp．


Figure 1. One male of bluethroat 
observed at  Rishiri Island on 11th May 
2008.
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これまで利尻島において記録されたムクドリ科
は ム ク ド リ Sturnus cineraceus， コ ム ク ド リ S. 
philippensis，ホシムクドリ S. vulgaris（小杉，
2000），そして 2005 年に新たに記録されたシベリ
アムクドリ S. sturnius（大野・小杉，2007）の４
種であった．筆者らは 2008 年５月に利尻町仙法志
において新たにギンムクドリ S. sericeus を確認す
ることができたため，ここに報告する．また 1994
年から 2005 年までのホシムクドリの観察，2008
年のシベリアムクドリの観察についても報告する．


ギンムクドリ（Fig. 1）
１♂，利尻町仙法志パークゴルフ場，2008.v.14，


小林伸光；１♂，〃，2008.v.18，〃；〃，2008.v.19，


利尻島において観察されたムクドリ科３種の記録


佐藤雅彦 1)・小林伸光 2)・佐藤里恵 3)・田牧和広 4)・小杉和樹 5)


1) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館
2) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町


3) 〒 097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字栄浜
4) 〒 097-0211　北海道利尻郡利尻富士町鬼脇字清川
5) 〒 097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字富士見町


Observational Records of Three Starling Species from Rishiri Island


Masahiko Satô1), Nobumitsu Kobayashi2), Rie Sato3),


Kazuhiro Tamaki4) and Kazuki Kosugi5)


1)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan
2)Honcho, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


3)Sakehama, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan
4)Kiyokawa, Oniwaki, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0211 Japan


5)Fujimi-cho, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan


Abstract. Observational records of three starling species, Sturnus sericeus, S. sturnius and S. vulgaris, are 


reported from Rishiri Island. Among them, one male of Red-billed Starling S. sericeus was firstly observed 


from this island.


小林伸光・佐藤雅彦・佐藤里恵．


ギンムクドリは九州沖縄地方を中心に数少ない
冬鳥または旅鳥として記録され（真木・大西，
2000），北海道においては 2006 年に礼文島や天売
島にて初めて確認された種である（宮本，2006）．


2008 年５月 14 日 11:00 頃，筆者らの一人であ
る小林が利尻町仙法志のパークゴルフ場にて見慣れ
ない鳥を発見した．しかし，手元に双眼鏡やカメラ
がなかったため種の判断ができず，その後も５月
18 日に姿を確認しただけであった．その情報を小
林から得た佐藤らが５月 19 日に再度確認に行った
ところ，１）白〜汚灰色の頭部，２）赤褐色の嘴の
先端が黒く，３）後頸部から胸にかけての輪状の暗
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色部があることなどから，ギンムクドリのオスと判
断した．利尻島における本種の観察はこれが初めて
の記録となった（小杉，2000）．


19 日の観察では，本個体の他，その周辺には数
羽のムクドリ，そして後述する１羽のシベリアムク
ドリも見られた．しかし，観察期間中は，ギンムク
ドリは単独でいることが多く，パークゴルフ場内の
外縁部の芝生の上で採餌している姿が度々観察され
た．観察は悪天候の 22 日を除き 24 日まで続けら
れたが，19 日以降は低気圧の移動に伴い雨天が続
き，ギンムクドリの姿は 20 日以降観察されること
はなかった．


シベリアムクドリ（Figs 2-3）
１♂，利尻町仙法志パークゴルフ場，2008.v.19，


小林伸光・佐藤里恵；１♂，利尻町仙法志パークゴ
ルフ場，2008.v.20，佐藤雅彦．


筆者らは 2008 年５月 19 日に利尻町仙法志パー
クゴルフ場を訪れ，ムクドリとは明らかに異なる灰
白色を呈した２個体の鳥の観察と撮影を行ったとこ
ろ，１個体は前述のとおりギンムクドリと判断さ
れ，もう１個体は，１）頭頂から後頭にかけて明瞭
な黒色斑を持ち，2）肩羽外弁部が白色を呈し，３）
下尾筒の淡黄色が目立つ，ことなどからシベリアム
クドリと判断した．真木・大西（2000）によると，
シベリアムクドリの大・中雨覆の羽先は白いとされ
ているが，本個体は単黄色を呈していた．翼は緑色
を帯びた黒色であり，後頭部の黒色斑が目立つこと
などから本個体はオスと考えられた．本種は 2006
年利尻島鬼脇において北海道初記録として確認され
ており（大野・小杉，2007），２年ぶり２例目の春
の飛来となった．


ホシムクドリ (Fig. 4)


Figures 1-4. Three starling species observed at Rishiri Island. 1:  Sturnus sericeus (2008.v.19, photo by N. Kobayashi), 2-3: S. 
sturnius (2008.v.19, photo by N. Kobayashi), 4: S. vulgaris (2002.iii.24, photo by K. Tamaki).


1 2


3 4
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１U，利尻富士町鬼脇字金崎，1994.iv.21，田牧
和広；１U，利尻富士町鴛泊字本泊，2002.iii.24，
田牧和広；１U，利尻町仙法志パークゴルフ場，
2005.iv.4，佐藤雅彦．


ホシムクドリは日本各地において数少ない冬鳥と
して観察されており（真木・大西，2000），北海道
では迷鳥とされている（藤巻，2000）．利尻島周辺
では，稚内市下勇知（日本野鳥の会，1992），礼文
島（大野陽子氏私信：2008 年３月 27 日，礼文町
船泊にて観察）からの記録がある．


利尻島においては筆者らの一人である小杉によっ
て 1987 年に確認された冬羽１個体が同島における
最初の記録となった（小杉，1988）．それ以降，筆
者らの観察によって上述の３例が同島から確認され
ているが，その頻度は数年に一度の稀な飛来と言え
る．1994 年から 2005 年までに観察された個体は
どれもが単独，またはムクドリの群れに混じり１羽
のみが確認され，全体的に紫色を帯びた黒色を呈
し，細かな白斑を後頭部・腹部・背などに顕著に伴っ
たものであった．鮮明な写真が残されている 2002
年の個体では，顔や喉，胸などに目立った白斑がな
く，嘴も鮮やかな黄色を呈していることから，夏羽
個体と考えられた．


参考文献
藤巻裕蔵，2000．北海道鳥類目録改訂 2 版．帯広


畜産大学野生動物管理学研究室．83 pp．
小杉和樹，1988．利尻島の鳥．利尻研究，(7): 43-


54．
小杉和樹，2000．利尻島における月別鳥類出現リ


スト．150-155 pp．寺沢孝毅（編）．北海道　島
の野鳥．北海道新聞社．札幌．
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2008 年 5 月 28 日午後 6 時ごろ利尻富士町鬼脇
沼浦地区においてミヤコドリ 1 羽を観察したので
報告する．本個体は砂浜が広がる海岸の波打ち際に
おいて，シギ・チドリ類のように片足で立ち，海か
らの風に上体を向けて位置していた．観察中は採餌
や飛翔をすることもなく，左右を眺めるような行
動を見せるのみであった．（Fig. 1）．飛び立つ際に
｢ ピリィ ｣ と鳴き，飛翔時は「ピッ，ピッ，ピッ」
とシギ・チドリ類がよく発するような鳴き声で飛び
去った．大きさはハシボソガラスくらいに見え，特
徴的な赤く長い嘴，黒い頭部と背中，白い体下面な
どからミヤコドリと判断した．観察距離は 20m 〜
30m であった．


ミヤコドリの冬羽では喉に細長い白斑が現れるた
め，今回観察した個体の特徴とは合致しない．若鳥
から第一回冬羽にかけては，頭部と胸が黒く，背中
から体上面にかけては褐色を呈し，嘴の先端部が黒
いとされる（Message & Taylor, 2006）．今回観察
された個体は，雨覆に若干褐色味が残り，嘴の先端
が黒色を帯びていることから，第一回冬羽から夏羽
に移行している時期の個体ではないかと思われた．


本種は旅鳥または冬鳥として日本各地の砂浜や岩
礁の海岸，干潟，河口などに渡来する（真木・大西，
2000；桐原ほか，2000 ）．北海道では稀な旅鳥と
され，過去にも小樽，石狩，鵡川，涛沸湖コムケ湖
などで観察されているが（藤巻，2000；日本鳥類


利尻島におけるミヤコドリの観察記録


田牧和広


〒 097-0211　北海道利尻郡利尻富士町鬼脇字清川


An Observational Record of Eurasian Oystetercatcher, Haematopus ostrlegus, 
from Rishiri Island, Northern Hokkaido


Kazuhiro Tamaki


Kiyokawa, Oniwaki, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0211 Japan


目録編集委員会，2000），利尻島からの観察記録は
これまでなかった（小杉 ,2000）．


参考文献
藤巻裕蔵，2000．北海道鳥類目録　改訂２版．帯


広畜産大学野生動物管理学研究室．83 pp．
真木広造・大西敏一，2000．日本の野鳥 590．平


凡社．655 pp．
Message S, & D. Taylor, 2006. Shorebirds of 


North American, Europe and Asia: A Guide 


Figure 1. An Eurasian Oystercatcher observed at Numaura, 
southern area of Rishiri Island, at May 28th 2008.
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to Firld Identification. 240 pp. Princeton 
University Press.


日本鳥類目録編集委員会，2000．日本鳥類目録．
改訂第６版．日本鳥学会，京都．345 pp．
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155 pp．北海道新聞社．札幌．


高野伸二，2007．フィールドガイド日本の野鳥．
増補改訂版．日本野鳥の会．374 pp．


叶内拓哉，1998．日本の野鳥．山と渓谷社．624 pp．
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はじめに
室蘭大黒島は内浦湾（噴火湾）内にある室蘭港の


出入り口に位置（北緯 42 度 20 分，東経 140 度 55
分）する（図１）．島の中央に灯台があり 1891 ～
1974 年までは燈台守が滞在していたが（室蘭市役
所，2008），現在は無人となっている．また夏期に
島には釣り人や観光客が上陸する．


筆者らは 2005 年 10 月 29 日，噴火湾渡り鳥研
究会の調査で室蘭大黒島に上陸した際に，飛行可能
に成長したオオセグロカモメ Larus schistisagus の
幼鳥の死体を確認した．これまで室蘭大黒島におけ
るオオセグロカモメの繁殖の報告がない．またオオ
セグロカモメの繁殖数は，根室市のモユルリ島で過
去 30 年間増加傾向にあると考えられたが，1982
年から減少に転じ，1996 年まで年平均 7.0% ずつ
減少していると報告されている．また胆振西部での
オオセグロカモメのコロニーについての詳細な繁殖
情報はほとんどない（Osa & Watanuki, 2002）．


また，毎年，夏に島内の一部で草刈りが行われて
おり繁殖の影響があると考えられた．そのため，室


室蘭大黒島のオオセグロカモメ Larus schistisagus の繁殖状況


村上速雄・伴野俊夫・笹森琴絵・野田和宏・吉野智生・相澤空見子・小城春雄


〒 059-0015　北海道登別市新川町 4-1-28　噴火湾渡り鳥研究会 *


The breeding State of Slaty-Backed Gulls Larus schistisagus 
in Daikoku Is., Muroran-City, Hokkaido, Japan


Hayao Murakami, Toshio Banno, Kotoe Sasamori, Kazuhiro Noda,


Tomoki Yoshino, Kumiko Aizawa and Haruo Ogi


Hunkawan Bird-Migration Research Group, Shinkawa-cho, Noboribetu-City, Hokkaido, 059-0015 Japan


Abstract. Slaty-Backed Gulls Larus schistisagus were breeding in Daikoku Is., Muroran-City (N42°20”E140°


55”). 813 nests were estimated by our research at 23 June and 8 July 2006.


＊代表：伴野俊夫


蘭大黒島の繁殖数および繁殖状況の把握することは
重要と考えられ，調査を草刈りの前後に行った．


調査地および環境
島は面積 2.4ha，周囲 700m，標高 35m である（室


蘭市役所，2008）．
島 には 簡 易 港 が あり， 付 近 に砂 浜 が 長さ約


135m，幅 4m があり，残りの外周 565m は岩礁で
あった．灯台のある上部は平坦であるが，周辺は海に
向かって急な傾斜となっている．また落石防止用の
金網が幅 20m で，海岸から灯台へ続く階段の両側
に海岸から島上部まで張られていた．


植生は島上部の灯台付近の平坦部（以下，灯台付
近と示す）では，オオイタドリ，ハナウドなどの
草丈 150 ～ 200cm の高茎草本が被度 30%，草丈
約 70cm のチシマザサが 30%，草丈約 50cm のイ
ネ科草本が 10%，灌木が 10%，灯台施設が 20% で
占められていた．法面（斜面部）ではオオイタド
リ，ハナウドなど草丈 150 ～ 200cm の高茎草本が
40%，草丈約 50cm のイネ科植物が 10%，ガレ場（裸
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図１．室蘭大黒島の位置および島の地形図．
Figure 1. Location of Daikoku Is., Muroran-
City, Hokkaido, Japan.


地）50% で占められていた． 


調査方法
営巣調査は草刈り実施前の2006年6月23日と，


実施後の 7 月 8 日に行った．調査は，島内の繁殖
状況を把握するためコドラートおよび全巣カウント
調査を行い，船で島周辺を周回しながらセンサスを
行った．周回センサスは，オセグロカモメの成鳥を
カウントし，加えて，植生状況の把握，撮影記録を
行った．


6 月については，コドラートを灯台付近に 20 ｍ× 4
ｍ，海岸部に 50 ｍ× 4 ｍをとり，巣，卵および雛の
数を数えた．なお，海岸部のコドラートにはオオセグ
ロカモメの繁殖数が少ない岩礁部も含めた．


7 月については，6 月の結果，灯台付近は巣の数
が少なかったため，コドラートを使用せず平坦部を
くまなく踏査し，全部の巣，卵，雛を数えた．海岸
部では 6 月と同様とした．


結果および考察
　調査の結果，オオセグロカモメの巣は確認できた
がウミウや，ウトウ，ウミツバメ類など他の海鳥の
巣は確認できなかった．


コドラート調査の結果を表 1 に示した．
灯台周辺部の 6，7 月の巣数，巣密度には大きな


差はあったが，調査方法によるところが大きいと
考えられた．巣密度は 6 月のほうが 7 月に比べ約
5 倍であった．6 月の巣密度が高くなった要因は，
草丈の低く，比較的巣が多い場所にコドラートをと
り，巣のほとんどない高茎草本，チシマザサが優占
する場所でのカウントを行わなかったためと考えら
れる．


海岸部では巣数は 7 月のほうが 7 巣多くまた，
巣密度は，7 月のほうが 1.3 倍高かった．この要因
として，7 月には，巣が崩壊しており誤って巣では
ない草の塊をカウントした可能性が高いと考えられ
た．また新たな巣は確認されなかった．しかしこの
島の巣密度は個体数の減少傾向にある道東の厚岸
町大黒島，根室市モユルリ島に比べ高いと考えられ
る（山階鳥類研究所，1995，1997，1998）．繁殖
可能エリアは灯台付近，海岸では砂浜部で幅 4m，
岩礁部で幅 2m でオオセグロカモメが繁殖に利用で
きると考えられた．また法面では植生がガレ場，高
茎草本の場所ではほとんど繁殖が確認できなかった
が，イネ科草本の場所では砂浜と同様に利用してい
ることを確認できた．


これらの結果から，室蘭大黒島での繁殖巣数は
813 巣と推定した（表 2）．


卵は海岸部では 7 月のほうが 13 個少なかった．
このことから卵は順調に孵化したと考えられた．
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6，7 月ともに巣内に 1 ～ 4 個あり，孵化している
最中のものや死卵がいくつかあった． 


雛は海岸部では 7 月のほうが 9 個体少なかった．
死んでいた個体がいくつかみられたが 6 月にすで
に巣から出て，近くの草陰に隠れていたり，親のあ
とについていたりする個体もいたため，このとき
はコドラート内には少なかったと考えられた．また
死んでいた個体は成鳥に頭などをつつかれた個体も
あったが目立つ外傷がない個体もあった．


また，草刈りが行われた形跡は見つからなかっ
た．そのため，現在の草刈りの実施状況ではオオセ
グロカモメの繁殖に及ぼす影響はほとんどないと考
えられた．


周回カウントの結果，島付近のオオセグロカモメ
成鳥は，6 月では 1,400 個体，7 月では 1,339 個体
であった．


謝辞
本調査にあたり多大なアドバイスをしていただい


表１．コドラート，全巣カウントによる調査結果


調査区 調査日 面積
(m2)


巣数
(nests)


巣密度
(nests/m2)


卵数
（卵）


雛数
（羽）


灯台付近
6月23日 80 5 0.0625 1 2


7月8日 4,700 55 0.012 5 20


海岸部
6月23日 200 27 0.135 22 26


7月8日 200 34 0.170 9 17


た山階鳥類研究所の佐藤文男氏，帯広百年記念館学
芸員の池田享嘉氏にこの場で御礼を申し上げる．


参考文献
室蘭市役所（2008）" 室蘭市役所ホームページ "．（オ


ンライン），入手先 <http://www.city.muroran.
lg.jp/main/org6400/life5_hatikei_index.
html>，（参照 2008-05-17）．


Osa, Y. & Y. Watanuki, 2002. Status of Seabirds 
Breeding in Hokkaido. J. Yamashina Ist. 
Ornithol, 33: 107-141.


山階鳥類研究所，1995．平成７年度鳥類標識調査
報告書．57-68 pp．山階鳥類研究所．我孫子．


山階鳥類研究所，1997．平成９年度鳥類標識調査
報告書．89-105 pp．山階鳥類研究所．我孫子．


山階鳥類研究所，1998．平成 10 年度鳥類標識調査
報告書．89-105 pp．山階鳥類研究所．我孫子．


表 2．推定繁殖数算出


場所 推定根拠 　 繁殖巣数（巣）


海岸　砂浜部 135m×4m×0.135（巣密度） = 72.9


海岸　岩礁部 565m×2m×0.135（巣密度） = 152.55


灯台付近 　 　 55


法面部 70m×（√30625／9-2）m×0.135 = 532.4


総繁殖巣数（推定） 　 　 812.85


推定条件
・調査結果から灯台付近は 7 月，海岸部は 6 月の結果を用いた．
・島周囲，砂浜部では幅 4m，岩礁部では幅 2m ではオオセグロカモメが繁殖できる．
・法面部は，イネ科草本が優占する面積により算出した．
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日本最北端の島である利尻島と礼文島の針葉樹林
における土壌動物調査から陸生ハマトビムシが採取
されたので，その同定結果と生態的知見を報告す
る．利尻島の土壌サンプルは佐藤雅彦が，礼文島の
サンプルは宮本誠一郎が採取し，それを石井清が大
型ツルグレン装置で７日間抽出して土壌動物を得
た．ハマトビムシの同定は森野浩が担当した．各採
集地の詳細は以下のとおりである．また，各採集時
の土壌サンプルの量を表１に示した．いずれの採集
地でも各時期２地点（Ａ地点及びＢ地点）で土壌を
採取し，結果ではそれらをあわせて示した．


利尻島
採集地	 ：	利尻町仙法志，エゾマツ・トドマツ


林，標高 25 ｍ


利尻島及び礼文島の陸生ハマトビムシ（甲殻綱：端脚目）について


森野　浩 1)・石井　清 2)・佐藤雅彦 3)・宮本誠一郎 4)


1) 〒 310-8512　水戸市文京 2-1-1　茨城大学理学部生物科学
2) 〒 321-0293　栃木県下都賀郡壬生町北小林 880　獨協医科大学国際教育研究施設


3) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館
4) 〒 097-1201　北海道礼文郡礼文町香深入舟　レブンクル自然館　


Terrestrial Talitridae (Crustacea: Amphipoda) from Rishiri and Rebun Islands, 
Northern Hokkaido


Hiroshi Morino1), Ishii Kiyoshi2), Masahiko Satô3) and Seiichiro Miyamoto4)


1)Biological Sciences, the College of Science, Ibaraki University, Mito, 310-8512 Japan 
2)Institute of International Education and Research, Dokkyo Medical University, Mibu, Tochigi, 321-0293 Japan 


3)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan
4)The natural Rebuncle, Kafuka, Rebun Is., Hokkaido, 097-1204 Japan


Abstract. Studies of soil animals in Rishiri and Rebun Islands, Northern Hokkaido, revealed the occurrence 


of a talitrid amphipods, “Orchestia” solifuga, from coastal coniferous forests of both islands. This is the first 


record of this peculiar species from the northern part of Hokkaido. Distribution and breeding activities of 


this species is briefly discussed.


採集年月日	：	2007 年 5 月 31 日，同年 7 月 31 日，
同年 9 月 28 日


植生	 ：	エゾマツ，トドマツ，ナナカマド，
ダケカンバ，ミズナラ，クマイザサ，
マイヅルソウ，ザゼンソウ，オオツ
リバナ，カラマツ


礼文島
採集地	 ：	礼文町香深井，　トドマツ林，　標高


20 ｍ
採集年月日	：	2007 年 5 月 31 日，同年 6 月 27 日，


同年 9 月 18 日
植生	 ：	トドマツ
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各採集で得られたハマトビムシの個体数は以下の
とおりである．
利尻島：2007 年 5 月 31 日　49 個体（幼体含む ,


以下同様）, 同年 7 月 31 日　39 個体 , 同年 9 月
28 日　71 個体 .


礼 文 島：2007 年 5 月 31 日　21 個 体 , 同 年 6 月
27 日　13 個体 , 同年 9 月 18 日　2 個体 .
同定の結果，両島から得られたハマトビムシは全


て同一種で “Orchestia” solifuga Iwasa， 1939 と
同定された．以下に分類学的コメントと分布・生態
について述べる．


	 “ Orchestia” solifuga Iwasa， 1939
	 （和名：キタオカトビムシ）
	 Iwasa, 1939：271-273, Pl.XIV
	 森野 , 1999：627, 628, 633, 643


成体標本を実体顕微鏡下で検鏡後，森野（1999）
によって同定し，さらに利尻島 7 月 31 日のサンプ
ルからオス 1 個体（体長 9.2 mm），抱卵メス 1 個
体（11.3 mm）を解剖し，各付属肢などを原記載
と詳細に比較した．その結果，両島からのハマトビ
ムシは，キタオカトビムシと同定された．なお，こ
のメスの有していた卵数は 13 個で，長径は 0.885 
±0.042 mm， 短径は0.716±0.036 mmであった．


ハマトビムシ科（Talitridae）の Orchestia 属は
世界各地の海岸及び海岸林に出現する多数の種を含
んでいたが，Bousfield（1982）は本科の再検討を
行って，この属を大西洋から地中海の海岸付近に分
布する近縁種群に限定した．一方，本種は第１触角，
第１咬脚（メス），鰓，第１尾肢などに特徴があり，
日本産を含む他のハマトビムシ類との類縁が不明で
属の位置がまだ確定していない（Bousfield, 1982,  
1984）．従って，ここでは括弧付きの属名で示して


おく．


分布
本種は，Iwasa（1939）が北海道厚岸の海岸林（北


海道大学厚岸臨海実験所近くの丘の落葉の下）から
の標本に基づいて記載した．その後，宮本（1982, 
1984）は福井県を中心に北陸地方のハマトビムシ
類の分布を精力的に調べ，福井県の越前加賀平野，
小浜湾から本種を確認した．いずれも海岸林又は海
岸に比較的近い植生（クロマツ林，落葉樹林，草地
を含む）から採集されている．北海道では厚岸以外
に，根室半島，知床半島にも分布する（宮本，私
信）．利尻島及び礼文島における本種の生息場所の
特徴は，従来の知見と変わるものではない．礼文島
でのサンプル個体数は利尻島におけるそれよりも少
なかったが，これは採取した土壌サンプルの量の違
い（表１参照）とともに植生の複雑さが関係してい
る可能性がある．今回の調査場所は両島ともそれぞ
れ一カ所ずつであった．さらに生息環境の異なる場
所での調査を行うことで，本種の両島における植生
を含む生息環境の特性を明らかにできるだろう．な
お，前原ほか（2003）は利尻町沓形登山道沿いの
２地点（標高 200m，400m；トドマツ・エゾマツ
林）で土壌動物の定量調査を行い，標高 400m で “ヨ
コエビ” を得ている．それは，かなり低い密度（2
個体 /m2）であった．ハマトビムシ類に関しては，
海岸潮間帯上部にも他の種が出現する可能性はきわ
めて高い．これらの知見にも興味が持たれる．


キタオカトビムシの分布記録をまとめると，本種
は北海道の北部から東北部と北陸地方の一部（福井
県）に分布することになる．北海道および東北地方
の日本海側にも連続した分布が予想される（宮本，
1984）が，分断的な分布の可能性も否定できない．
分布に関する今後の調査がまたれる．


表１．利尻島と礼文島の調査地における土壌サンプル湿重量
利尻島 2007 年 5 月 31日 2007 年 7 月 31日 2007 年 9 月 28 日


kg 19.76 11.57 12.86


礼文島 2007 年 5 月 31日 2007 年 6 月 27 日 2007 年 9 月 18 日


kg 8.47 5.04 11.90
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利尻島の個体群
利尻島の各サンプル調査の結果，季節によって個


体群の体長組成と繁殖率が大きく異なることが示唆
されたので，ここにその結果を示しておく．図１
に 2007 年 5 月，7 月，9 月サンプルの体長組成を
示した．オスは第２咬脚での性的２型の発現で，メ
スは覆卵葉の存在で区別し，いずれの特徴も持た


ない個体を幼体とした．体長は，背面をまっすぐ
に延ばした状態で頭部の先端から尾節板の後端ま
でとした．この図から，雌雄の区別は体長約 6mm
から現れ始め，また，メスの体長がオスよりやや
大きいことがわかる．5 月は連続するゆるやかな２
山型の体長組成を示すが，7 月には幼体が増えて明
らかな２山型になり，9 月には幼体の成長と成体の


図１．利尻島仙法志におけるキタヨコエビの体長
組成の季節的変異．


図２．利尻島仙法志におけるキタヨコエビ（メス）
の体長組成と繁殖の季節変異．
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減少がみられた．これらのことから，本種の繁殖
は 7 月頃から始まり 9 月頃に終えるものと想定さ
れる．図２に 5 月，7 月，9 月のメスの体長組成と
その中に占める成熟メス（抱卵個体，および覆卵葉
に剛毛を備えた個体）を示した．調査期間中では体
長 10mm 前後から性成熟が始まり，３つの時期の
間では 7 月に繁殖率の明らかなピークがみられた．
このことは，上記の考察を裏付けている．生活史の
解明には少なくとも周年にわたる個体群の追跡調査
が必要である．なお，礼文島のサンプルでは成熟メ
スは確認できなかった．
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ア ケ ボ ノ シ ュ ス ラ ン Goodyera foliosa var. 
maximowicziana はラン科に属する常緑の多年草
である．樹林下に高さ 5-10cm の植物体を生やし，
白色に淡紅色が混じった花を夏の終わりに少数つけ
る（佐竹ほか，1982）．国内では北海道から九州・
奄美大島まで広く分布するが，北海道内では渡島半
島から宗谷にかけての日本海側に分布記録が多い
（伊藤ほか，1990）．知床での記録もある（内田，
オンライン）が，道内においては多雪地に偏在する
種といえる．また，本種は国立公園における指定植
物（環境庁，1980）となっている．


利尻島は多くの植物学者が訪れる島にも拘わらず
本種の記録はこれまで見あたらず（舘脇，1941；
松野，1984），筆者の一人である丹羽が 2000 年７
月８日に初めてその自生を確認した．島内での自生
地が限られることに加えて，小型で目立たず，花期
が８月下旬から９月にかけてと遅いことから，これ
までの植生調査では見逃されてきたと考えられる．


利尻島におけるアケボノシュスランの記録


佐藤雅彦 1)・丹羽真一 2)


1) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館
2) 〒 004-0051　札幌市厚別区厚別中央 1 条 7 丁目山岸ビル 3 Ｆ　さっぽろ自然調査館


A Record of Orchid, Goodyera foliosa var. maximowicziana, 
from Rishiri Island, Northern Hokkaido


Masahiko Satô1) and Shin-ichi Niwa2)


1)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan
2)Sapporo Nature Research & Interpretation Office, Atsubetsu-chuo 1-7, Atsubetsu-ku, Sapporo, Hokkaido, 004-0051 Japan


Abstract. Goodyera foliosa var. maximowicziana was newly recorded from Rishiri Island in July 2000. 


Their habitat in this island is restricted only at deciduous broad-leaved forest of Hime-numa area. Local-


ization of this orchid may be due to geological history of this area, e.g., escape from volcanic activity and 


climate changes in glacial period.


本記録は国内におけるアケボノシュスランの最北端
の記録と思われるので，近年の生育状況などとあわ
せて報告することとした．


利尻島内における現在まで知られている本種の自
生地は姫沼周辺の林床１か所に限られる．本種は茎
の下部が匍匐して地下茎状となるため正確な株数
は不明であるが，およそ２×１ｍの範囲に約 120 の
地上茎が確認されている（Figs 1-2）．2008 年９月
11 日における開花状況は２株が開花中で，４株が
花期を過ぎたもので，それ以外では開花した痕跡は
見あたらなかった．自生地はオヒョウ，キハダ，ハ
リギリ，ダケカンバにより直射日光が遮られた林床
で，オニシモツケが群生する．本種の周辺には，ク
ルマバソウ，ホウチャクソウ，ツタウルシ，オオタ
チツボスミレなどがまばらに見られた．自生地は利
尻礼文サロベツ国立公園内に指定されている場所で
あり，木道の設置などによって踏み込みなどの踏圧
もかかりにくく，その環境は比較的安定しているも
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のと思われる．


姫沼周辺地域には利尻固有種であるリシリオオウ
ズムシ（石田，2000）や島内では局所的な分布を
するエゾノリュウキンカやエゾサカネラン，ニホン
ザリガニなどが見つかっており，本種もその後者の
例にあたるものと考えられる．このような独特の生
物相が本地域で見られることは，おそらく最終氷期
にかけて活発であった利尻火山による溶岩流の影響
を直接受けなかったことが大きな原因のひとつと想
像される．姫沼の南側には火山活動の後期に流れた
とされる姫沼溶岩流が認められるが，姫沼を覆うこ
となくとどまっている（石塚，1999）．利尻島の多
くの場所が２- ４万年前の火山活動の影響を大きく
受けていたことを考えると，姫沼周辺地域はそれら
の火山活動以前に同島に分布を広げた生物たちが生
き残ることが可能だった極めて稀な場所のひとつと
考えられ，利尻島の生物相の変遷を考える上でも大
変貴重な場所と言える．アケボノシュスランは道内
ではそれほど珍しい植物とは言えないが，本種を含
めたこれら局所的な分布を持つ生物が今後も利尻島
内で大切に保全されていくことを心から願いたい．


Figures 1-2. Goodyera foliosa var. maximowicziana (Himenuma, Oshidomari, 11th Sep. 2008.). 1. flower; 2. 
habitat.
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利尻島と礼文島は北海道北西部の海洋上に位置
している．両島の等脚目甲殻類については前原ほか
（2003）， 布 村（2004）， 寺 田（1992，1994） に
より報告されている．しかし，その調査対象地域は
各島の一部で行われたものであり，各島の等脚類相
の全容を明らかにするために広汎な調査が求められ
る．そこで，その目的を達成する第一歩として，今回
は利尻島仙法志（標高 25m）および礼文島香深井（標
高 20m）のエゾマツ・トドマツ林に生息する等脚目
甲殻類相の調査を行った．その結果，これらの調査
地から 3 科 3 属 3 種の生息が確認されたのでここに
報告する．なお，採集された標本類は利尻町立博物
館および富山市科学博物館に保管される．


利尻島および礼文島の等脚目甲殻類


布村　昇 1)・石井　清 2)・佐藤雅彦 3)・宮本誠一郎 4)


1) 〒 939-8084　富山県富山市西中野町 1 丁目 8-31　富山市科学博物館
2) 〒 321-0293　栃木県下都賀郡壬生町北小林 880　獨協医科大学国際教育研究施設医学基盤教育センター


3) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館
4) 〒 097-1201　北海道礼文郡礼文町香深入舟　レブンクル自然館


Terrestrial Isopod Crustaceans in Rishiri and Rebun Islands, Northern Japan


Noboru Nunomura1), Kiyoshi Ishii2), Masahiko Satô3) and Seiichiro Miyamoto4)


1)Toyama Science Museum, 1-8-31, Nishinakano-machi, Toyama, 939-8084 Japan
2)Institute of International Education and Research, Dokkyo Medical University, Mibu, Tochigi, 321-0293 Japan


3)Rishiri Town Museum, Senhoushi, Rishiri, Hokkaido, 097-0311 Japan
4)The natural Rebuncle, Kafuka-irifune, Rebun, Hokkakdo, 097-1201 Japan


Abstract. Hitherto, several surveys on terrestrial isopod crustaceans have been carried out in Rishiri and 


Rebun Islands by some scientists, but they had treated to only limited areas of the islands. Therefore, we 


are planning to carry out a series of surveys of many environments of the two islands as possible. As the 


first step of the above-mentioned study, we will preliminarily report the results at a representative station of 


each island. We recorded three species. Among them, Ligidium (Nipponoligidium) japonicum and Porcellio 


scaber are dominant species, and Haplophthalmus danicus is considered to be a newly distributed one in 


the islands in comparatively recent days.


調査概要
調査は，それぞれの島において 2007 年に 3 回（利


尻島：5 月 31 日，7 月 25 日，7 月 31 日，9 月 28
日；礼文島：5 月 31 日，6 月 27 日，9 月 18 日）行っ
た．両島の調査地のおもな植生はエゾマツ，トドマ
ツ，ダケカンバ，ミズナラ，カラマツ，ナナカマ
ド，クマイザサ，マイヅルソウ，ザゼンソウ，オオ
ツリバナである．等脚目甲殻類の採集は，現地での
肉眼採集は行わず全てツルグレン抽出法によった．
ツルグレン抽出用の土壌サンプルは，調査日に現地
に入って園芸用シャベルを用いて適当量採取し，そ
れらを紙袋にいれて獨協医科大学まで搬送した．そ
の後直ちにツルグレン抽出装置にかけて 7 日間抽
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出し，双眼実体顕微鏡下で等脚目甲殻類を選別して
採集した．なお，現地での土壌サンプルは佐藤雅彦
と宮本誠一郎，ツルグレン抽出と等脚目甲殻類の選
別・採集は石井清，種の同定と個体数の算定は布村
昇が行った．


利尻島仙法志および礼文島香深井産等脚目甲殻類目録


Family Ligiidae：フナムシ科


Ligidium (Nipponoligidium) japonicum Verhoeff, 
1918
ニホンヒメフナムシ（ヒメフナムシ，ヤマフナムシ）


利尻島仙法志（海抜 25m）：2007 年 5 月 31 日，
99 個体；同年 7 月 25 日，3 個体；同年 7 月 31 日，
334 個体；同年 9 月 28 日，159 個体．


礼文島香深井（海抜 20m）：2007 年 5 月 31 日，
21 個体；同年 6 月 27 日，11 個体；同年 9 月 18 日，
10 個体．


Family Trichoniscidae: ナガワラジムシ科


Haplophthalmus danicus Budde-Lund, 1879
ナガワラジムシ


利尻島仙法志（海抜 25m）：2007 年 5 月 31 日，
65 個体；同年 7 月 31 日，71 個体；同年 9 月 28 日，
12 個体．


礼文島香深井（海抜 20m）：2007 年 5 月 31 日，
22 個体．


Family Porcellionidae: ワラジムシ科


Porcellio scaber Latreille, 1804 
ワラジムシ


利尻島仙法志（海抜 25m）：2007 年 5 月 31 日，
51 個体；同年 7 月 25 日，8 個体；同年 7 月 31 日，
50 個体；同年 9 月 28 日，24 個体．


礼文島香深井（海抜 20m）：2007 年 5 月 31 日，
22 個体．


結果および考察
利尻島と礼文島の調査地にはニホンヒメフナム


シ，ナガワラジムシ，ワラジムシの 3 種が生息し
ていた．このうち，在来種はニホンヒメフナムシの
みであり，ナガワラジムシとワラジムシは外来種と
考えられる．特にナガワラジムシは，日本における
分布の拡大が著しいこと，布村（2004）らの過去
の調査報告にも記録されていないことから両島には
近年侵入した可能性が示唆される．
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中村修美・直海俊一郎・布村　昇・萩野康則・
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はじめに
雄武町は網走支庁の最北部に位置し，枝幸町，


美深町，名寄市，下川町，西興部村，興部町に囲
まれた人口約 5000 人の町である．本町の西側は標
高 987 ｍのピヤシリ山を始めとする山岳地帯によって
占められ，これらの山麓部に広がる広大な森林のほ
とんどは道有林として網走西部森づくりセンターの管
轄となっている．ピヤシリ山から流れ出る幌内川のほ
か，多数の河川が山麓部から東へと流れオホーツク
海へと流れ込む．


本町が宗谷管内と接する枝幸町には，国内最北の
モモジロコウモリの繁殖コロニーが確認されており，


雄武町におけるコウモリ類の分布


佐藤雅彦 1)・村山良子 2)・前田喜四雄 3)・佐藤里恵 1)・高橋　守 4)


1) 〒 097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字栄浜 142　道北コウモリ研究センター
2) 〒 098-5821　北海道枝幸郡枝幸町栄町 154　日本野鳥の会道北支部会員


3) 〒 630-8528　奈良市高畑町　奈良教育大学　自然環境教育センター
4) 〒 350-0036　川越市小仙波町 5-14　川越総合高校


Distribution of Bats in Oumu, Northeast Hokkaido


Masahiko Satô1), Yoshiko Murayama2), Kishio Maeda3), Rie Sato1) and Mamoru Takahashi4)


1)Research center for Bats in Northern Hokkaido, 142, Sakaehama, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan
2)A member of Do-hoku branch of Wild Bird Society of Japan, 154, Sakae-machi, Esashi, Hokkaido, 098-5821 Japan


3)Education Center for Natural Environment, Nara University of Education, Takabatake-cho, Nara-shi, 630-8528 Japan
4)Kawagoe Sogo Senior High School, 5-14, Kosenba machi Kawagoe City, Saitama, 350-0036 Japan


Abstaract. A distribution study on bats was carried out in Oumu-cho, Northeast Hokkaido, in 2008. 


Three species of bats, Myotis ikonnikovi, M. macrodactylus and Barbastella leucomelas, were newly 


recorded by our research team. Many reactions of Bat-detectors at streetlights suggest another species in 


addition to the above mentioned three bat species in this town. It was very rare case of bat researches 


in Hokkaido that the distribution of Murina ussuriensis was unconfirmed throughout our reseach at 


Oumu-cho. Two bat fly species and two unidentified chiggers were collected from several bats. The rare 


chiggers found on ear of Barbastella leucomelas had not sensillae as key character for identification, but 


they were fully described with photos in this report. 


コウモリの種多様性に関しても道北北部において最も
高い場所の一つとされている（佐藤・前田，1999；
佐藤ほか，2004）．そのため雄武町においても多種
多様なコウモリの生息が予想されるが，本町からのコ
ウモリの記録はこれまでに報告された例がない（雄武
町史編纂委員会，2006）．そこで，道北北部におけ
るコウモリ相解明の一環としてかすみ網およびバット
ディタクター（以下，BD）を用いた調査を 2008 年に
実施した．


調査の実施にあたり，コウモリの捕獲について
は「鳥獣捕獲許可」を環境省より（環北地野許第
080512001 号），道有林への立ち入りなどについて
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は北海道網走西部森づくりセンターより（第 10003-
20 号）許可をいただいた．道有林の状況などについ
ては廣田直人氏および髙橋　稔氏（北海道網走西部
森づくりセンター）に，町内のコウモリの生息情報に
ついては桑原功氏，三浦寿太郎氏，青島氏（幌内），
川口宜満氏（元沢木）に様々な情報をご提供いただ
いた．また，幌内小学校からは敷地内での突然の調
査にも関わらずご理解とご協力をいただくことができ
た．河合久仁子氏（国立科学博物館動物研究部脊椎
動物研究グループ特別研究生）にはツツガムシに関
する情報をいただいた．ここにお名前等を記して心か
らお礼を申し上げる．


調査期間，調査地および調査方法
調査は 2008 年 7 月 29 日から 8 月 6 日に実施さ


れた．調査期間中，日中は地元住民などへの聞き込
み，糞の痕跡やねぐらの探索，および調査場所の下
見を行い，夜間はカスミ網による捕獲調査を実施する
とともに BD による周辺地域でのコウモリの飛翔状況
を調べることに努めた．捕獲調査は図 1 に示す７か
所（●印）で実施された．調査により捕獲されたコウ
モリは，外部寄生虫の採取のほか，同定・計測作業


を行った後，すみやかに放獣された．また捕獲され
たモモジロコウモリについては標識の有無の確認を行
うとともに，未装着な個体については EZ から始まる
個体識別番号が刻印された金属標識を前腕に装着し
た後，放獣された．なお，ヒメホオヒゲコウモリとホ
オヒゲコウモリの識別については，Kondo & Sasaki 
（2005）に基づいで行われた．


結果
【捕獲調査】


かすみ網を用いた捕獲調査における調査日，場所・
緯度経度，植生を表 1 に，捕獲されたコウモリの計
測値等を表 2 に示し，詳細は場所ごとに以下に記す．


１．幌内川上流「奥幌内林道」（図 1-a）
幌内越峠から神門の滝に向かう比較的幅の広い


林道で，ケヤマハンノキやダケカンバなどの広葉樹
林が広がる．標高は約 300m と沢からはかなり高い
崖の上にあたり，かすみ網は林道をさえぎるように２
枚，風倒木によると思われる尾根側に空いた森林の
ギャップに面する林道と平行に１枚の合計３枚が設置
された．調査は 19:00 から 21:00 まで行われ，気温


図１．捕獲調査地点，BD による反応地点および目撃情報があった地点．●；捕獲調査地点，○；25kHz 以下の BD の反応があった場所，
▲；糞を確認した場所，△；聞き取り調査によって目撃情報などがあった場所．スケールは 6km．
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年月日 場所 緯度経度 1) 主な植生 2)3)


2008.vii.29 幌内川上流「奥 幌内
林道」（図 1-a）


N44°27'01.9"
E142°39'16.2"


ケヤマハンノキ＊，ダケカンバ＊，ヤチダモ＊，ヤマブドウ，エゾアジサイ，オニ
シモツケ，アキタブキ，ウド，オオハナウド，チシマアザミ，エゾイラクサ，ミ
ヤマトウバナ，オヒョウ，チシマザサ，オオバコ，キンミズヒキ，ウツボグサ，
イタヤカエデ，オノエヤナギ．


2008.vii.30 雄武市街「市街 地を
流れる川の暗渠」（図
1-b）


N44°34'54.0"
E142°58'06.0"


上幌内峠付近「悠久の
森」（図 1-c）


N44°31'25.0"
E142°47'25.6"


トドマツ＊（胸高直径 40-50cm），エゾマツ，クマイザサ，ヨツバヒヨドリ，ア
キタブキ，ミヤマトウバナ，ツタウルシ，ズダヤクシュ，ツルアジサイ，エゾノ
ヨツバムグラ，エゾスズラン，オククルマムグラ，チシマアザミ，ミヤマワラビ，
ヤマブドウ，イタヤカエデ，タラノキ，ミズナラ，ヨブスマソウ，エゾゴマナ，
ツルリンドウ，エゾイチゴ，アカバナ sp.，オオヨモギ，ネコノメソウ sp.．


2008.vii.31 幌内「幌内小学校」（図
1-d）


N44°39'10.4"
E142°52'55.7"


A & B．オオイタドリ，ウド，オオヨモギ，チシマアザミ，オオバコ，カラマツ，
ミズナラ＊，ナナカマド，トドマツ，エゾオオヤマハコベ，ノハラムラサキ，ケ
ヤマハンノキ．
C．アキタブキ，オオイタドリ，ヤチダモ，オノエヤナギ，ケヤマハンノキ，ナ
ナカマド，クリ，ミズナラ（胸高直径 50cm），トドマツ，エゾマツ，キツリフネ．


2008.viii.1 南雄武「当沸林道」（図
1-e）


N44°30'41.0"
E142°55'48.0"


A．ミズナラ＊，オヒョウ，エゾイラクサ，クマイザサ，オオイタドリ，オオヨモ
ギ，ヤチダモ，ケヤマハンノキ，トドマツ，ダケカンバ，エゾニワトコ．
B & C．ミズナラ＊（胸高直径 10-20cm），イケマ，ヤチダモ，オヒョウ，ミ
ヤマトウバナ，アマチャヅル，イタヤカエデ，クマイザサ，ケヤマハンノキ，オ
ノエヤナギ，ヨブスマソウ，アキタブキ，ウツボグサ，オオバコ，エゾトリカブ
ト，エゾイラクサ，キンミズヒキ，ノリウツギ，キツネノボタン，クルマバソウ，
ハリギリ，ホオノキ，ヒメジョン，エゾゴマナ，オニシモツケ，チシマアザミ．


2008.viii.2 道道 雄武美深線「幸
橋」（図 1-f）


N44°31'03.8"
E142°40'14.8"


トドマツ（胸高直径 30cm），エゾイラクサ，イタヤカエデ，オヒョウ，オオイタ
ドリ，ダケカンバ，エゾマツ，オオウバユリ，ケヤマハンノキ＊（胸高直径 10-
20cm），ヨブスマソウ，オニシモツケ，エゾニュウ，オノエヤナギ，オオヨモギ，
クマイザサ，ヨツバヒヨドリ，チシマアザミ．


2008.viii.3 中 幌 内「 オチフネ 林
道」（図 1-g）


N44°37'31.3"
E142°45'32.2"


A & B．クマイザサ，オオイタドリ，キンミズヒキ，トドマツ，ウド，ツタウルシ，
ケヤマハンノキ＊（胸高直径 10-15cm），ヤマブドウ，エゾシモツケ，シナノキ，
オノエヤナギ，ウド，エゾタチカタバミ，ヨツバヒヨドリ，ミズナラ，ハルニレ，
ウツボグサ，ヒメジョン，オオバコ．


N44°37'20.0"
E142°45'52.9"


C．ケヤマハンノキ＊


1)　測地系 TOKYO
2)　＊は優占種
3)　アルファベットはかすみ網１枚ごとの設置場所を示す


表１．捕獲調査日，場所および植生


は 8.0℃（20:50）であった．３頭のチチブコウモリと
１頭のヒメホオヒゲコウモリが同一のかすみ網によっ
て捕獲された．BD の反応は捕獲されたかすみ網付
近では多かったが，その他の場所ではほとんど得ら
れなかった．


２．雄武市街「市街地を流れる川の暗渠」（図 1-b）
オコツナイ川が海に流れ出る場所から北へ約 100


ｍほど離れた場所に，無名川が市街地を暗渠でもっ
て流れ出る場所がある．桑原・三浦両氏からの聞き
取りによると，昔からこの暗渠にはコウモリがたくさん
いて首にまつわりついてきた経験があるといい，おそ


らく約 50 年ほど前からコウモリが生息していたものと
考えられた．暗渠はコンクリート製で高さ２ｍ，幅１
ｍの大きさを持ち，改修などでその壁面はなめらかで
コウモリが身体を支えることができるような凹凸はほ
とんど見られなかった．しかし，コンクリートがわず
かに脱落した部分に糞の痕跡があり，６頭のモモジ
ロコウモリを捕獲することができた．この暗渠は海か
ら市街地におよそ150m ほど向かうとコンクリート三
面張りの川となる．


３．上幌内峠付近「悠久の森」（図 1-c）
道道下川雄武線から上幌内峠に向かう途中に大正







36 佐藤雅彦・村山良子・前田喜四雄・佐藤里恵・高橋　守


年
月


日
場


所
捕


獲
時


刻
学


名
性


別
幼


獣
の


識
別


前
腕


長
体


重
下


腿
長


備
考


寄
生


虫


20
08


.


vi
i.2


9
幌


内
川


上
流


「
奥


幌
内


林
道


」（
図


1-
a）


19
:1


5
Ba


rb
as


te
lla


 le
uc


om
el


as
♀


A
40


.6
11


.3
授


乳
中


．
19


:4
6


Ba
rb


as
te


lla
 le


uc
om


el
as


♂
A


40
.6


11
.0


20
:4


0
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♂
A


34
.0


6.
5


16
.5


20
:5


8
Ba


rb
as


te
lla


 le
uc


om
el


as
♂


A
41


.4
10


.6
左


の
耳


介
に


ツ
ツ


ガ
ム


シ
幼


虫
２


個
体


付
着


．


20
08


.


vi
i.3


0


雄
武


市
街


「
市


街
地


を
流


れ
る


川
の


暗
渠


」（
図


1-
b）


M
yo


ti
s 


m
ac


ro
da


ct
yl


us
♂


A
37


.8
9.


0
H


K0
05


24
M


yo
ti


s 
m


ac
ro


da
ct


yl
us


♀
A


36
.2


9.
4


乳
房


大
，


腹
部


小
．


H
K0


05
23


M
yo


ti
s 


m
ac


ro
da


ct
yl


us
♂


J
35


.7
7.


4
H


K0
05


22
M


yo
ti


s 
m


ac
ro


da
ct


yl
us


♂
J


36
.3


7.
3


H
K0


05
21


M
yo


ti
s 


m
ac


ro
da


ct
yl


us
♂


A
36


.5
9.


5
H


K0
05


20
ク


モ
バ


エ（
N


yc
te


ri
bi


a 
py


gm
ae


a 
1


♂
1♀


）


M
yo


ti
s 


m
ac


ro
da


ct
yl


us
♀


A
37


.4
9.


5
H


K0
05


19
ク


モ
バ


エ（
N


yc
te


ri
bi


a 
py


gm
ae


a 
3


♀
，


N
yc


te
ri


bi
a 


sp
. 1


♂
）


両
耳


の
耳


介
に


か
さ


ぶ
た


状
の


ダ
ニ


の
集


合
卵


上
幌


内
峠


付
近


「
悠


久
の


森
」（


図
1-


c）


19
:2


4
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♀
A


32
.7


6.
9


14
.5


乳
房


発
達


，
妊


娠
中


．
ク


モ
バ


エ（
Ba


si
lia


 tr
un


ca
ta


 e
nd


oi
 2


♂
）


19
:2


4
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♀
A


32
.4


6.
5


15
.0


乳
房


発
達


，
妊


娠
中


．
ク


モ
バ


エ（
Ba


si
lia


 tr
un


ca
ta


 e
nd


oi
 6


♀
）


19
:4


0
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♀
A


33
.1


5.
7


15
.5


乳
房


小
発


達
，


腹
部


小
．


20
:0


8
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♀
A


32
.8


5.
6


15
.0


妊
娠


中
．


ク
モ


バ
エ（


Ba
si


lia
 tr


un
ca


ta
 1


♂
）


20
08


.v
ii.


31
幌


内
「


幌
内


小
学


校
」（


図
1-


d）
捕


獲
個


体
な


し
．


20
08


.v
iii


.1
南


雄
武


「
当


沸
林


道
」（


図
1-


e）
捕


獲
個


体
な


し
．


20
08


.v
iii


.2
道


道
雄


武
美


深
線「


幸
橋


」
（


図
1-


f）
20


:0
0


M
yo


ti
s 


ik
on


ni
ko


vi
♀


A
33


.1
6.


1
15


.0
乳


房
小


発
達


，
妊


娠
不


明
．


20
:0


0
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♀
A


32
.7


7.
6


15
.0


妊
娠


中
．


ク
モ


バ
エ（


Ba
si


lia
 tr


un
ca


ta
 1


♂
）


20
08


.v
iii


.3
中


幌
内


「
オ


チ
フ


ネ
林


道
」


（
図


1-
g）


20
:1


8
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♀
A


33
.6


6.
5


16
.0


乳
房


小
発


達
，


妊
娠


不
明


．
ク


モ
バ


エ（
Ba


si
lia


 tr
un


ca
ta


 e
nd


oi
 1


♀
）


20
:2


3
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♂
A


33
.3


6.
6


16
.5


20
:3


1
M


yo
ti


s 
ik


on
ni


ko
vi


♂
A


33
.4


6.
4


16
.0


21
:0


0
M


yo
ti


s 
m


ac
ro


da
ct


yl
us


♀
J


37
.5


8.
0


H
K0


06
35


ク
モ


バ
エ（


N
yc


te
ri


bi
a 


py
gm


ae
a 


2
♂


2
♀


）


＊
H


K
か


ら
始


ま
る


５
桁


の
数


字
は


装
着


さ
れ


た
標


識
番


号
を


示
す


表
２


．
捕


獲
お


よ
び


拾
得


さ
れ


た
コ


ウ
モ


リ
の


計
測


値
な


ど







37雄武町におけるコウモリ類の分布


12 年から植栽が行われている「悠久の森」と称する
峠造林団地がある．調査場所は昭和６年植栽と思わ
れるトドマツが主体の森であった．かすみ網は幅約１
ｍほどの林道をふさぐように２枚，林内を走る小さな
川の流れの上空を遮るように１枚が設置された．捕
獲された４頭のコウモリは全てヒメホオヒゲコウモリの
メスで，ほとんどが腹部が肥大し妊娠中の個体であっ
た．調査時間は 19:00 から 21:00 で，気温は 12℃
（20:32）であった．


４．幌内「幌内小学校」（図 1-d）
幌内小学校のはずれには森に囲まれた小さな沼が


あり，そこから南に 100 ｍほど道を登るとトドマツや
ミズナラなどの針広混交林に囲まれた樹木の苗畑が
広がる．かすみ網は沼を横切るように１枚，沼の脇の
疎林に１枚，苗畑に面した道をふさぐように１枚が設
置された．苗畑に近いかすみ網に種不明のコウモリ
が約３ｍほどの高さに一端捕獲されたが（19:32），す
ぐに逃げられてしまった．BD の反応もかすみ網の周
辺地域ではほとんどなかったが，学校内に設置され
た街灯の近くでは 16.7kHz および 25kHz のバズを
伴った強い反応が確認された（21:00-22:00）．調査
時間は 19:00 から 22:00 で，気温は 14.5℃（20:30）
と高めであった．


５．南雄武「当沸林道」（図 1-e）
調査地ではミズナラを主体とした針広混交林が川


幅約 1.5m の川沿いに広がるが，その周辺の道有林
は主にトドマツなどの人工林で構成される．かすみ網
は林道をふさぐように２枚，林道から 20m ほど南側
に降りた場所に林道とほぼ平行に流れる川をふさぐよ
うに１枚が設置された．川では 45kHz の BD の反応
が８回ほどあったが，それ以外の場所では反応を聞く
ことはなく，捕獲もなかった．調査時間は 19:00 か
ら 22:00 で，気温は 14.0℃（20:53）であった．


６．道道雄武美深線「幸橋」（図 1-f）
美深峠の手前にあたる標高約 310m の地点で，イ


キタライロンニエ川とほぼ並行して車道が走る．周囲
はケヤマハンノキなどを主体とした針広混交林の保護


林指定を受けた道有林が広がる．かすみ網は幸橋直
下の川幅 1.5-2.0m の川を横切るように１枚，車道か
ら左右の脇に走る小道をそれぞれふさぐように２枚が
設置された．すべての場所で 35-45kHz の BD の反
応が確認され，そのうちの１か所では 25kHz の反応
が 20:30-20:40 の間に得られた．捕獲された２頭の
コウモリはすべてヒメホオヒゲコウモリの妊娠中と思
われるメスであった．調査中，一時は小雨が降る天
候であったが，19:20 から 21:00 まで調査を行い，
気温は 14.5℃（20:30）だった．


７．中幌内「オチフネ林道」（図 1-g）
調査地は幌内川の支流であるオチフネ川の中流域に


あたる標高 145m の林道である．北側の斜面はトドマ
ツやアカエゾマツなどの人工林が道有林として管理さ
れているが，かすみ網の設置場所ではケヤマハンノキや
トドマツなどの針広混交林が主体となった地域であっ
た．かすみ網の設置場所は上流と下流のおよそ 600m
ほど離れた２か所であり，林道をふさぐように合計３枚
が設置された．調査は19:00 から21:00まで行われ，
ヒメホオヒゲコウモリ３頭とモモジロコウモリ１頭が捕獲
された．気温は 13℃（20:40）であった．


【BD による 25kHz における反応調査】
上幌内橋付近から上雄武及び中雄武を経由して雄


武市街までの車道およびその付近に設置された街灯
における 25kHz の BD の反応の有無を７月 29 日に
確認した．調査は車でゆっくりと走りながら助手席の
調査員が 25kHz にあわせた BD の反応を調べるも
のであり，調査ルートと反応があった場所を図１に示
した．反応があった場所のほとんどには橋または街
灯が確認された．なお，図１では捕獲調査時に得る
ことができた 25kHz 以下の反応についても本調査結
果とあわせて○で示した．


【糞の痕跡調査】
以下の２つの場所にコウモリの糞を見つけることが


できた（図１▲）．糞の量は堆積するほど多くはなく，
まばらであった．
・	 音稲府川（音稻府川第三支流付近の橋の天井部お
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よびその直下）（図１-h）
・	 上雄武（上雄武橋の欄干および橋の下）（図１-i）


【聞き取り調査】
調査期間中，コウモリの目撃情報を雄武町内の様々


な方に機会がある度にお尋ねしたところ，以下の情報
を得ることができた．図１では目撃されたといわれて
いる場所を△で表記している．これらの中でもっとも
古いと考えられる情報は昭和 30 年代頃に雄武市街
で多数のコウモリを見ていた三浦・桑原両氏の情報と
思われる．
・	 202 林班でかつてコウモリを見たことがある．（森


づくりセンター，図１-j）
・	 昔から雄武町市街の川の暗渠にはコウモリがたくさ


んいて，そこを通り抜けるとコウモリが首にまつわり
ついてくるほどであった．（三浦・桑原両氏，図１-b）


・	 幌内のダムの隧道にたくさんいた．（青島氏，図１-k）
・	 幌内小学校の天井にもいたことがあった．（青島氏，


図１-l）
・	 沢木の小学校前の道路で数年前に交通事故にあっ


たコウモリが拾われたことがあった．拾った先生が
転勤となってしまったため，そのコウモリがどうなっ
たのかは今となっては不明である．（川口氏，図１-m）


【外部寄生虫調査】
コウモリは人に病原性を引き起こす各種ウイルスを


はじめとして，新興および再興感染症の自然宿主とな
り得る（Hoar et al., 1998; Ghatak et al., 2000； 
神山，2001； Wong et al., 2007）．それゆえ，これ
らに寄生する外部寄生虫が感染症のベクタ－あるいは
リザ－バ－としての役割を担う可能性は否定できず，
外部寄生虫相を明らかにしておくことは，医学的に重
要な意味を持っている．


捕獲したコウモリ類の体表を肉眼的に精査し，外部
寄生虫の採集を行ったところ，表２に記したクモバエ科
（双翅目）21 個体とツツガムシ類２個体を確認するこ
とができた．なお，雄武市街で捕獲した 6 頭のモモジ
ロコウモリのうち1 頭の耳介に，かさぶた状のダニの
集合卵が認められたが，種の特定は出来なかった．


クモバエ科からは Nycteribia pygmaea と Basilia 


truncata の２種が確認され，それぞれの寄主はモモ
ジロコウモリとヒメホオヒゲコウモリであった．


捕獲したチチブコウモリ1 頭の耳介に寄生して
いた 2 個体のほぼ満腹に近いツツガムシ幼虫（図
２）は，いずれの個体も，胴部背面にある背甲板
には前中毛 1 本，各脚とも7 節からなり，ツツガ
ムシ 科 (Trombiculidae) の 中 のツツガムシ 亜 科
(Subfamily Trombiculinae) に属する．この背甲板
にある感覚毛の形態が糸状ならツツガムシ族（Tribe 
Trombiculini），球状またはバット状ならタマツツガ
ムシ族（Tribe Schoengastiini）に属する．しかし，
いずれの個体とも感覚毛が脱落しており，現段階で
は感覚毛を除いた形態的特徴を以下に記すにとどめ
た．なおいずれの族だとしても日本産既知種 116 種
（高橋・三角，2007）には該当せず，新種の可能
性もあることから，今後のさらなる採集に期待したい．


1. ツツガムシ sp. A の形態的特徴
背甲板を図 3，各部の測定値を表 3 に示した．
概要：生時の体色は淡オレンジ色で，吸着幼虫の


体長 825 μ m，体幅 690 μ m である．歩脚の節数
は前肢・中肢・後肢とも７節で，背甲板にある感覚毛
は脱落していた．触肢の第２節，第３節の背面毛は
単条，第４節の背面毛は分枝し，ガレア毛も分枝す
る．第３脚基節には１本の毛を生じ，背甲板はほぼ
四角形で，後縁はゆるやかな弧をえがき，中央は突
出しない．第３脚跗節には単条長毛はない．


顎体部：触肢先端の爪は３分岐し，蝕肢跗節には
７本の分枝毛と1 本の単条毛を有し，ガレア毛には
太い側枝が出ている．蝕肢跗節毛は 7BS，触肢毛
式はＮＮ /BNN/7BS．


背甲板：図 3 に示したようにほぼ長方形である．そ
の側縁は後縁に向かって外側にゆるやかにカーブす
るため，やや幅広になる．後縁はゆるやかな弧をえ
がき，その後偶角は後側毛基根で鈍角に屈曲する．
ＡＰはＰＳよりわずかに短く，感覚毛基根は後側毛基
根とほぼ同一線上にある．前側毛，前中毛，後側毛
ともよく似た性質で側枝を備える．その相対的な長さ
は pl>am>al である．感覚毛は欠損しており，形態の
詳細は不明である．
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眼および胴背毛：眼は２対で前眼 ( 直径 10 μ m)
は後眼 ( 直径 7μ m) よりわずかに大きく，後側毛の
横 30 μ m の位置にある．胴背毛は１対の肩甲毛を
含めて７列に配置される．第２列は 10 本，第３列は
10 本，第４列は 8 本，第５列は 7 本，第６列は４本，
第７列は２本で，合計 43 本であった．胴背毛列 (DSF)
は 2+10, 10, 8, 7, 4, 2 = 43．


腹面毛：胸板毛は２対で，前方の毛は長さ43μm，
後方の毛は長さ 44 μ m で，胴背面毛（第二列の中
央毛 52.5 μ m）より短く，その側枝も背面毛より短
い．胸板毛の後方で，これに最も近い位置にある胴
部腹面前列剛毛の長さは 37.5 μ m，また肛門横の
腹面剛毛は 42 μ m で，いずれも胸板毛より短い．
腹部後端の毛の長さ (48 μ m) は，胸板毛より長く，
胴背毛に類似する．肛門前に 21 本，肛門後に 21 本
で 8 列に配列している．fV ＝４２．


歩脚：各脚の長さは第Ⅰ脚 285 μ m，第Ⅱ脚 275
μ m，第Ⅲ脚 295 μ m で Ip ＝ 855 μ m である．
基節毛は第Ⅰ脚は基節後縁近くに１本，第Ⅱ脚は基
節後縁近くに１本，第Ⅲ脚は基節前縁より明らかに


後方に１本認められる．
歩脚の単条毛の分布 : 第Ⅰ脚の膝節には，横位に


２単条毛とその間に１単条小毛．脛節には２単条毛と
その間に１単条小毛．跗節中央部にⅠ感覚棘とその
基部に１単条小毛．末端近くに１単条毛，末端の爪
の基部の背面に副亜末端単条毛と亜末端単条毛が
認められる．


第２脚の膝節には中央部に１単条毛．脛節には中
央部に１単条毛およびその下部に１単条毛が縦になら
んでいる．跗節には中央よりやや下部に１感覚棘，そ
の基部に１単条小毛，末端の爪の基部に１本の前跗
節単条毛．


第３脚の膝節には中央部に１単条毛．脛節には中
央部に１単条毛．跗節には単条毛はない．またいず
れの節にも単条長毛は認められない（MT, Mt, MG, 
MF = ０）．


　
2. ツツガムシ sp. B の形態的特徴


背甲板を図 4，各部の測定値を表 3 に示した．
概要：生時の体色は淡黄色で，吸着幼虫の体長


750 μ m，体幅 535 μ m である．歩脚の節数は前
肢・中肢・後肢とも７節で，背甲板にある感覚毛は脱
落していた．触肢の第２節，第３節の背面毛は単条，
第４節の背面毛は分枝し，ガレア毛も分枝する．第３
脚基節には１本の毛を生じ，背甲板はほぼ四角形で
後縁中央はわずかに内側に湾曲する．第３脚跗節に
は単条長毛はない．


顎体部：触肢先端の爪は３分岐し，蝕肢跗節には
７本の分枝毛と1 本の単条毛を有し，ガレア毛には
太い側枝が出ている．蝕肢跗節毛は 7BS，触肢毛
式はＮＮ /BNN/7BS．


背甲板：図 3 に示したようにほぼ長方形である．そ
の側縁は後縁に向かって外側にゆるやかにカーブす


表３．チチブコウモリに寄生していた 2 種のツツガムシの各部の測定値（μ m）
測定部位 BL BW AW PW ASB PSB SB AP AS PS pp-ss am al pl


sp. A 825 690 75 85 27.5 17.5 35 22.5 30 25 0 50 37.5 57.5
sp. B 750 535 72 84 26 16 33 26 32 25 + 43 40 68


測定部位 am × pl s SD PW/AP DSF fV NDV hm dsp vsa pa pm pp Ip
sp. A pl>am ND* 45 3.8 43 42 85 55 50 37.5 285 275 295 855
sp. B pl>am ND 42 3.2 34 37 71 63 55 26 280 250 300 830


*, Not done


図２．チチブコウモリの耳介に寄生するツツガムシ幼虫．
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るため，やや幅広になる．また後縁はゆるやかな弧
をえがき，後縁中央はわずかに内側に湾曲する．後
偶角は後側毛基根で鈍角に屈曲する．ＡＰとＰＳは
ほぼ同長．感覚毛基根は後側毛基根よりわずかに上
にある．前側毛，前中毛，後側毛ともよく似た形態
をしており，太い側枝を備える．その相対的な長さは
pl>am>al である．感覚毛は欠損しており，形態の詳
細は不明である．


眼および胴背毛：眼は２対で前眼 ( 直径 13 μ m)
は後眼 ( 直径 10 μ m) よりわずかに大きく，後側毛
の横 27μ m の位置にある．


胴背毛は１対の肩甲毛を含めて７列に配置される．
第２列は 8 本，第３列は 6 本，第４列は 6 本，第５
列は 6 本，第６列は４本，第７列は２本で，合計 34
本であった．胴背毛列 (DSF) は 2+8, 6, 6, 6, 4, 2 
= 34．


腹面毛：胸板毛は２対で，前方の毛は長さ48μm，
後方の毛は長さ 36 μ m で胴背面毛（第二列の中央
毛 54 μ m）より短く，その側枝も背面毛より短い．
胸板毛の後方で，これに最も近い位置にある胴部腹
面前列中央剛毛の長さは 26 μ m，また肛門横の腹
面剛毛は 40 μ m で，いずれも胸板毛の前方の毛よ
り短いが，後端の毛の長さ (50 μ m) は，胸板毛の
前方の毛とほぼ同長で，形態は胴背毛に類似する．
肛門前に 21 本，肛門後に 16 本で 7 列に配列してい
る．fV ＝ 37


歩脚：各脚の長さは第Ⅰ脚 280 μ m，第Ⅱ脚 250
μ m，第Ⅲ脚 300 μ m で Ip ＝ 830 μ m である．


基節毛は第Ⅰ脚は基節後縁近くに１本，第Ⅱ脚は基
節後縁近くに１本，第Ⅲ脚は基節前縁より明らかに
後方に１本認められる．


歩脚の単条毛の分布 : 第Ⅰ脚の膝節には横位に２
単条毛とその間に１単条小毛．脛節には２単条毛とそ
の間に１単条小毛．跗節には末端近くに 2 単条毛，
末端の爪の基部近くの背面に副亜末端単条毛と亜末
端単条毛があり，爪の基部に前跗節単条毛が認めら
れる．また中央部にⅠ感覚棘とその基部に１単条小毛
が認められる．


第２脚の膝節には中央部に１単条毛．脛節には，
中央部に１単条毛およびその下部に１単条毛が縦にな
らんでいる．跗節には中央よりやや下部に１感覚棘，
その基部に１単条小毛，末端の爪の基部に１本の前
跗節単条毛．


第３脚の膝節には中央部に１単条毛．脛節には中
央部に１単条毛．跗節には単条毛はない．またいず
れの節にも単条長毛は認められない（MT, Mt, MG, 
MF = ０）．


考察
本調査によって，雄武町より初めてヒメホオヒゲコ


ウモリ，モモジロコウモリ，チチブコウモリの３種のコ
ウモリが確認された．このほか，種を確認するまで
は至らなかったものの，市街地や車道の街灯などで
得られた多数の BD の反応から上述の３種とは異な
る種がさらに同町に生息していると考えられた．特に
幌内小学校の街灯付近では，BD による16.7kHz と


図 3-4．雄武産ツツガムシ幼虫の背甲板．3; sp. A, 4; sp. B.
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25kHz の２つのピークの反応が得られたことから，
複数の別種が採餌に訪れていた可能性があり，周
辺地域の分布記録など（出羽，2002；佐藤ほか，
2002）から，キタクビワコウモリ，ヒナコウモリ，ヤ
マコウモリの３種がこれらの反応に該当するものと想
像された．


ヒナコウモリは雄武町以北では 1974 年に豊富町
で捕獲されて以来記録はなく（Yoshiyuki, 1989），
本町の近隣のオホーツク海側の市町村においても確
認はされていない．そのため，街灯などから得られた
多数の 25kHz の反応は枝幸町に記録があるキタクビ
ワコウモリが発している可能性が高いと想像された（佐
藤ほか，2002；2004）．


その一方で，幌内小学校で得られた 16.7kHz の
反応についてはヤマコウモリが発する超音波の可能性
が考えられた．本種は大径木などに繁殖コロニーを
形成することがあり（前田，1973），雄武町内におい
て比較的大径木が残されやすい境内において営巣の
有無を調査したが，ねぐらとして利用されている痕跡
を見つけることはできなかった．これまでの記録から
本地域からもっとも近隣でヤマコウモリが確認されて
いる場所は名寄市である（出羽，2002）．本種は飛
翔力が強いことから他地域から採餌に訪れている可
能性も考えられるが（金城・前田，1999），移動コス
トを上回るだけの餌資源がこの場所にあるとは考えに
くく，今後の更なる調査が必要と思われた．


これら 25kHz 以下の反応を発するコウモリについ
てはかすみ網が届かない比較的高い上空における採
餌行動を行うため，筆者らの方法では直接的な証拠
を得ることは極めて困難である．そのため，周辺地域
における候補種の詳細な分布の確認を進めるととも
に，本町における目撃や保護記録などを今後も丹念
に収集していくこともその解明に重要と言えよう．


モモジロコウモリは洞窟やトンネルなどを好んで集
団でねぐらとする習性を持つため，これらの環境に強
く依存した種と考えられる．雄武町においては，市街
地を流れる川の暗渠と林道において本種が捕獲され
たが，どちらも確認された個体数は少なく，これらの
場所とは別にコロニーが形成されている可能性が高い
ものと思われた．しかし，聞き取り調査から雄武町


市街を流れる川はおよそ 50 年ほど前からモモジロコ
ウモリによる利用が継続されていたと考えられ，捕獲
された６頭には幼獣および成獣が混在していたことな
どから，これらの個体とは別に筆者らが気づかなかっ
た暗渠内のどこかに多数の個体がコロニーとして生息
している可能性も否定はできない．また，同じく聞き
取り調査によって幌内ダムの隧道にコウモリが多数い
たことがわかっており，おそらくその生息環境からこ
れらのコウモリはモモジロコウモリである可能性が高
く，今回の捕獲場所も比較的幌内ダムに近いことか
ら，現在でも幌内ダム周辺，またはその近隣にコロニー
が形成されていることも想像された．なお，幌内ダム
の隧道については同地において工事が行われていた
ため残念ながら今回は確認調査を行うことができな
かった．雄武町近隣の市町村におけるモモジロコウモ
リの分布については，枝幸町，名寄市，下川町など
において確認がなされており（佐藤ほか，2004；前
田，2002；出羽，2002），道北北部における標識
調査によって 35km を移動した例もある（佐藤未発
表）．そのため，今回確認された個体は雄武町外か
らの分散個体であるという可能性もありうる．道北地
方のモモジロコウモリが現在利用しているトンネルな
どの人工構造物は，近年安全対策などによって閉鎖
や取り壊しなどが一部で進められており（佐藤ほか，
2004b），本種の保全対策としても分布とその移動習
性を解明していくことは今後の優先すべき課題のひと
つといえる．


聞き取り調査から明らかにされたように，本地域
では昔からコウモリの存在が地元でも知られており，
学校や町中などの身近な場所にその姿を見る機会が
あったようだ．このことは，コウモリのねぐらや採餌
場所となる森林や河川などが人間の住む近くに豊富
にあったことを示している．ところが，コウモリの確
認種数を本町に隣接する枝幸町や美深町と比較する
と，枝幸町では８種，美深町では７種が記録され，
雄武町ではこれらの半分の種数にも満たない（佐
藤・前 田，1999；佐 藤 ほか，2004；佐 藤 ほか，
2008）．筆者らの調査が限られた季節や期間におい
て実施されたことや，前述の 25kHz 以下の反応を持
つコウモリのように，筆者らの捕獲方法では捕獲しづ
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らい習性をもつコウモリがいることなどを考えると，
実際の生息種数を調査期間中に確認することができ
なかったことが種数の少なさの主要因とも考えられ
る．しかし，筆者らは雄武町とほぼ同様の期間及び
方法をもってこれまでに道北各地の 18 市町村におけ
る翼手目調査を行ってきたが（佐藤・前田，1999 ほ
か），その全ての調査においてヒメホオヒゲコウモリと
コテングコウモリの２種を確認しており，これら２種は
北海道のコウモリ相を代表する基本種といえる（道北
コウモリ研究センター，オンライン）．特にコテングコ
ウモリは道内各地からの記録がもっとも多い種と考え
られるが（佐藤，2002；道北コウモリ研究センター，
オンライン），雄武町における調査ではヒメホオヒゲコ
ウモリは確認されたものの，コテングコウモリについ
ては調査期間中１頭も確認することはなかった．雄武
町の森林は一見したところ，これまで筆者らが調査し
てきた道北の他市町村と比べて特別な変化や差があ
るようには見うけられなかったが，コテングコウモリの
未確認に代表されるようなコウモリ相の貧弱さが事実
であるかどうかは，今後の更なる野外調査や現地か
らの保護情報はもちろんのこと，同町における森林形
成の歴史などの再検証が必要と言えるだろう．
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セイヨウオオマルハナバチ Bombus terrestris は
特定外来生物に指定され，近年，道北北部の市町村
においてその姿が確認されている（菊池，2008）．
利尻島ではこれまで本種の確認がなされたことはな
かったが，2008 年９月に初めて１個体の女王が発
見されたのでここに報告する．


2008 年９月 27 日，筆者らの一人である飛島は
利尻富士町鴛泊市街地にある自宅の庭にマルハナバ
チの１種１個体が飛来していることに気づいた．そ
の姿は大きくコントラストが高いためよく目立った
が，その日は特に種の確認まですることはなかっ
た．翌 28 日に同個体と思われるものが開け放して
いた玄関内にいつの間にか入り込んで弱っていたた
め，その場で捕獲したところ，腹部末端部の白色の
特徴からセイヨウオオマルハナバチであると判断し
た．その後，本個体はすぐに死亡してしまったため，
利尻町立博物館に持ち込まれ，筆者らの一人である
佐藤により標本とされ，本種であることが確認され
た（Fig. 1A）．今回確認された個体は体長 22mm
で，新女王と考えられた．その後，確認調査を島内


利尻島におけるセイヨウオオマルハナバチの記録
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New Locality Records of Buff-tailed Bumblebee from Rishiri Island, 
Northern Hokkaido


Masahiko Satô1) and Fumi Tobishima2)


1)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan
2)Sakaemachi, Oshidomari, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0101 Japan


Abstract. Two new queens of buff-tailed bumblebee, Bombus terrestris, were recorded at northern city area 


of Rishiri Island. It seems that this is the first invasion of this species from Hokkaido Island.


数カ所で行ったところ（Fig. 2），利尻富士町鴛泊
字本泊にて１女王（Fig. 1B）が目撃された．


菊池（2008）によれば稚内には 2005 年になっ
て初めて本種が確認されている．フェリーによっ
て頻繁な荷物の移動が同地と利尻ではなされてお
り，それらの荷物に本種が紛れ込めば容易に海を
越え利尻に持ち込まれることは可能である．しか
し，今回の複数個体の確認のため，たまたま荷物に


Figure 1. Bombus terrestris (A, Oshidomari, 2008.ix.28; B, 
Motodomari, 2008.x.8).


A B
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紛れ込んだ個体が見つかったとは断言できず，自
力で海を渡り分散している可能性も考えられる．
利尻島内には在来種としてエゾトラマルハナバチ
B. diversus tersatus，ニセハイイロマルハナバチ
B. pseudobaicalensis，エゾヒメマルハナバチ B. 
beaticola moshkarareppus，エゾオオマルハナバ
チ B. hypocrita sapporoensis（伊藤，1991；利尻
町立博物館所蔵標本ほか）が確認されており，セイ
ヨウオオマルハナバチの島内での繁殖による影響が
これらの在来種のほか，花粉伝搬者として在来植物
に対しても大きく及ぶことが心配されるところであ
る．利尻島内ではこれまで本種の働き蜂が確認され
ることはなかったため，おそらく今回の確認が侵入
の初期にあたるものと想像され，早期の防除対策が
今後望まれる．


Figure 2. Map showing survey points ( ○ ) and observation points of B. terrestris ( ● ) in Rishiri Island
 (2008.x.2, x.8, x.15, x.16, x.23). 
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目的と意義
本研究は，利尻島南部，オタトマリ沼周辺の沼浦


湿原において採取された RO-1 コアの岩相を記載す
ることを目的とする．RO-1 コアは，1994 年 9 月
に地質調査所（現産業技術総合研究所）によって削
掘された 4 本のボーリングコアのうちの一つであ
り，利尻町立博物館に寄贈，保管されていたもので
ある．RO-1 コアと同時に削掘された RO-3，RO-4
コアの記載結果は，斉藤ほか（1996）および赤松
ほか（1997）に示されている．


利尻富士町，沼浦集落付近における低地と周囲の
火砕物からなる高まりは，二つの爆裂火口が複合し
たマールと考えられている（小林，1987；石塚，
1999；以下，沼浦マールと呼ぶ）．直径約 1.5 km
の爆裂火口（小林，1987）内の低地の大部分は，


利尻島，沼浦湿原において削掘された RO-1 コアの岩相記載


近藤玲介 1)・植木岳雪 2)


1) 〒 156-8550　東京都世田谷区桜上水 3-25-40　日本大学・文理学部


E-mail: koncha@chs.nihon-u.ac.jp
2) 〒 305-8567　茨城県つくば市東 1-1-1　つくば中央第 7　産業技術総合研究所・地質調査情報センター
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Abstract. This study describes the lithofacies of the RO-1 borehole core from the Numaura Marsh in the 


southern region of Rishiri Island, Hokkaido. The Numaura Marsh is located in a depression of the Numaura 


Maar, formed by a final stage eruption of the Rishiri volcano. The lithofacies of the RO-1 borehole core 


show a massive sandy layer at a depth of 0.0-10.9 m, and a gravel layer, consisting of lava and scoria par-


ticles, at a depth of 10.9-13.3 m. Bioturbation does not appear in the sample. These lithofacies suggest that 


rapid sedimentation occurred shortly after the formation of Numaura Maar.


オタトマリ沼を中心とした沼浦湿原となっており，
沼浦マールの南東部の一部は沈水しており火口壁を
持たない．沼浦湿原の中心部付近においては，五十
嵐（2006）によって層厚 4 m 以上の泥炭層が確
認され，深度 4.8 m の泥炭質粘土層より 4,410 ± 
40 yrs.BP という AMS14C 年代値が得られている．
五十嵐（2006）は花粉分析の結果と 14C 年代値に
基づき，約 4 千年前以降の植生変遷史を推定した．
赤松ほか（1997）は，RO-3，RO-4 コアの下部か
らカキ礁を見出し，下限付近のマガキ (Crassostrea 
gigas) より 7,380 ± 70 yrs.BP という AMS14C 年代
値を得た．石塚（1999）はこの 14C 年代値に基づき，
約 7 千年前以前にこのマールが形成され，これが
利尻火山における最後の大規模な火山活動であると
考えた．
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本研究での記載結果は，赤松ほか（1997）が示
したコアの記載地点よりも内陸側における，マール
形成後から現在に至るまでの堆積環境を知る上での
資料となる．


ボーリングコアの概要
RO-1 コアは利尻富士町字沼浦，オタトマリ沼南


方の陸上で削掘された．RO-1 コアの削掘位置を図 
1 に示す．コアの孔口標高は 4.15 m であり，コア
の長さは 13.3 m である．深度 0 ～深度 2 m と深
度 11 m 以下はシングルコアチューブによる無水削
掘，深度 2 ～ 11 m はコアパックサンプラーによる
無水削掘で採取された．コア採取率は，深度 0 ～
2 m が 100 ％，深度 2 ～ 4 m が 90 ％，深度 4 ～
5 m が 75 ％，深度 5 ～ 6 m が 90 ％，深度 6 ～
8 m が 100 ％，深度 8 ～ 9 m が 70 ％，深度 9 ～
10 m が 85 ％，深度 10 m 以下が 100 ％である．
深度 4.7 ～ 5.0 m，8.7 ～ 9.0 m，9.85 ～ 10.0 m
のコアは，試料が孔内に落下し，スライムとともに
回収されたものである．試料の落下コアおよび，深
度 2.0 ～ 2.9 m，3.0 ～ 3.9 m，4.0 ～ 4.35 m，5.0
～ 8.7 m，9.0 ～ 9.85 m，10.0 ～ 11.22 m を除い


た部分は一括されたコア試料であり，上下の区別は
できない．コア試料は，産業技術総合研究所で半裁
後に岩相を記載した．


ボーリングコアの岩相記載
1  岩相の概要


RO-1 コアの岩相記載結果に基づく柱状図を図 2
に示す．本コア試料は，概ね淘汰の良い極暗褐色の
砂層（深度 0.0 ～ 10.9 m）と，不淘汰な礫層（深
度約 10.9 ～ 13.3 m）に大別される．砂層は黒色
または赤褐色のスコリア質砂からなり，礫層は安山
岩礫と，玄武岩礫からなる．全ての深度において貝
化石や生痕化石は見られない．基質の粒径の違いか
ら，全体としては単層の層厚 0.1 ～数 m 程度でほ
ぼ水平に堆積していると判断されるが，その他の堆
積構造は肉眼観察によって確認されない．典型的な
岩相の拡大写真を図 3 に示す．


2  深度 0.0 ～ 10.9 m
深度0.0～深度0.5 mは腐植質であり，ササ（Sasa 


sp.）の茎片を含む．また地表面～深度 1.0 m まで
は大量のササ根系片を含む．基質は極暗褐色細粒砂
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RO-1コア


RO-4コア
RO-3コア


図 1．沼浦湿原と RO-1 コア試料削掘の位置．概観図の等高線間隔は 200 m．
基図は国土地理院発行 2.5 万分の１地形図「鬼脇」． RO-3，RO-4 コアは赤松ほか（1997）を参照．
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ないしは中粒砂であり，淘汰が良い．石質岩片やス
コリアは含まれない．


深度 1.0 ～ 9.0 m は概ね淘汰の良い極暗褐色の
中粒砂からなり，稀に直径 1 cm 以内の円磨された
石質岩片や赤褐色スコリアを含む．ここでは，層厚
0.2 m 以内のスコリアや岩片を多く含む粗粒砂層が


挟まれる場合がある．深度 9.0 ～約 10.9 m では，
基質が粗粒砂～極粗粒砂の部分が多くを占め，細礫
を多く含む不淘汰な層準が挟まれる場合がある．


3  深度 10.9 ～ 13.3 m
深度約 10.9 m からコアの基底（深度 13.3 m）
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図 2．RO-1 コアの柱状図．
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図 3．RO-1 コアの岩相写真．
RO-1 コアの代表的な岩相の写真を示す．A は深度 2.2 ～ 2.4 m，B は深度 5.75 ～ 5.95 m，C は深度 8.5 ～ 8.7 m，


D は深度 10.0 ～ 10.2 m，E は深度 11.0 ～ 11.22 m，F は深度 11.6 ～ 11.8 m．
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までは全て不淘汰な礫層であり，礫・基質ともに赤
色酸化している層準もある．礫層の基質はスコリア
質の暗褐色極細粒砂～極粗粒砂であり，固結して
いる場合もある．深度 11.0 ～ 11.2 m には直径 20 
cm 以上の円磨された青灰色の安山岩礫（径 1 mm
程度の斜長石斑晶に富む）が存在する．深度 11.2
～深度 12.0 m では，同様の特徴を持つ径数 cm の
安山岩質の亜円～亜角礫が主構成礫種であり，径数
cm の円磨された赤褐色スコリアも比較的多く含ま
れる．深度 12.0 ～ 13.3 m に含まれる礫は，斑晶
に乏しい円磨された青灰色または黒色の玄武岩礫が
主構成礫種となる．深度 13.0 ～ 13.3 m では，稀
に径 5 mm 程度の白色のシルト岩片が含まれ，基
質中に角閃石やカリ長石が確認できる．


岩相から推定されるRO-1コアの堆積環境
深度 10.9m 以下の不淘汰な礫層に含まれる礫は


安山岩，玄武岩，スコリア，シルト岩であり，多様
である．シルト岩は，利尻火山の基盤である新第三
系（嵯峨山，2002）の鴛泊 ( おしどまり ) 層（松井
ほか，1967）を起源とする．石塚（1999）によれ
ば，沼浦マール形成に伴う噴出物は，下半部が類質
物としての溶岩類とシルト岩，上半部がベースサー
ジ堆積物と降下スコリアからなることが報告されて
いる．R0-1 コアの礫層は，2 種類の溶岩を主体と
してスコリアやシルト岩を含むことから，マール形
成直後の不安定な火口壁から火砕物が二次的に流入
して堆積したものであると考えられる．赤松ほか
（1987）は，約 7 千年前に形成されたカキ礁の下
位に RO-1 コアの礫層と同様の礫層を記載している
（RO-3 コアおよび RO-4 コアの深度 14 m 以下）．
このことから，RO-1 コアの基底部の礫層も約 7 千
年前以前に堆積した可能性が高い．


深度 1.0 ～ 9.0 m は極めて均質なスコリア質砂
であった．溶岩類はほとんど含まれないので，スコ
リア質砂の供給源として，火口壁上半部に堆積して
いる火砕物（石塚，1999）が挙げられる．RO-3 コ
アおよび RO-4 コアの砂質部分と異なり，RO-1 コ
アの砂質部分では貝化石や生痕化石が認められな
い．このことは，RO-1 コア削掘地点においては，


礫層の堆積イベントに引き続き急速にスコリア質の
砂層が堆積し，RO-3 コアおよび RO-4 コア削掘地
点より早い時期に離水した可能性を示している．


今後，より大深度のボーリング削掘調査をおこな
うことにより，沼浦マールの形成年代の正確な推定
や，火山活動終了から湿原形成に至るまでの過程が
解明されることが期待できる．


謝辞
利尻町立博物館の佐藤雅彦学芸員には，博物館所


管のコア試料を貸与していただくとともに，コアの
発送作業時に御協力頂いた．産業技術総合研究所北
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はじめに
菌類は難分解性の構造性有機物であるリグニン


を効率的に分解する能力を有しており，森林土壌
における落葉の分解において中心的な役割を担う
（Osono, 2007）．リグニン分解性菌類の定着を受
けた落葉組織は白色化することが知られており，
落葉の漂白とよばれる．漂白を受けた部位の落葉
組織（以下，漂白部とする）の化学組成や漂白に
関与する菌類種については，わが国では京都の冷
温 帯 林 の ブ ナ（Osono & Takeda, 2001）， 京 都
の暖温帯林のヤブツバキ（Koide et al., 2005a, 
2005b），沖縄本島の亜熱帯林のスダジイ（Osono 
et al., 2008b）で報告されている．またカナダでは
太平洋岸のダグラスモミ林の主要な下層植生である
Gaultheria shallon（ツツジ科）の葉に顕著な漂白
が認められる（Osono et al., 2008a）．タイ北部の


利尻島においてミズナラ落葉の漂白に関わる子嚢菌類
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Ascomycete Fungi Associated with the Bleaching of Quercus crispula Leaf Litter
 in Rishiri Island


Takashi Osono1) and Dai Hirose2)


1)Center for Ecological Research, Kyoto University, 2-509-3, Hirano, Otsu, Shiga, 520-2113 Japan
2)College of Pharmacy, Nihon University, 7-7-1, Narashinodai, Funabashi, Chiba, 274-8555 Japan


Abstract. Fungi associated with the bleaching of Quercus crispula leaf litter were studied in Rishiri Island, 


northern Japan. Leaf mass per area and lignin content were lower in bleached than in nonbleached leaf 


area. A total of 47 fungal isolates were obtained from surface-sterilized leaf disks from bleached and non-


bleached leaf area. Three of these isolates (denoted as RQ-BL-21, RQ-BL-151, and RQ-NB-31) exhibited the 


bleaching activity of sterilized leaf litter under the pure culture. Molecular analysis indicated that the three 


isolates were phylogenically related to ascomycete species in Leotiomycetes, Xylaria, and Sarcosomata-


ceae, respectively.


熱帯季節林では Shorea obtusa（フタバガキ科）の
落葉に漂白が認められる（Osono et al., 2009）．
これらのデータをまとめた Osono（2006）による
と，1）落葉表面積全体に占める漂白部位の面積率
は熱帯林よりも温帯林で低い，2）熱帯林では主に
担子菌類が，温帯林では主に子嚢菌類が落葉の漂白
に関与する，3）熱帯林，温帯林によらず漂白部の
リグニン濃度は漂白を受けていない褐色の非漂白部
よりも低い，という傾向が認められている．


冷温帯と寒温帯の移行帯に位置する北海道の針葉
樹林では，担子菌類が腐植層の漂白を引き起こす
ことが Miyamoto et al. （2000）および Miyamoto 
& Igarashi（2004）により明らかにされている．
一方で，分解初期段階の落葉の漂白にどのような菌
類が関与するのかについては報告例がない．本研究
では，利尻島の姫沼周辺で観察されたミズナラの漂
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白を受けた落葉（図 1）を材料として，漂白部の化
学組成と，漂白に関与する菌類を調べた結果を報告
する．比較のため，北海道南部の黒松内で 1999 年
5 月に採取したブナ落葉の漂白部の化学性と，この
漂白部から分離され，なおかつ培養系において漂白
力を示した菌株に関する未発表データも合わせて示
す．


本研究は財団法人発酵研究所の特定研究「日本に
おける微生物多様性評価に関する調査研究」によ
る資金援助を受けて実施された．研究の実施にあ
たり，環境省より利尻島での採取許可を受けた．
NBRC の岡根泉博士，中桐昭博士には試料採取に
おいて多大なる援助をいただいた．利尻町立博物館
の佐藤雅彦氏には利尻島に関する情報を提供いただ
いた．京都大学大学院農学研究科の小田貴志博士に
はブナ落葉の漂白菌類の遺伝子解析において助力い
ただいた．これらの方々にお礼申し上げる．


調査地および調査方法
2007 年 7 月，北海道利尻富士町の姫沼周辺にお


いて，漂白を受けたミズナラ落葉を採取した．歩道
に沿って 4m のトランセクトを設定し，1m 間隔で
5 地点を選定した．各地点で 20 × 20cm のワクを
林床に置いて，ワク内に含まれるミズナラ落葉を 4
枚ずつ採取し化学分析に用いた．また各地点のワク
の周辺から漂白を受けたミズナラ落葉を 4 枚ずつ，
5 地点で計 20 枚を採取し，菌類の分離に用いた．
採取した落葉は紙袋に入れて室温で保管し，実験室
に持ち帰った．落葉試料の処理は採取 5 日後に行っ
た．


化学分析用のミズナラ落葉について，漂白部と同
じ落葉の非漂白部から直径 6mm のパンチを用いて
葉片をワクあたり 15 〜 22 枚ずつ打ち抜ぬいた．
葉片は 40℃の恒温乾燥機で 1 週間乾燥後，重量を
測定した．葉片の葉面積と重量から葉重比（mg/


図 1．（1）漂白を受けたミズナラ落葉（利尻島）．培養系における菌類による滅菌済みミズナラ落葉の漂白：（2）
RQ-BL-21，（3）RQ-NB-31，（4）RQ-BL-151．
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cm2）を算出した．10 地点の漂白部と非漂白部の
葉片はそれぞれ混合して 1 点ずつ，計 2 点として
からミルで粉砕した．粉末試料を用いて，硫酸法に
よりリグニン濃度を，硫酸フェノール法により全炭
水化物濃度を，それぞれ測定した（大園・武田，
2003）．


20 枚の漂白落葉の漂白部とそれに隣接する非
漂白部から，火炎滅菌したコルクボーラー（直径
5.5mm）を用いて葉片を 1 片ずつ，合計 40 片を
打ち抜き，菌類の分離に用いた．菌類の分離は表面
殺菌法により行った（大園，2006）．表面殺菌後の
葉片は LCA 培地（三浦・工藤，1970）の表面に置
き，20℃の暗所で 1 ヶ月間培養した．葉片は培養
期間中に適宜観察し，出現菌を順次，分離した．生
殖器官を形成した分離菌株の同定は，微小形態の顕
微鏡観察に基づいて行った．


分離菌株の落葉漂白力は培養試験により確認し
た．漂白力の確認に用いた落葉は長野県上田市にお
いて 2007 年 11 月に採取した．2％麦芽エキス寒
天培地（麦芽エキス 2％，寒天末 2％）上で 1 ヶ月
間前培養した菌類コロニーに，オートクレーブ滅菌
（120℃，20 分間）したミズナラ落葉の葉片（約


1cm 四方）を置き，20℃でさらに 1 ヶ月間培養し
た．培養後の葉片の表面を倍率 40 倍の実体顕微鏡
で観察し，落葉の白色化の有無を記録した．


培養系において落葉の漂白を引き起こした 3 菌
株（RQ-BL-21，RQ-NB-31，RQ-BL-151）につい
ては，DNA 塩基配列による分類群の検討を行った．
DNA 抽出は，2% 麦芽液体培地で 1 週間程培養し
た菌体から改変 CTAB 法 (Matsuda & Hijii, 1999) 
により行った．PCR 法による増幅は，rDNA ITS
領域及び 28SrDNA D1-D2 領域を対象とした．プ
ライマーは，ITS 領域：ITS1-F (Gardes & Bruns, 
1993) － ITS4 (White et al., 1990)，D1-D2 領域：
D1 (Peterson, 2000) － NL4 (O'Donnell, 1993) を
用いた．PCR 産物を精製後，それらをテンプレー
トとしシークエンス反応を行い，塩基配列を決定
した (Hirose & Osono, 2006)．決定された配列の
DDBJ 登録番号は表 1 に示した．配列データを基
に，NCBI の BLAST 検 索 (http://blast.ncbi.nlm.
nih.gov/Blast.cgi) を行い，菌株の分類群を決定し
た．なお，RQ-BL-21 に関しては ITS 領域における
PCR 増幅がみられなかったため D-D2 領域の結果
のみを示した．


表 1．ミズナラ落葉の漂白力を有する菌株と、それら菌株の DNA 塩基配列による分類群の検討．北海道南部の黒松内で採取したブ
ナ落葉の漂白部から分離された菌株のデータも合わせて示した（大園，未発表）


菌株コード 分離部位 コロニー形態の観察
に基づく分類群 遺伝子 DDBJ


登録番号


GenBank で塩基配列
の相同性がもっとも高
かった菌類の分類群


相同性 塩基配列に基づく分類
群


ミズナラ（利尻）


RQ-BL-21 漂白部 White sterile 
mycelium D1-D2 AB465204 Phialea strobilina 


(EF596821) 98% Leotiomycete sp.


RQ-NB-31 非漂白部 Xylaria sp. D1-D2 AB465203 Xylaria acuta 
(AY544676) 98% Xylaria sp.


ITS AB465207 Beech leaf mycelium 
(AB041994) 99% Xylaria sp.


RQ-BL-151 漂白部 Dark sterile 
mycelium D1-D2 AB465202 Pseudoplectania 


nigrella (AY945852) 99% Sarcosomataceae sp.


ITS AB465206
Foliar endophyte 
of Picea glauca 
(AY566889)


98% Sarcosomataceae sp.


ブナ（黒松内）


KW1 漂白部 White sterile 
mycelium ITS AB041994 Xylaria sp. 


(DQ780446) 100% Xylaria sp.
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結果と考察
［落葉の漂白部と非漂白部の化学組成］


ミズナラ落葉の漂白部では，非漂白部に比べ
て，LMA およびリグニン濃度が低く，全炭水化
物濃度が高かった（表 2）．この傾向は，利尻島の
約 290km 南方に位置する北海道の黒松内において
採取したブナ漂白落葉（表 2）や，本州，南西諸
島，東南アジアの各地で採取した漂白落葉での結果
（Osono, 2006）と一致した．


［落葉から出現した菌類］
ミズナラ落葉の漂白部・非漂白部からあわせて


47 菌株が分離された．このうち白色の胞子未形
成菌株が 18 菌株，暗色の胞子未形成菌株が 9 菌
株であった．培養条件下で胞子を形成したのはこ
れら以外の 20 菌株であり，内訳は Penicillium 
soppi が 4 菌 株，Umbelopsis nana が 3 菌 株，
Cladosporium cladosporioides が 2 菌 株 で あ っ
た．Alternaria sp., Chaetomium sp., Mucor 
gevenensis, Nigrospora sphaerica, Phialophora 
sp., Phoma sp., Phomopsis sp., Pyrenochaeta 
sp.?, Sclerotinia sp., Trichoderma polysporum, 
Trichoderma sp. が各 1 菌株ずつ得られた．この
う ち Penicillium soppi，C. cladosporioides，M. 
gevenensis，および T. polysporum は利尻山のダ
ケカンバ落葉上からも分離されている（Osono & 
Hirose, 2009）．


［菌類の落葉漂白活性］
白色および暗色の胞子未形成菌株 27 菌株を培養


コロニーの巨視的形態の特徴に基づいて 20 タイプ
に類別した．この 20 タイプの計 20 菌株を対象と


表 2．利尻島で採取したミズナラ落葉の漂白部と非漂白部の葉重比とリグニン・全炭水化物の含有量．値は平均±標準誤差（n=5）．北
海道南部の黒松内で採取したブナ漂白落葉のデータも合わせて示した（大園，未発表）．対応のある t 検定、* P<0.001．nd 未測定


ミズナラ（利尻） ブナ（黒松内）
漂白部 非漂白部 漂白部 非漂白部


葉重比（mg/cm2） 4.3 ± 0.2 6.5 ± 0.3* nd nd
リグニン（mg/g） 253 432 290 330
全炭水化物（mg/g） 355 266 297 254


して，滅菌したミズナラ落葉の漂白力を評価した．
その結果，漂白部から分離された白色の胞子未形成
菌株 RQ-BL-21 および暗色の胞子未形成菌株 RQ-
BL-151，および非漂白部から分離され滅菌落葉上で
シンネマを形成して Xylaria sp. と同定された RQ-
NB-31，の 3 菌株で落葉の漂白力が認められた（図
1）．


［落葉漂白菌の分類群の検討］
落葉の漂白活性が認められた 3 菌株について


DNA 塩基配列を決定し，BLAST 検索を行ったと
ころ，いずれも子嚢菌門に属することが確かめられ
た．RQ-BL-21 はズキンタケ綱（Leotiomycetes）
に属する菌類と，RQ-NB-31 はクロサイワイタケ科
の Xylaria sp. と，そして RQ-BL-151 はクロチャ
ワンタケ科（Sarcosomataceae）に属する菌類と，
それぞれもっとも相同性が高かった（表 1）．
　利尻島のミズナラ落葉上で漂白に関与する
Xylaria sp.（RQ-NB-31）は，黒松内のブナ落葉
の漂白に関与する Xylaria sp. と系統的に近縁で
あった（表 2）．京都府においても Xylaria sp. が
ブナ落葉の漂白に関与することが確かめられてい
る（Osono & Takeda, 2001）．以上からわが国の
冷温帯以北では，Xylaria 属の種が共通してブナ科
樹木の落葉の漂白に関与する可能性がある．ズキ
ンタケ綱の菌類ではリチズマ科の Coccomyces 属
および Lophodermium 属の菌類においてリグニン
分解活性が確認されている（Koide et al., 2005a, 
2005b; Osono et al., 2008a; 大園，未発表）．クロ
チャワンタケ科菌類は子実体が落葉上に発生するこ
とが知られているが，同科菌類が落葉分解において
どのような役割を果たすのかについては検討されて
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いなかった．本研究から，同科菌類には活発な落葉
分解活性を示す種が存在する可能性が考えられた．


北海道の針葉樹林では，Mycena 属，Collybia
属の担子菌類がリグニン分解力を有し，腐植層
の漂白に関与していることが確かめられている
（Miyamoto et al., 2000; Miyamoto & Igarashi, 
2004）．今回の結果から，北海道では担子菌類に加
えて子嚢菌類も広葉樹の落葉の漂白を引き起こすこ
とが実証的に示された．今後はこれら落葉漂白菌類
のリグニン分解活性や，同属菌による落葉漂白が北
海道以外の地域においても同様に認められるかにつ
いて，さらに調査を進める必要がある．
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エリザハンミョウ Cylindera elisae は北海道か
ら九州までの水田，河川敷，および海岸河口部など
で見られるハンミョウ科の小型の一種であり，斑紋
の違いなどにより内陸型・海岸型などにわけられる
こともある（環境庁自然保護局，1993）．北海道に
おいては全道的に分布がある普通種であり，道北で
は稚内からの記録が報告されているほか，道内の
島嶼では奥尻島からの記録がある（保田・松本，
1993；2005，堀，2004）．


利尻島におけるハンミョウ科の分布については，
これまで多くの文献によってミヤマハンミョウ
Cicindela sachalinensis が報告されてきたが（花
谷ほか，1968；早稲田大学生物同好会，1980；保
田ほか，1991；保田・松本，2005 など），筆者の
知る限り本島におけるエリザハンミョウの分布記録
が掲載された文献は環境庁自然保護局（1993）を
知るのみであった．この文献にはエリザハンミョウ
の全国分布図が掲載されており，1985 年以降の記
録として利尻島に分布の印が付けられているが，具
体的な採集データなどの記載はなく，その詳細は不
明となっている．


利尻島におけるエリザハンミョウの採集記録


佐藤雅彦


〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館


A Record of Tiger Beetle, Cylindera elisae, from Rishiri Island, Northern Hokkaido


Masahiko Satô


Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


Abstract. In spite of many records of Cicindela sachalinensis from Rishiri Island, distribution of Cylindera 


elisae was briefly mentioned by only one report. This short communication provides additional collecting 


data of three females of Cy. elisae collected by Daiki Kitada and Masaya Shibata in July 2008 from Senhoshi, 


southern area of this island. 


2008 年，筆者が利尻町立仙法志小学校の「ふる
さと学習」に講師として参加したところ，来田大輝
君（同校生徒４年生）と柴田雅也君（〃３年生）に
よって同年７月に仙法志小学校グランド付近（標高
約 30m）にて採集された昆虫標本中にエリザハン
ミョウ３個体を見つけた（Fig. 1）．上述のとおり
利尻島における本種の採集記録はミヤマハンミョウ


Figure 1. Cylindera elisae (Senhoshi, 2008.vii.18).
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に比べて極めて少ないため，以下にその採集記録を
掲載し，記録としてとどめることとした．なお３個
体の標本はすべて利尻町立博物館にて保管される．


貴重な標本を快く当館にご寄贈をいただいた来
田・柴田両君，採集協力者である二本柳隆太君（利
尻町立仙法志小学校４年生），「ふるさと学習」のご
指導にあたられてきた佐藤幸恵氏（同校教諭），本
種についての知見について様々な情報をご教示いた
だいた堀繁久氏（北海道開拓記念館）に心から感謝
する．


エリザハンミョウ
1 ♀ , Senhoshi, Rishiri Island, Hokkaido, 


Japan, 2008.vii.18, Daiki Kitada leg; 2 ♀ , id., 
Masaya Shibata leg.
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シリアゲムシ（長翅目：シリアゲムシ科）は日
本から 1 科 2 属 30 種余りが知られている小さな分
類群で，北海道からは 1 種のみが記録されている
（Uhler, 1858）．シリアゲムシは飛翔能力が弱い
ため，分布範囲の限られる種が多い．特に海は強い
地理的障壁となっており，複数の島にまたがって分
布することが確認されているシリアゲムシは，9 種
のみである（宮本・中村，2008）．


利尻島におけるシリアゲムシを含めた長翅目昆虫
の採集記録は，筆者らの知る限りこれまで報告され
たことはなかった（花谷ほか，1968）．今回，利尻
島においてシリアゲムシのオス１個体を採集したほ
か，礼文島にて撮影されたメス個体の写真も入手す
ることができたのであわせて報告する．得られた標
本には標本番号を記し，利尻町立博物館に保管する．


シリアゲムシ科 Panorpidae


エゾシリアゲ Panorpa leucoptera Uhler, 1858
標本番号：YoM 0500
標本保管場所：利尻町立博物館


利尻島からのシリアゲムシの初記録


室　洋介 1)・佐藤雅彦 2)


1) 〒 060-8589　北海道札幌市北区北９条西９丁目　北海道大学農学部昆虫体系学教室
2) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館


First Record of a Scorpionfly Species from Rishiri Island


Yosuke Muro1) and Masahiko Satô2)


1)Systematic Entomology, Graduate School of Agriculture, Hokkaido University, 


Kita-9, Nishi-9, Sapporo, Hokkaido, 060-8589 Japan
2)Rishiri Town Museum, Honcho, Senhoshi, Rishiri Island, Hokkaido, 097-0311 Japan


Abstract. A scorpionfly species Panorpa leucoptera (Mecoptera: Panorpidae) was found from Oshidomari, 


Rishirifuji-cho. This is the first record of Mecoptera from Rishiri Island.


採集地：利尻郡利尻富士町鴛泊ノドットマリ
採集年月日：2008 年 8 月 25 日
採集者：佐藤雅彦


本種は，北海道の全域で 6 月上旬から 8 月下
旬にかけて，平地の渓流沿いや林中で普通に見
られ，樺太や国後島などからも記録されている
（Plutenko，1985）．その一方で，利尻島における
採集例は本報告の１個体にとどまり，その生息密度
はかなり低いものと考えられた．


これまで本種にはプライアシリアゲ P. pryeri 
MacLachlan, 1875 の和名・学名があてがわれて
きた．プライアシリアゲは日本産長翅目の種で唯
一，北海道から九州まで広く分布し，体サイズ，
体色，翅の斑紋に著しい地理的変異を示す．現在
では P. pryeri は函館から記載された P. leucoptera
の新参異名であると考えられている．これまで P. 
pryeri の学名があてられていたもののうち，北方
の個体は体が小振りになり，体色・斑紋の発達が弱
くなるため，宮本・中村（2008）は北海道に産す
る斑紋の発達具合の弱いものを暫定的にエゾシリ
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アゲ P. leucoptera とし，横浜から記載され本州以
南に産するプライアシリアゲ P. pryeri とは別種と
して扱っている．利尻島産の個体は，色彩や分布
域から判断すると前者に該当するため，今回は宮
本・中村（2008）の処置に従い，エゾシリアゲ P. 
leucoptera の和名・学名をあてた．


なお，筆者らは礼文島で撮影されたシリアゲムシ
の写真（2008 年８月 22 日，宮本誠一郎氏撮影）
を拝見する機会も得た．写真によって確認される黄
色い胴体や頭部の黒い２本のすじなどの多数の特徴
からエゾシリアゲであると判断したが，残念ながら
標本は得られておらず，同島における確実な証拠標
本を得ることが今後の課題となった．


最後に，原稿のご校閲をしていただいた吉澤和徳
助教（北海道大学農学部昆虫体系学教室），写真提
供をいただいた宮本誠一郎氏（レブンクル自然館）
にお礼を申し上げる．
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Figures 1-2. Panorpa leucoptera. 1. Male (Oshidomari, Rishiri, 2008.viii.25.); 2. Female (Kafuka, Rebun, 2008.viii.22.).
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北 海 道 に は， ハ マ ベ ハ サミム シ Anisolabis 
maritima (Bonelli)， イソハ サミム シ Anisolabis 
seirokui Nishikawa，チビハサミムシ Paralabelulla 
curvicauda (Motschulsky)，ミジンハサミムシ Labia 
minor (Linnaeus)， ク ロ ハ サ ミム シ Nesogaster 
lewisi (Bormans)，オオハサミムシ Labidura riparia 
(Pallas)， コ ブ ハ サ ミ ム シ Anechura harmandi 
(Burr)，キバネハサミムシ Forficula mikado Burr，
クギヌキハサミムシ Forficula scudderii Bormans，
クギヌキハサミムシの近縁種 Forficula paratomis 
Steinmann， エゾハサミムシ Eparchus yezoensis 
(Matsumura & Shiraki) の 11 種のハサミムシが記
録されているが，このうち，利尻島からはハマベハサミ
ムシ，クギヌキハサミムシ，キバネハサミムシの 3 種，
礼文島からはハマベハサミムシ，クギヌキハサミムシ
の 2 種しか記録されていなかった（花谷ら，1968; 
Nishikawa, 1969; Nishikawa, 1970）．


この度獨協医科大学石井清准教授より，利尻島と
礼文島の土壌動物相調査で得られた礼文島のハサミ
ムシ 1 頭の同定を依頼され，礼文島初記録のキバ
ネハサミムシの雌である旨報告したところ，報告を


利尻島・礼文島から得られたハサミムシの記録
附北海道産ハサミムシ関係文献目録


西川　勝


〒 790-8566　愛媛県松山市樽味 3 丁目 5-7　愛媛大学農学部環境昆虫学研究室


Record of Earwigs on Rishiri and Rebun Islands, Northern Hokkaido,
with References on Dermaptera of Hokkaido, Japan 


Masaru Nishikawa


Laboratory of Environmental Entomology, Faculty of Agriculture, Ehime University, 


Tarumi 3-5-7, Matsuyama 790-8566, Japan


Abstract. A forficulid earwig, Forficula mikado, from Rebun Island and the Japanese hump earwig, An-


echura harmandi, from Rishiri and Rebun Islands, northern Hokkaido, are recorded for the first time.


勧められた．この機会に，北海道の記録に関する文
献（北海道産ハサミムシ関係文献目録参照）を再調
査するとともに，利尻町立博物館所蔵標本，愛媛大
学農学部環境昆虫学研究室所蔵標本および私の標本
を調査した．その結果，コブハサミムシが利尻島及
び礼文島で採集されていることを知ったので，あわ
せて報告する．


なお，国土交通省の河川水辺の国勢調査にお
いて，北海道（鵡川・石狩川）からチビハサミムシ
（Paralabella curvicauda (Motschulsky)として）
が記録されているが，ミジンハサミムシの誤同定と
思われる．また，クギヌキハサミムシの近縁種として
Steinmann により記載された Forficula paratomis 
Steinmann の札幌近郊産の個体〈パラタイプの♂〉
はクギヌキハサミムシの誤同定と思われる．


調査標本のデータは，利尻島および礼文島に分け
て，性別・発育態別個体数，採集地（ラベルに明示
されている場合のみ），採集日，採集者の順とし，
その後に標本の所在を [ ] 内に記した．西川コレク
ションは [ 西川 ]，愛媛大学農学部環境昆虫学研究
室は [ 愛大 ]，利尻町立博物館は [ 利尻博 ] と略した．
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西川コレクションの標本のうちコブハサミムシ以外
は， 花 谷 ら（1968），Nishikawa（1969, 1970）
により既に報告されたものである．


本小文をまとめるにあたり，投稿を勧められた獨
協大学国際教育研究施設医学基盤教育センター石井
清准教授ならびに所蔵標本の検討を許可された愛媛
大学農学部環境昆虫学研究室の大林延夫教授と酒井
雅博教授，利尻町立博物館の佐藤雅彦氏，礼文島に
おける土壌動物調査およびハサミムシの採集にご協
力いただいたレブンクル自然館の宮本誠一郎氏，利
尻島産ハサミムシ標本を提供いただいた北海道昆虫
同好会の松本英明氏にお礼申し上げる．


ハサミムシ科Anisolabididae


1. ハマベハサミムシ　Fig. 1(a-c)
Anisolabis maritima (Bonelli, 1832)　


本種は世界共通種で，日本全土に分布する．海岸
や河原に多く，打ち上げられた海草の下やゴミ屑の
中に見出される．家畜の糞尿の堆積場所や有機物の
多いゴミ溜めなどにも高密度で棲息する．


利尻島 : 1 ♂，2 ♀♀，鴛泊，9.VIII.1965，東京
農業大学第一高等学校生物部 [ 西川 ]; 1♀，鴛泊，
10.VIII.1965，東京農業大学第一高等学校生物部
[ 西川 ]; 1 ♂，2 ♀♀，仙法志，13~14.VI.1992，佐
藤雅彦．[ 利尻博 ]; 4 若虫，鬼脇・沼浦，8.X.2008，
佐藤雅彦．[ 利尻博 ].


礼文島 : 1♀，26.VII.1966，三田守茂，[ 西川 ].


クギヌキハサミムシ科 Forficulidae


2. コブハサミムシ　Fig. 1(f-j)
Anechura harmandi (Burr, 1904)


本種は千島，樺太，朝鮮半島（？），ウラジオストッ
ク，日本（北海道，四国，九州）に分布する．主に，
山地の谷筋，河原，湖沼付近の地中（落ち葉や石の
下），地表，草木の上などに見出される．北海道では，
低地にも棲息する．北海道産の雄のハサミにはアル


マン型とルイス型の２型が知られているのが，調査
標本はすべてルイス型であった．しかし，ハサミが
太く，ルイス型とアルマン型の中間型を示すものが
あったので，これを便宜上（L/H）とし，ルイス型
を（L）とする．


利尻島（新記録）: 1 ♂（L），1♀，20.VII.1968，
相馬完一．[西川]; 1若虫，22.VII.1966，野上憲一[西
川 ]; 1 ♂（L/H），鴛泊，2.X.1968，堀 義弘 [ 愛大 ]; 
1 若虫，鴛泊，10.VII.1958，宮武睦夫 [ 愛大 ]; 1 ♂
（L: 右側は異常），鴛泊・姫沼，23.X.2008，佐藤
雅彦 [ 利尻博 ]; 1 ♂（L/H），1 ♂（L），2 ♀♀，沓形，
3.X.1968，堀 義弘 [ 愛大 ]; 1 ♂（L），2 ♀♀，沓形
･ 栄浜，26.X.2008，佐藤雅彦 [ 利尻博 ]; 1 ♂（H），
1♀，仙法志，21.IV.1992，佐藤雅彦 [ 利尻博 ]; 1
♂（L），仙法志，29.V.1992，佐藤雅彦．[ 利尻博 ].


礼文島（新記録）: 1 ♂（L），1♀，船泊 ･ 江戸屋，
15.VIII.2008，宮本誠一郎 [ 利尻博 ]; 1♀，香深 ･
入舟，14.IX.1995，宮本誠一郎 [ 利尻博 ]; 1♀，香
深 ･入舟，26.VIII.2008，宮本誠一郎 [ 利尻博 ].


3. キバネハサミムシ　Fig. 1(d, e)
Forficula mikado Burr, 1904　


本種は樺太，朝鮮半島，日本（本州中部以北）に
分布する．本来山地性だが，北海道では低地でも採
集される．本州でも，大きな河川の河川敷や渡良瀬
遊水地など低地からも記録されている．雄のハサミ
には，長角型（macrolabic）と短角型（cyclolabic）
の２型があるが，調査標本は短角型（C と略す）で
あった．


利尻島 : 2 ♀♀，20.VII.1968，相馬完一．[ 西川 ]; 
1 ♂（C），1 ♀， 沓 形・森 林 公 園，21.IX.2008，
佐藤雅彦．[ 利尻博 ]; 1♀，南浜・メヌショロ沼，
25.VIII.1992，佐藤雅彦 [ 利尻博 ]; 1♀, 沓形・見
返台園地，23.VIII.2008，松本英明．


礼文島（新記録）: 1♀，香深井，31.VII.2007，
石井 清 [ 利尻博 ].


4. クギヌキハサミムシ　Fig. 1(k-o), Fig. 2
Forficula scudderii Bormans, 1880　
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Figure 1. Earwigs collected on Rishiri and Rebun Islands. a-c. Anisolabis maritima. a, male; b, female; c, nymph. 
d-e. Forficula mikado. d, cycloralbic male; e, female. f-j. Anechura harmandi. f. lewisi form male; g, 
intermediate form male between lewisi and harmandi forms; h, lewisi form male with right arm deformed; i, 
female; j, nymph. k-n. Forficula scudderii. k, macrolabic male; l, cyclolabic male; m, male with short forceps 
which inner area of caudal half formed a long oval; n, female; o, nymph.  


Figure 1. Earwigs collected on Rishiri and Rebun Islands. a-c. Anisolabis maritima. a, male; b, female; c, nymph. d-e. 
Forficula mikado. d, cycloralbic male; e, female. f-j. Anechura harmandi. f. lewisi form male; g, intermediate form male 
between lewisi and harmandi forms; h, lewisi form male with right arm deformed; i, female; j, nymph. k-n. Forficula 
scudderii. k, macrolabic male; l, cyclolabic male; m, male with short forceps which inner area of caudal half formed a 
long oval; n, female; o, nymph.  
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本種は中国東北部，朝鮮半島，日本（本州中部以
北）に分布する．本来山地性であるが，北海道では
海岸など低地でも採集される．本州でも，大きな河
川の河川敷や渡良瀬遊水地など低地からも記録され
ている．雄のハサミには，長くて後半のハサミで囲
まれたところが長卵形となる長角型（macrolabic）
と短くて後半のハサミで囲まれたところがほぼ円形
となる短角型（cyclolabic）の２型がよく知られて
いるが，標本の中にはハサミが短く後半のハサミで
囲まれたところが卵形～長楕円形のものや，長角型
と短角型の中間型もあり（Fig. 2 参照），型を分け
ることが困難なため分けずに記録した．


利尻島 : 2 ♂♂，鴛泊，9.VIII.1965，東京農業
大学第一高等学校生物部 [ 西川 ]; 2 ♂♂，1♀，1 
nymph，20.VIII.1968，相馬完一 [ 西川 ]; 5 ♂♂，
20.VIII.1968，田宮則幸 [ 西川 ]; 1 ♂，沓形 ･ 栄浜，
12.VII.2008，佐藤雅彦 [ 利尻博 ]; 1♀，沓形 ･ 栄
浜，29.VIII.2008，佐藤雅彦 [ 利尻博 ]; 1 ♂，鴛泊・
ノドットマリ，14.VIII.1995，佐藤雅彦（マレーゼト
ラップ）[ 利尻博 ]; 1 ♂，利尻町立博物館，仙法志，
27.VII.1996，佐藤雅彦 [ 利尻博 ].


礼文島 : 3 ♂♂，1♀，26.VII.1966，野上憲一 [ 西
川 ]; 1 ♂，26.VII.1966，三田守茂 [ 西川 ]; 1♀，
香深 ･入舟，26.VII.2008，宮本誠一郎 [ 利尻博 ].


北海道産ハサミムシ関係文献目録
ばったりぎす編集部，2001．カマキリ ･ ナナフシ
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(126): 38-45．日本直翅類学会連絡誌．


花谷達郎・小沼　篤・酒井　香，1968．利尻島
の昆虫（II），鱗翅目を除くその他の昆虫．中村
武久（代表著），利尻島動植物調査の記録，79-
91．東京農業大学第一高等学校 .


長谷川荘．クギヌキハサミムシ．http://members.
at.infoseek.co.jp/hokudaimushiken/photo-
studio/kuginuki.htm, May 23, 2008*.


北海道千歳市，2008．昆虫類．ちとせの動物．
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Figure 2. Variation of male forceps of Forficula scudderii Bormans.
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北海道枝幸郡枝幸町東歌登に使用されていない古
いトンネルがあり，そこを主に多数のモモジロコウモリ
Myotis macrodactylus が利用することが知られている
（佐藤ほか，2004）．このトンネルでは春から秋にか
けての雌雄による利用があるが，繁殖や越冬が確認さ
れたことはない（佐藤ほか，2004）．


このトンネルに 2007 年 11 月４日に入洞した時に，
モモジロコウモリが２頭壁面に懸架しており，その付近
の地面に多数のガ類と思われる翅が散乱していた．他
に一部触角と思われる部分も落ちていた．回収したガ
類の翅は合計 201 枚であった．これらはこのトンネル
に懸架していたコウモリ，おそらくこの２頭のモモジロコ
ウモリが採餌した時に食べ残した翅と思われる．


洞窟の壁面に止まっている，あるいは飛翔するこれら
の翅を持つガ類を他の動物がこのように多く捕食するこ


北海道枝幸町東歌登のパンケナイトンネル内で
モモジロコウモリが食べ残したと思われるガ


村山良子 1)・前田喜四雄 2)・佐藤雅彦 3)


1) 〒 098-5821　北海道枝幸郡枝幸町栄町 154　日本野鳥の会道北支部会員
2) 〒 630-8528　奈良市高畑町　奈良教育大学附属自然環境教育センター


3) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館


Moths Seemed to be Left Over by Myotis macrodactylus in Pankenai Cave at 
Higashi-Utanobori, Esashi-Cho, Hokkaido


Yoshiko Murayama1), Kishio Maeda2) and Masahiko Satô3)


1)A member of Do-hoku branch of Wild Bird Society of Japan, 154 Sakae-machi, Esashi, Hokkaido, 098-5821 Japan
2)Education center fro Natural Environment, Nara University of Education, Takabatake-cho, Nara-shi, 630-8528 Japan


3)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


Abstract. Two hundreds and one of moth wing were collected at the 4th of November, 2007 in Pankenai 


Tunnel of Higashi-Utanobori, Esashi-Town, Hokkaido. These seem to be left over by Myotis macrodacty︲


lus. These wings included the following identified four species, Bombyx mandarina (Moore), Eutelia geyeri 


(Felder & Rogenhofer), Catocal electa (Borkhausen) and Scoliopteryx libatarix (Linnaeus). These wings cor-


respond to one moth of the first species, 25 of the second, three of the third and 27 of the latter each. 


とができる可能性はきわめて低く，これを食べ残した動
物はコウモリと断定して間違いないであろう．


前述のとおりこのトンネル内における本種の越冬は観
察されていない．したがって，例年であれば，この時
の２頭は他の個体がすでに越冬場所に移動したのちも
まだここに残っていたことになるが，これらがここでこの
まま越冬したのか，まもなく越冬場所に移動したのかは
確認していない．


コウモリが２頭懸架していた状況，および落ちていた
翅と同種のガ類がトンネル内の壁面に止まっていたこと
などから，地面に落ちていたこれらの翅はモモジロコウ
モリによってこのトンネル内で捕食された可能性が高い
と思われる．


ただし，これらのガをコウモリがトンネル外で捕獲し，
洞内に持ち込んで，翅を懸架場所の下に落としたこと
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も考えられなくもないが，翅の量がかなり多いので，ガ
を１匹ずつトンネル外から捕獲し，トンネル内に持ち帰
り，そこで食べたとは考えがたく，やはりトンネル内に
冬眠などのため入っているガ類を採食したと考える方が
順当であろう．


これら201 枚の翅を井上ほか（1982）を用いて同
定したところ，200 枚については以下の４種のものと確
認することができた．未同定となった翅１枚は入洞時に
生体を観察できたムラサキミツボシアツバまたはミツボシ
アツバのものである可能性があったが，回収された翅
が左後翅１枚のため同定を保留することとした．


カイコガ科
クワコ　Bombyx mandarina (Moore)


前翅左右各１枚，後翅左右各１枚


ヤガ科
フサヤガ　Eutelia geyeri (Felder & Rogenhofer)


右前翅 24 枚，左前翅 25 枚，右後翅 18 枚，左
後翅 12 枚


ベニシタバ　Catocal electa (Borkhausen)
前翅左右各３枚，右後翅２，左後翅３枚


ハガタキリバ　Scoliopteryx libatarix (Linnaeus)
右前翅 27 枚，左前翅 27 枚，右後翅 26 枚，左
後翅 26 枚


上記 4 種のガ類の翅の前後左右は簡単に識別でき
るため，翅の前後左右別の数を求め，コウモリによっ
て捕獲されたと考えられる最低限のガの個体数を推測
した．それによると，もっとも個体数が多かったのはハ
ガタキリバの 27 匹分，次いでフサヤガの 25 匹分，あ
とは少なくてベニシタバの３匹分とクワコの翅１匹分の
合計 56 匹分であると算出された．


なお，フサヤガは成虫越冬（江崎ほか，1991；飯
島，1990；井上ほか，1982；楠，1977；宮田，
1983；六浦ほか，1965）とされ，ハガタキリバも成虫
越冬（飯島，1990；井上ほか，1982；楠，1977；


六浦ほか，1965）または蛹越冬（宮田，1983）とさ
れている．北海道の記録としては楠（1977）が札幌
市の洞穴において３月 30 日に両種を確認していること
から，今回の観察も秋期遅くから冬期にかけ，越冬の
ためにトンネル内に多数の個体が集まり，それらがコウ
モリによって捕食されたと考えてよいだろう．その一方，
クワコとベニシタバは成虫越冬ができないこと（宮田，
1983；楠，私信）や捕食数が前２種と比べて極端に
少ないことなどから，たまたまトンネルに入った時に捕
食にあったものと想像された．洞窟内での蛾類の越冬
記録については文献記録が少ないとされており（楠，
私信），本報告が少しでも道北地区の蛾類の生態につ
いても情報を提供するものとなれば幸いである．


最後に本原稿をご校閲いただき，文献記録や貴重
な情報をご教示いただいた楠　祐一氏（旭川市）に
心からお礼申し上げる．
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はじめに
宗谷管内には近世以降に建立された神社が多数点


在する．各神社には，各時代を通じて鳥居や石碑，
絵馬などの奉納寄進物が数多く存在し，それらは文化
財的価値の高いものもある．


そのなかにあって，神社の守り神である狛犬は，石
工の技術や伝統をよく表わしており，先人達の信仰の
証であるとともに，地域の歴史を伝える身近な文化財
である．しかし，なかにはその存在自体が忘れ去られ，
風化による損傷が激しいものもある．こうしたことから，
管内 9 市町村に所在する狛犬の確認調査が急務とな
り，平成 20 年 8 月より行った宗谷管内巡回展「宗谷
の狛犬」に先立って悉皆調査を実施した．


本稿は，調査によって確認された各狛犬について分


宗谷管内所在の狛犬


内山真澄 1)・西谷榮治 2)・藤沢隆史 3)・高畠孝宗 4)・山谷文人 5)


1) 〒 097-0022  北海道稚内市中央 3-13-15　稚内市教育委員会
2) 〒 097-0311  北海道利尻郡利尻町仙法志字本町 136　利尻町立博物館
3) 〒 097-1201  北海道礼文郡礼文町香深村字ワウシ　礼文町教育委員会


4) 〒 098-5823  北海道枝幸郡枝幸町三笠町　オホーツクミュージアムえさし
5) 〒 097-0101　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字富士野　利尻富士町教育委員会


Distribution of Komainu in Souya, Northern Hokkaido


Masumi Uchiyama1), Eiji Nishiya2), Takashi Fujisawa3), Takamune Takabatake4) and Fumito Yamaya5)


1)Wakkanai city board of education, chuo, Wakkanai, Hokkaido, 097-0022 Japan
2)Rishiri town museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


3)Rebun town board of education, Kafuka, Rebun Is., Hokkaido, 097-1201 Japan
4)Esashi town museum, Mikasamachi, Esashi, Hokkaido, 098-5823 Japan


5)Rishirifuji town board of education, Oshidomari, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0101 Japan 


Abstract. Komainu is the pair of stone guardian dogs at the gate of a Shinto shrine. Komainu are 29 pair 


at 27 Shinto shrine in Souya, Northern Hokkaido. These were built between the 30st year of Meiji and the 


16st year of Heisei. In future, it is necessary that investigate along the Okhotsk Sea Coast and the Western 


Sea Coast of Hokkaido.


類・整理し，若干の考察を加え紹介するものである．


狛犬とは
狛犬は神社や寺院を守る役割を持つ想像上の動物


の像である．神社の拝殿の前や参道の脇に向かい合わ
せに置かれている．一般的に社殿に向かって右側に口
を開けた「阿像」，左側に口を閉じた「吽像」が置か
れる．古い狛犬では吽像の方に角を一本つけているも
のもあり，これは吽像を「狛犬」，阿像を「獅子」とし
て区分しているものとされる．


狛犬は，歴史的な背景や地域の伝統を色濃く受け
継いでおり，最初に作られた地域や表現方法の違いか
ら，「江戸系」「浪速系」「出雲系」「広島系」「岡崎
系」など様 な々様式に分類されている．狛犬の分類は，
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表１．宗谷管内における狛犬一覧
神社名 所在地 年代 奉納者 銘文 狛犬様式


1 声問神社 稚内市声問 寺西豊松 奉納　海上安全　大漁　加賀国上金□港　木
材船主寺西豊松　 安芸玉乗り


2 厳島神社 稚内市宗谷村宗谷 大正 12 年
（1923）


稲川長七・石上市太郎ほ
か 6 名


稲川長七・石上市太郎・岩泉□次郎・小野寺久
太郎・渡辺嘉平・桜庭由吉・佐々木磯八・白石
有隣　大正十二年十一月吉日　金五十□・盛□
松　小山辰哉・□右刻


3 三吉神社 稚内市中央 1 丁目 大正 12 年
（1923） 吉川源五郎 世話人　吉川源五郎　大正十二年七月十七日 出雲 


吽像子持ち


4 北門神社 
（参道下） 稚内市中央 1 丁目 昭和 17 年


（1942） 田渕太七 奉納　田渕太七　昭和十七年六月吉日


5 北門神社 
（拝殿前） 稚内市中央 1 丁目 平成 10 年


（1998） 岡崎現代


6 勇知神社 稚内市抜海村下勇知 昭和 32 年
（1957） 中野クメ・米澤スヱノ 奉納　中野クメ・米澤スヱノ　昭和三十二年十


月三十一日 逆配置


7 岬神社 稚内市ノシャップ 2
丁目


昭和 37 年
（1962） 奉献 安芸玉乗り


8 沼川神社 稚内市声問村沼川 昭和 53 年
（1978） 居島芳松・居島りん 昭和五十三年六月　居島芳松　昭和五十三年六


月　居島りん 岡崎


9 宗谷岬神社 稚内市宗谷岬 平成 16 年
（2004） 稚内石材工業所 奉納　稚内石材工業所 岡崎現代 


玉とり子とり


10 兜沼神社 豊富町上サロベツ西
16 線


昭和 21 年
（1946） 阿部健吉 奉納　昭和廿一年八月　阿部健吉


11 豊富八幡神社 豊富町豊富大通 11
丁目 石村弥三郎ほか 10 名


奉納　石村弥三郎・畑慶篤・徳野保　常田鉄蔵・
□藤豊作・福田貞次郎　小室靖・小林政雄・安
田多市　佐藤栄五郎・瀬賀勝雄・イロハ順


12 鬼志別神社 猿払村知来別 昭和 13 年
（1938）


清水徳太郎・条次郎・芳
太郎


奉献　清水徳太郎・同条次郎・同芳太郎　旭川
市梅原石工所刻　小樽花園　小野木材店　政
村シユン・清水信行


岡崎


13 浜鬼志別神社 猿払村浜鬼志別 平成 15 年
（2003） 山口時男 奉納　寄贈　山口時男　平成十五年六月吉祥日 岡崎現代 


玉とり子とり


14 浜頓別神社 浜頓別町浜頓別北四
条 1-20


昭和 15 年
（1940）


石田要助・尾崎清一ほか
4 名


奉納　昭和十五年七月十五日　石田要助・尾崎
清一・折目一徳　向日清石・植松滝之進・菊池
徳好


岡崎 
玉とり子とり


15 中頓別神社 
（前列） 中頓別町中頓別 大正 10 年


（1920） 亀岡藤一 奉納　大正拾年一月二日建設　亀岡藤一 江戸
逆配置


16 中頓別神社 
（後列） 中頓別町中頓別


17 松音知神社 中頓別町松音知 江戸


18 金刀比羅神社 枝幸町目梨泊 大正 14 年
（1925） 上野才一郎 奉納  大正十四年　上野才一郎 出雲


19 本幌別神社 枝幸町歌登本幌別 昭和 39 年
（1964） 岩木甚太郎 奉納　昭和三十九年七月　岩木甚太郎 岡崎現代


20 厳島神社 枝幸町新栄町 平成元年
（1989） 奉納　平成元年六月吉日 岡崎現代


21 沼浦神社 利尻富士町鬼脇沼浦 明治 30 年
（1897）


カネ七秋田舟川廻漕店・
加藤浅治・沢木亀吉・石
田千代吉・石垣善助


明治三十年酉　カネ七秋田舟川廻漕店　加藤浅
治・沢木亀吉・石田千代吉・石垣善助 出雲


22 利尻山神社 利尻富士町 
鴛泊本町


大正 11 年
（1922） 三上岩蔵・ムツ 奉納　大正十一年六月　三上岩蔵　ムツ 安芸玉乗り


23 北見神社 利尻富士町鬼脇 大正 13 年
（1924） 平埜茂吉 奉献 出雲


24 北見富士神社 利尻町沓形 昭和 3 年
（1928） 藤井輿四蔵・品田初太郎 昭和三年六月二十五日奉納　寄附者　藤井輿四


蔵　品田初太郎


25 礼文神社 礼文町船泊字大備 明治 38 年
（1905） 本藤茂助 奉献　寄附　越前國丹生郡鮎川　本藤茂助 出雲


26 知床神社 礼文町香深字知床 昭和 6 年
（1931） 九里寅次郎 奉納　昭和六年九月二十一日　九里寅次郎 逆配置


27 厳島神社 礼文町香深字入舟 昭和 34 年
（1959） 中村栄松・中村スエ 昭和三十四年　中村栄松・スヱ　奉納　金婚記


念
28 差閉竜神社 礼文町香深字差閉


29 大沼神社 礼文町船泊字ウエン
ナイホ


江戸 
吽像のみ
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多くの研究者によって行われ一般書も出版されている
が，統一されたものはない．そのため，本稿で扱う分
類方法が必ずしも正しいとは限らないことをあらかじめ
お断りしておきたい．


現代の狛犬は画一的なものがほとんどであるが，昭
和初期頃までに作られたものは，個性豊かで石工の技
術や独創性が反映されている．また，狛犬の台座には
奉納者の氏名や年代，石工の名前などが刻まれてお
り，狛犬の一つひとつに物語があるといえる．


　
管内に所在する狛犬


調査により，管内 27 神社に 29 対の狛犬が存在す
ることが判明している（表 1・図 1）．その内訳は，稚
内市 8 社 9 対，豊富町 2 社 2 対，猿払村 2 社 2 対，
浜頓別町 1 社 1 対，中頓別町 2 社 3 対，枝幸町 3
社 3 対，利尻富士町 3 社 3 対，利尻町 1 社 1 対，
礼文町 5 社 5 対である．その年代は，判明しているだ
けで明治 30 年から平成 16 年まであり，明治期 2 例，
大正期 6 例，昭和戦前期 5 例，戦後期 6 例，平成
期 4 例，不明 6 例である．


なお過去に存在したが，何らかの事由で現在消滅し
ているものや稲荷神社の狐像については調査対象外と
している．


各市町村所在の神社・狛犬の調査担当者および文
責については，市町村名横に付したとおりである．


稚内市（内山）
声問神社（稚内市声問）


明治 25 年，声問地区住民の信仰の対象を求める
声に応じ，ウェンノチに小祠を建立し，天照大神ほか
2 神を祀ったのが声問神社の起源である．国鉄天北線
の開通のために現在地に移動されたが，地区の住民に
よって大切に信仰が守られている．


狛犬（図 2）は，御影石（花崗岩）を石材としてお
り白く堅固，保存状態は良好である．奉納年代は不明
だが，台座に刻まれた銘文には「加賀国上金□港　
木材船主寺西豊松」とある．明治から大正時代にかけ
て，声問川の流域では大量の木材を流送して海上輸送
していたことから，この狛犬は石川県からはるばる運ば
れたものかもしれない．


図１．宗谷管内における狛犬分布図．
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図 2-9．各神社の狛犬（左：吽像，右：阿像．図７は逆配置）．2： 声問神社，3： 厳島神社，4： 三吉神社，5： 北門神社（参道下），6： 
北門神社（拝殿前），7： 勇知神社，8： 岬神社，9： 沼川神社．
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阿吽のどちらの像も大きな玉に前脚を乗せている．
広島県を中心に分布するいわゆる「安芸玉乗り」様式
の狛犬であろう．


厳島神社（稚内市宗谷村宗谷）
厳島神社は航海安全と大漁の神様として，江戸時代


後期に漁場を経営する場所請負人によって宗谷地方に
伝えられた．宗谷厳島神社はこの中で最も古く，天明
2 年に奉納された「鰐口」が現存している．江戸幕末
期に宗谷場所を描いた「宗谷絵図」や「宗谷孟仙里図」
には，南を向いた厳島神社が描かれている．


厳島神社は，はじめ現在の宗谷小学校の下にあり，
100 基を超える鳥居がトンネルのように並んでいたとさ
れるが，海岸に近かったため腐食が著しく，昭和 45
年に保全のために現在地に移された．


狛犬（図 3）も強い潮風を受けて柔らかな凝灰岩の
風化が進み，表情はほとんど分からない．奉納者は稲
川長七，石上市太郎ほか 6 名で，大正 12 年に奉納
された．さらに狛犬を彫った石工の名と代金らしき「金
五十…」という銘文が残されている．


三吉神社（稚内市中央 1 丁目）
三吉神社は秋田県の「太平山三吉神社」を中心と


する「三吉霊神」を祀る神社である．伝説によれば太
平城主鶴寿丸藤原三吉を神格化したものとされるが，
中世から修験道の霊場として知られ，近世では秋田藩
佐竹氏の保護を受けていた．三吉信仰は，秋田県を
中心に東北地方に広く分布しており，秋田出身者が多
く入植した北海道にも伝わった．


三吉神社は秋田県からの入植者が比較的多い宗谷
地方の各地に点在している．狛犬（図 4）は凝灰岩製
で柔らかく，色調は暗緑灰色，風化は進んでいないが，
所々に剥離があり年月を感じさせる．牡丹を浮き彫りし
た円形の盤台に乗り，吽像の方は子どもを抱えている．
耳が長く垂れ下がるいわゆる「出雲系」の様式で作ら
れているが，石材は出雲の来待石（砂岩）ではない．


奉納は吉川源五郎（大正 12 年 7 月）．この年から
稚泊連絡船の運航が始まり，稚内発展の大きな契機と
なった．


北門神社（稚内市中央 1 丁目）
北門神社は宗谷地方でもっとも古い歴史をもつ神社


の一つである．江戸時代後期の天明 5 年，場所請負
人の村山伝兵衛が航海安全と大漁の守護神として天照
大神を祀ったことを起源としている．「ソウヤ大神宮」と
称され，宗谷場所に集まった人びとの信仰を集め，天
保 2 年に柏屋藤野喜兵衛によって見晴ヶ丘に遷座，さ
らに現在地に移ってきた．


北門神社には 2 対の狛犬が奉納されており，参道の
石段下に配された方が古い狛犬である．この狛犬（図
5）は暗緑灰色の凝灰岩製で石質は柔らかく，保存状
態は良好である．奉納者は田渕太七．狛犬が奉納さ
れた昭和 17 年は稚内港の浚渫工事が始まった年でも
ある．


拝殿前の狛犬（図 6）は白い御影石（花崗岩）を
石材としており，円形の台座に乗った現代的な形態で
ある．もともとは大正 10 年に奉納された狛犬があった
が，平成 10 年に交替した．


勇知神社（稚内市抜海村下勇知）
勇知神社のある稚内市下勇知は日本海側の酪農地


帯．神社の起源は明治 35 年にさかのぼる．その後，
正確な年代は不明だが，焼失と再建を経て，昭和 12
年には近隣の三吉神社と統合し，三吉大神を合祀して
いる．例大祭は毎年 7 月 30 日，現在では町内会長が
神社の管理者となっている．


狛犬（図 7）は，石材に柔らかな凝灰岩を使ってい
るが，風化はあまり進んでいない．色調は暗緑灰色．
設置された位置が低く，狛犬も小振りなため，下から
上目遣いに見上げるような姿勢になっている．目と口は
彩色され，目には瞳も描き込まれている．通常は，吽
像を向かって左，阿像を向かって右に配置するが，こ
の狛犬は逆になっている．奉納者は中野ソメ・米澤ス
エノ，奉納年代は昭和 32 年と記されている．類例の
少ない個性的な狛犬と言えるであろう．


岬神社（稚内市ノシャップ 2 丁目）
岬神社のある野寒布岬は遠浅で海の難所として知ら


れている．江戸後期に宗谷場所を請け負った柏屋の持
ち船がここで大時化にあい，船頭が岬にむかって龍神
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図 10-17．各神社の狛犬（左：吽像，右：阿像。図 16 は逆配置）．10： 宗谷岬神社，11： 兜沼神社，12： 豊富八幡神社，13： 鬼志別神社，
14： 浜鬼志別神社，15： 浜頓別神社，16： 中頓別神社（前列），17： 中頓別神社（後列）．
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様に祈り続けたところ，危機を脱することができたとい
う伝説がある．このときに命綱の錨を上げてみるとツメ
に大きな石がひっかかっており，これを祀ったのが神社
の創始とされている．


創建当時，奉納する予定の鳥居を運んでいた船が，
時化によって神社の沖合 400m の地点に沈没したとい
う伝説がある．この伝説の鳥居は，昭和 63 年と平成
4 年に相次いで発見され無事に引き揚げられた．


　狛犬（図 8）は昭和 37 年の開基 120 年を記念
して奉納されたもので，白い御影石（花崗岩）を石材
としており，保存状態は良好である．


阿吽のどちらの像も大きな玉に前脚を乗せている広
島県を中心に分布するいわゆる「安芸玉乗り」様式の
狛犬である．


沼川神社（稚内市声問村沼川）
沼川神社の起源は大正 7 年頃にさかのぼる．当時


の寺子屋式の私設教授場に氏神様と称した棒標を立て
てお祀りしていたようである．その後，大正 11 年に国
鉄宗谷本線が開通した折に，沼川地区の神社として建
立された．例大祭は当初，秋に行われていたが，天候
や農作業の関係から現在では7月15日になっている．


狛犬（図 9）は，御影石（花崗岩）を石材として使
用しており，白くて堅固，保存状態は良好である．目と
歯を白く彩色し，目には水色の瞳を描き込んでいる．
毛先が大きく巻き込んで円盤状となり，歯は平歯，耳
は立て耳として表現された現代的な狛犬で，いわゆる
「岡崎様式」に分類される．


昭和 53 年に居島芳松・リン夫妻によって奉納され
た．居島夫妻は沼川地区開拓の草分け的存在で，神
社との関わりの深い方だったと伝えられている．


　
宗谷岬神社（稚内市宗谷岬）


宗谷岬神社の祭神は市杵島姫命．宗谷管内に広く
分布する厳島神社の一つである．記録によれば明治
22 年尻臼（現在の宗谷岬付近）に厳島神社建立とあ
り，以来，大岬地区の住民の厚い信仰を集めてきた．
平成 13 年には現在地に移転したが，旧神社に奉納さ
れていた石灯籠は風化が激しく銘文は判読不能になっ
ている．


狛犬（図 10）は，白い御影石（花崗岩）を石材に使っ
ており，堅固．保存状態はきわめて良好である．円盤
状に巻いた毛先や立ち耳などの特徴からいわゆる「岡
崎現代様式」と考えられる．吽像の足下に子どもがお
り，阿像は玉を転がしているので，「玉とり子とり」とい
う意匠を表現しているのであろう．


この狛犬は稚内石材工業所奉納によるもので，奉納
年代は平成 16 年．今のところ宗谷地方では製作年代
がもっとも新しい狛犬である．


豊富町（内山）
兜沼神社（豊富町上サロベツ西 16 線）


兜沼神社の創建は明治 42 年にさかのぼる．祭神は
天照大神と春日大神．昭和 5 年に社殿の老朽化のた
めに，兜沼湖畔にあった歌舞登神社と合併し，同社の
祭神である市杵島姫命をともに祀ることになった．例祭
日は氏子一同の希望をいれ，毎年 7 月 25 日とされ，
現在に至るまで地域住民によって大切にお祀りされてい
る．


兜沼神社は平成 2 年に社殿が新築されたが，狛犬
や鳥居，手水舎などは奉納された当時のままの姿をと
どめている．


狛犬（図 11）は暗灰色の玄武岩質安山岩を石材と
している．台座の上で蹲踞しているが，足を踏み外しそ
うになっている．丸顔でユーモラスな表情がとても印象
的である．奉納者は阿部健吉．台座には昭和 21 年 8
月に奉納したことが刻まれている．終戦直後の厳しい
時期であるが，狛犬の明るい表情はやがて来る新たな
時代を見据えているかのようである．


豊富八幡神社（豊富町豊富大通 11 丁目）
豊富八幡神社は豊富町でもっとも古い由緒をもつ神


社である．明治元年，嘉納治郎作が京都男山八幡宮
の御分霊を奉戴し，さらに長男の久三郎が明治 40 年
に豊富に移した．団体入植者が増加する中，八幡神
社は豊富市街が形成されていくなかで，その中心であ
り続けた．昭和 3 年には無格社の社格をうけ，現在で
も祭礼が執り行われている．


豊富八幡神社は豊富の開拓の歴史とともにその歩み
を重ねてきた．境内には地域住民によって狛犬をはじ
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め鳥居や石灯籠，手水舎など様々な付帯施設が奉納
されており，忠魂碑や聖徳太子堂も一緒にまつられて
いる．


阿吽一対の狛犬（図 12）を奉納したのは石村弥三
郎ほか多数．奉納者の名前がイロハ順に刻み込まれて
いる．奉納年代は不明であるが，堅い灰白色の御影石
（花崗岩）を丁寧に彫りだして作られており，保存状
態は良好である．


猿払村（高畠）
鬼志別神社（猿払村知来別）


鬼志別神社の起源は，大正初期に現在の鬼志別郊
外に建立された小祠にさかのぼる．その後，国鉄宗谷
線（後の天北線）の敷設工事が進み，鬼志別に市街
が形成され始めた大正 6 年，当時の中鬼志別原野に
神社が建立された．創建当時は「熊野神社」と称して
いたが，大正 13 年の分村とともに鬼志別神社として村
社になった．


狛犬（図 13）は暗灰色の御影石（花崗岩）を石
材に使っており，保存状態は比較的良好である．いわ
ゆる「岡崎様式」の狛犬であるが毛先の渦が小さく数
も少なく，全体的に洗練された印象を受ける．


この狛犬は旭川の梅原石工所で刻まれ，昭和 13 年
に清水徳太郎・条次郎・芳太郎の三人によって奉納さ
れたことが銘文に記されている．浜鬼志別神社狛犬，
浜頓別神社狛犬と同様に「玉とり子とり」の意匠を採
用している．


浜鬼志別神社（猿払村浜鬼志別）
宗谷地方の発展は漁場を中心に海岸から始まったと


される．明治 30 年代の後半，浜鬼志別は浜猿払と
並んでニシンの豊漁にわき，定住者が増加した．明治
41 年に住居や番屋などが建ち並んで市街が形成され
ると，漁業の守護神として祀られてきた小祠を浜鬼志
別神社として建立することになり，神社は現在も大切に
伝えられている．


狛犬（図 14）は堅い御影石（花崗岩）を石材とし
ており，暗灰色．保存状態はきわめて良好である．台
座には平成 15 年に奉納されたことが刻まれており，宗
谷地方では稚内市の宗谷岬神社の狛犬に次ぐ新しさで


ある．
様式化された円盤状の巻き毛や立ち耳，平歯などの


表現からいわゆる「岡崎現代様式」と考えられる．吽
像に子ども，阿像に玉をもつ「玉とり子とり」となって
おり，昭和初期に奉納された鬼志別神社狛犬の様式
を踏襲している．


浜頓別町（高畠）
浜頓別神社（浜頓別町浜頓別北 4 条 1-20）


北オホーツク地方の内陸部への開拓を急速に進めた
要因として鉄道の開通が上げられる．大正初期に鉄道
が開通した浜頓別では市街の形成が進み，神社建立
の機運が高まった．大正 8 年には現在地に社殿が建
立され，さらに昭和 11 年に神明造りの社殿を新築し
た．昭和 17 年には村社となり，頓別村，のちの浜頓
別町の歩みを見守ってきた．


狛犬（図 15）は白色の御影石（花崗岩）を石材と
しており，保存状態は良好である．いわゆる「岡崎様式」
で製作されているが，岡崎現代様式の狛犬と比べると
毛先の円盤が小型で渦の数も少なく，耳はほぼ水平に
表現されている．


昭和 15 年に石田要助，尾崎清一ほか 4 名によって
奉納されている．「玉とり子とり」の意匠を採用しており，
昭和 13 年に製作された鬼志別神社狛犬とよく似てい
るが，こちらの方がやや表現が簡素になっている．石
工は札幌の苅部石材店．


中頓別町（高畠）
中頓別神社（中頓別町中頓別）


中頓別の開拓はうっそうと生い茂る原生林を切り開
いて行われた．原野を開いて集落ができると，人びと
は学校の建設と神社の建立に心をくだいた．中頓別神
社の起源は，明治年間に原野三六線に移住した開拓
者達が小さな祠を祀ったことに始まる．その後の移住
者の増加によって，多くの人びとが信仰するようになっ
たのである．


中頓別神社の狛犬は 2 対あり，前列に配されている
方（図 16）が先代のようである．大正 10 年に亀岡藤
一が奉納したもので，暗灰色の凝灰岩を石材に使って
いる．阿吽の像の位置が通常と反対になっており，カー
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図 18-25．各神社の狛犬（左：吽像，右：阿像）．18： 松音知神社，19： 金刀比羅神社，20： 本幌別神社，21： 厳島神社，22： 沼浦神社，
23： 利尻山神社，24： 北見神社，25： 北見富士神社．
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ルした前髪にユーモラスな表情を浮かべた特徴的な狛
犬である．


後列のもう1 対（図 17）は銘文がないため，奉納
年代は不明である．前髪がないかわりに太い眉があり，
ぎょろりとした大きな目には瞳が描き込まれている．


松音知神社（中頓別町松音知）
北海道の開拓にあたって本州から集団で入植するこ


とは珍しくない．中頓別町松音知には鹿児島から入植
した人びとが「薩摩農場」を開いた．松音知神社は，
大正 4 年に農場支配人の松山丈之助が北見の野付牛
神社から分霊して祀ったのが起源と言われている．拝
殿の扁額は松山の郷里の先輩，内閣総理大臣の松方
正義の筆によるものである．


狛犬（図 18）は暗灰色の凝灰岩を石材に使ってお
り，表面は風化が進んで部分的に剥離している．特に
吽像の方は傷みが激しく，首周りにひびが走っている．
銘文がないため年代は不明であるが，神社が創建され
た大正年間から昭和初期に奉納された可能性が高いも
のと思われる．


カールした前髪に下向きの耳，歯は鋸歯状で背は丸
みを帯びており，いわゆる「江戸系」狛犬の特徴が強
く表れている．大きな目には白く彩色が施され，真ん中
に黒く瞳が描き込まれている．


枝幸町（高畠）
金刀比羅神社（枝幸町目梨泊）


金刀比羅神社は香川県琴平町の金刀比羅宮を総本
社とし，その祭神である大物主神を祀る神社である．
瀬戸内海の航海安全の神様として信仰を集め，江戸時
代に船による物流が盛んになると全国に信仰が広がっ
た．枝幸町の金刀比羅神社はオホーツク海に面する目
梨泊地区に位置し，漁業関係者を中心に厚い信仰を
集めている．


狛犬（図 19）の石材には暗灰色の凝灰岩を使用し
ており，風化によって部分的に表面が剥離している．
垂れ下がった耳や顔の特徴から「出雲」と呼ばれる様
式で作られていることが分かる．いわゆる「出雲系」
狛犬に多い砂岩系の石材を使用していないことから，
地元の石工が彫ったものかもしれない．


狛犬は角柱状の石材を素材として彫り上げている
が，阿像の顔は石材の角の形状がそのまま残ってい
る．流れ毛も簡単な線刻で表現されるなど，特徴の多
い狛犬である．


本幌別神社（枝幸町歌登本幌別）
枝幸地方の開拓は漁場を中心に海岸線から始まった


が，交通網の整備は内陸への発展を促した．歌登西
部の本幌別地区は音威子府と境を接し，早くから農業
が発達した地区である．明治の終わり頃には学校や駅
逓などの市街が形成され，神社を建立しようという機
運が高まった．その後，市街を見下ろす小高い丘の上
に移転し，現在に至っている．


昭和初期，枝幸内陸部の歌登地区では澱粉景気に
わいていた．本幌別もその例外ではなく，澱粉工場を
経営する大きな農家が多数あらわれた．現在，神社に
のこる石灯籠や手水舎などは，いずれもこの時期に奉
納されたものである．


狛犬（図 20）は明灰色の花崗岩を石材として使用
しており，保存状態は良好である．いわゆる「岡崎様
式」で作られており，口の中を赤く着彩している．富澤
（1980）には唐獅子と表現されており，昭和 39 年
に岩木甚太郎によって奉納された．


厳島神社（枝幸町新栄町）
市杵島姫命を祀る厳島神社は古くから航海安全の守


護神として信仰を集めてきた．江戸時代後期，宗谷地
方に次 と々漁場が開かれるのにしたがって各地に厳島
神社が建立された．枝幸の厳島神社の創建は文化年
間以降の時期にさかのぼる．枝幸地方で最も古い歴史
を持つ神社として長い間，地域住民の生活を見守り続
けている．


厳島神社の狛犬（図 21）は，平成 6 年に奉納され
た比較的新しいものである．白色の花崗岩を使用して
おり，保存状態はとても良好である．いわゆる「岡崎
様式」で彫られているが，頭が大きく目がはっきりとし
ていてより現代的な印象を受ける．


昭和 15 年の枝幸大火以前に撮影された写真には拝
殿の前に狛犬が写っており，先代が存在したことが分
かる．はっきりとした写真はないが，やはり岡崎様式で
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猿払の鬼志別神社の狛犬と似ているようである．


利尻富士町（山谷）
沼浦神社（利尻富士町鬼脇沼浦）


沼浦神社は，明治 30 年 5 月 23 日に勧請された．
現存する社殿は，創立当時のままで，建立した棟梁は
秋田県河辺郡仁井田（現在の秋田市内）の堀井寅蔵
とされている．沼浦地区は，秋田出身者の入植が多く，
狛犬や石灯籠も秋田出身者による奉納である．参道の
入口には，昭和 7 年建立の太平山三吉神社の石碑が
残る．本祭は，6月24日であったが，現在は28日となっ
ている．


沼浦神社の狛犬（図 22）は，腰を上げて構え飛び
かかるようないわゆる「出雲様式」に近いものと考えら
れる．石材は，島内ではみられない砂岩質のものであ
ることから島外から持ち込まれたとみられる．社殿建立
に伴い，明治 30 年にカネ七秋田舟川回漕店 加藤浅
治，沢木亀吉，石田千代吉，石垣善助により，石灯
籠とともに奉納された．年代が判明している中では，管
内で最も古い狛犬である．保存状態は，石質が脆いた
め剥落した部分が目立ってきている．


利尻山神社（利尻富士町鴛泊本町）
利尻山神社は，文政年間に場所請負人恵比須屋支


配人源兵衛が勧請したとされる．明治9年村社となり，
明治 28 年本泊から鴛泊へ遷座，明治 32 年に社殿を
増改修築された．現在の社殿は，平成 12 年に改修
築されたものである．昭和 54 年には，境内そのものが
町の有形文化財に指定されている．例大祭は，毎年 7
月 1 日に行われている．


利尻山神社の狛犬（図 23）は，前足を玉に乗せた
いわゆる「安芸玉乗り」の様式に近いものと考えられ
る．石材は，御影石（花崗岩）を用い保存状態も良
好である．尾を上向きにし，耳を立て顔を上げたようす
は，とても迫力がある．大正 11 年 6 月に三上岩蔵と
ムツによって奉納された．ちなみに，奉納者である三上
岩蔵については，澤（1914，1918）によれば，鴛泊
村ウエンベツにおいて漁業を営み，株式会社鴛泊回漕
店専務取締役，三上旅館主などを歴任した人物とされ
る．


北見神社（利尻富士町鬼脇）
北見神社は，文政 8 年場所請負人藤野喜兵衛が漁


場を開くのに伴い勧請したとされる．明治 32 年，北
見神社として創立され，明治 43 年鬼脇村の村社に，
大正 5 年には現在地へ遷座された．現在の社殿は，
昭和 46 年に改築されたものである．昭和 54 年には，
境内そのものが町の有形文化財に指定されている．本
祭は，毎年 6 月 28 日に行われている．


北見神社の狛犬（図 24）は，お座りのような格好
をしたいわゆる「出雲」の様式に近いものと考えられる．
石質は，砂岩質である．このタイプの特徴として，眉は
太くつり上がり，耳は垂れ耳で鼻は獅子鼻で大きく，
真ん中で 2 つにわかれた短めのあごひげがある．大正
13 年 9 月に平埜茂吉により奉納された．ちなみに，奉
納者の平埜茂吉は，大正時代に鬼脇村村会議員であっ
た人物である．


利尻町（西谷）
北見富士神社（利尻町沓形）


北見富士神社の起源は，明治 26 年に大宮謙次郎
が出漁中に海中より授かったとされる奇岩を祀ったこと
に始まる．その後，明治 30 年の沓形大火によって社
殿は焼失したが，3 年後の明治 33 年には現在地に再
建，さらに明治 43 年には沓形村社に昇格した．社殿
は平成 6 年に新築され，現在でも沓形地区の住民に
よって大切に守られている．


北見富士神社は沓形村社として古くから地域住民の
信仰を集めてきた．境内には大正 4 年建立の御大礼
祈念碑や昭和 40 年頃に建立された稲荷社があり，度
重なる大火を乗り越えて現在に至っている．


狛犬（図 25）は，白い御影石（花崗岩）を石材に
使用しており，保存状態は比較的良好である．全体的
にずんぐりしており，顔もユーモラスで親しみのもてる狛
犬である．昭和 3 年 6 月 25 日に藤井輿四蔵，品田
初太郎の両名によって奉納された．奉納した品田初太
郎は北見富士神社氏子総代を昭和 6 年 11 月から昭
和７年４月まで勤めている．


礼文町（藤沢）
礼文神社（礼文町船泊大備）
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26


28
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図 26-30．各神社の狛犬（左：吽像，右：阿像．図 27 は逆配置．
図 30 は吽像のみ）．26： 礼文神社，27： 知床神社，28： 厳島神社，
29： 差閉竜神社，30： 大沼神社．


礼文神社は文久 3 年頃に，青森県人秋田左吉らが
船泊地区に所在する久種湖の神霊を祀るため，その湖
畔に祠を建てたのが創祀と伝えられている．明治 32 年
までは沼神神社と称していたが，山形県人藤森正隆ら
が発起人となって社殿改築，神職招聘等に努め，同
35に社号公称許可，同36 年に現在地に社殿が完成，
大正 15 年に村社となり現在に至っている．


礼文神社の狛犬（図 26）は，明治 38 年春に越前
国鮎川出身（現在の福井県福井市鮎川町）の本藤茂
助によって奉納されたものである．その年代から，創建


当時に奉納された貴重なものであり，かつ，礼文島内
で年代の判明している中で最も古いものと言える．


また，奉納されてから長い年月が経過しているため，
狛犬本体及び台座の表面はかなり風化が進み，やや
崩れかかっているものの，首周りや尾の表現はしっかり
と残されている．


知床神社（礼文町香深知床）
知床神社は，南端部の知床地域における中心的な


神社で，奉納品の年代等から，明治の中頃から後半
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にかけて社殿を整えたと思われる．その後，学校用地
との関係から社殿は 2 回場所を変え，さらに，昭和
52 年には社殿を廃して，新築した自治会館へご神体を
納めることとなった．しかし，地域において社殿建立の
機運が高まったことから，現在地へ社殿を新築して現
在に至っている．


狛犬（図 27）は，全体的に若干風化が進んではい
るが，朱塗りされてやや大きめに開けた口や粗めの体
毛，足の先などがしっかりと表現されている．台座には
奉納年代と奉納者が彫刻されており，昭和 6 年 9 月
21 日，九里寅次郎と記されている．渡辺（1940）に
よれば，九里寅次郎は厳島神社の知床地区氏子総代
を務めていた人物であった．


なお，口を開けた阿像が向かって左側に，口を閉じ
た吽像が右側に配置されており，一般的な配置とは逆
になっている．


厳島神社（礼文町香深入舟）
厳島神社は，文化元年に宗谷場所請負人であった


藤野喜兵衛が松前から市杵島姫命を奉遷，その支配
人である岡田半兵衛が会所前地区に祠を建てて弁天
社としたのが創祀と言われている．明治 5 年頃に弁天
社から厳島神社へと改称，同 9 年に村社となる．明治
19 年に社殿を建立したが，同 22 年に土砂崩れによっ
て社殿等が崩壊したため，社殿を現在地へ移し，昭
和 7 年に三吉大神，同 8 年に事代主命を合祀し，同
21 年に宗教法人となって現在に至っている．


狛犬（図 28）は，昭和 34 年に中村栄松・スエ夫
妻によって奉納されたものである．前足部分はやや風
化しているが，色彩を施された目や口，鋭い牙や整然
とした歯並び，密な彫刻による尾や体毛の表現など，
2 体とも非常に凛 し々い風情を漂わせている．


なお，台座には奉納年と奉納者名に加えて「金婚記
念」と彫られており，結婚 50 周年の記念として奉納さ
れたことがわかる．


差閉竜神社（礼文町香深差閉）
差閉竜神社は，正確な創建年代などの記録はない


が，幕末の安政年間に描かれた絵図には祠が記されて
いることから，古くから漁場開拓が進んでいたこの地域


一帯の信仰を集めていたようである．なお，現社殿裏
側の斜面には階段が残されその上の平坦面には基礎
等が残されていることから，かつての社殿は現在地より
一段高い位置に建てられていた．


狛犬の奉納された年代や奉納者に関する記録は全く
ないが，明治 31 年に漁場関係者らによって竜王殿と
記された額が奉納されていることから，この頃には既に
社殿が整えられていたようである．


狛犬（図 29）は全体的に灰色が強く，目や体の一
部が欠けているが，尾の細かな表現や渦巻き状の体毛
などは比較的よく残されている．ただ一般的に，口を開
けた阿像は向かって右側に，口を閉じた吽像は向かっ
て左側に配置されるが，ここでは左右反対に配置され
ている．


大沼神社（礼文町船泊ウエンナイホ）
礼文島の発展は，北部の船泊と南部の香深を中心


に進んだ．古くから漁業によって繁栄した船泊地区の
背後には久種湖が広がっている．明治 32 年，この久
種湖近郊に住んでいた藤倉平吉・ナツ夫妻が小さな社
を建てて神様を祀ったのが起源とされている．同 35 年
には重兵衛沢付近の人びとによって社殿が建立され，
氏子 12 名が地域の神社として維持経営に当たることを
申し合わせた．昭和 2 年には現在地へ社殿を移し，
現在に至っている．


大沼神社の狛犬（図 30）は向かって左側の「吽像」
しか現存していない．明灰色の凝灰岩を石材として使
用しており，風化が進んでいる．下あごや脚などが大き
く破損し，表面も一部剥落しているため本来の姿勢が
分かりにくいが，「伏せ」の姿勢をとっている大変珍し
い狛犬である．


体にはりついた尾やのこぎりのような歯，横に伏せた
耳などいわゆる「江戸系」の狛犬の特徴が認められる
が，詳しくは分かっていない．


奉納者や奉納年代などを記した銘文がないことが惜
しまれるが，奉納年代としては社殿建立時，社殿移転
時などが推定される．


まとめ
本稿のまとめとして，各様式別の特徴を示しながら，
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若干の考察をしてみたい．
いわゆる「岡崎様式」は，「現代様式」も含めると


管内で 8 例ある．奉納年代は，昭和～平成までと比
較的新しい年代に多く，稚内から枝幸方面に分布して
いる．そのうち「玉とり子とり」の様式例が3例みられた．


広島県を中心に分布するいわゆる「安芸様式」は，
3 例ありすべて玉乗り様式である．


いわゆる「出雲様式」は 5 例で，奉納年代は明治
～大正と古い．利尻富士町沼浦神社の狛犬が「構え
型」であるのに対し，他の 4 例は「座型」である．なお，
廣江（2007）では，稚内市三吉神社の狛犬は現地で
模倣されたものではないかと指摘されている．


いわゆる「江戸様式」は，3 例で中頓別町と礼文町
に分布している．なかでも礼文町大沼神社の狛犬は，
「伏せ」の姿勢をとった珍しいものである．


以上のように，宗谷管内には各様式の狛犬がほぼ万
遍なく分布している．これが地域的な特色なのかどうか
については，今のところ具体的な手がかりはなく検討の
余地がある．


さらに，狛犬を考えるうえで様式以外では石材も重
要なポイントとなる．石材の多くは，鳥居などにも用い
られた御影石あるいは凝灰岩など，宗谷地方では産出
しないものがみられる．この背景には，明治以降隆盛
を極めたニシン漁に伴う本州からの移住と北前船の流
通が関係していると考えられる．


狛犬の道内における調査例は，まだまだ少ない．宗
谷地方は日本海とオホーツク海の境界に位置することか
ら，今後はそれぞれの沿岸域の特徴をとらえ比較して
いくことが必要であろう．さらに，様式の分類基準を統
一していくことも今後の狛犬研究の課題といえる．
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コテングコウモリ Murina ussuriensis は日本に
広く分布し，木の茂み・樹皮の間隙・落葉の下等を
昼間の隠れ家として利用するとされている（阿部ほ
か，2005）．最近，Hirakawa & Kawai（2006）と
平川（2007）により本種の昼間の隠れ家利用の全
体像の解明が進められてきたが，夜間の行動につい
てはこれまで探求されていない．2008 年 9 月，北
海道宗谷郡猿払村浅茅野にある「王子の森」におい
てコテングコウモリのテレメトリー調査を行い，1
個体のみではあるがその行動圏と昼間の隠れ家につ
いて若干の新しい知見が得られたので報告する．


報告に先立ち，社有林での調査及びビジターセン
ターの利用に特段の便宜を図っていただいた王子製
紙株式会社，未発表資料の公表を快諾された国立科
学博物館動物研究部脊椎動物研究グループ特別研究
生である河合久仁子氏に感謝するとともに，コウモ
リの捕獲については北海道地方環境事務所から捕獲


北海道北部でのコテングコウモリ Murina ussuriensis の
行動圏および隠れ家
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1) 〒 630-8528　奈良市高畑町　奈良教育大学自然環境教育センター
2) 〒 098-5821　北海道枝幸郡枝幸町栄町 154　日本野鳥の会道北支部会員


3) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館


Home Range and Day Roost of an Ussurian Tube-nosed Bat
Murina ussuriensis in Northern Hokkaido


Tomohiro Nakayama1), Yoshiko Murayama2), Masahiko Satô3) and Kishio Maeda1)


1)Education center for Natural Environment, Nara University of Education, Takabatake-cho, Nara-shi, 630-8528 Japan
2)A member of Do-hoku branch of Wild Bird Society of Japan, 154, Sakae-machi, Esashi, Hokkaido, 098-5821 Japan


3)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


Abstract. Some information on home range and day roosts of an Ussurian tube-nosed bat Murina ussurien︲


sis in Sarufutu-Mura, Soya-Gun, Hokkaido were obtained by radio-tracking. The home range was about 


10ha, and the day roosts were in some grass thickets and tree hollow.


許可（環北地野許第 080512001 号）を得た上で実
施されたことを申し添えておく．


北海道宗谷郡猿払村浅茅野にある「王子の森（北
緯 45° 12′，東経 142° 13′）」を中心にテレメトリー
調査を行った．王子の森のカラマツ林内の遊歩道上
にて，カスミ網によりコテングコウモリを捕獲し
た．小型発信器（Holohil 社製，0.37g）を人体用
の接着剤（Torbot 社製，bonding cement）を用
いてコウモリの背側肩甲骨の間に接着し，50 分後
に放逐した．その後，受信機および指向性のあるア
ンテナを用いて昼間の隠れ家と夜間の位置を特定し
た．昼間の隠れ家については，発信機の存在する方
位に徐々に接近しその位置を特定した．夜間の位置
では，2 地点間からの三角測量法により特定した．


昼間の隠れ家について，9 月 16 日～ 23 日まで
毎日特定した．夜間の位置では，日没後約 2 時間
を中心に特定した．なお，具体的な夜間の位置の各
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調査日における測定時刻は以下のとおりである．9
月 15 日には，発信機装着後より同日 23 時 30 分ま
で適宜測定を試みた．9 月 16 日 18：30 ～ 19:30（15


分ごとに位置測定）20:00 ～翌 6:00（1 時間ごと），
9 月 17 日 18:35 ～ 20:00（5 分ごと）20:00 ～翌 6:00
（1 時間ごと） ，9 月 18 日 18:30 ～ 20:00（5 分
ごと），20:00 ～翌 6:00（1 時間ごと），9 月 19 日
18:20 ～ 20:00（5 分ごと）20:00 ～ 24:00（1 時
間ごと），および 9 月 20 日 18:20 ～ 20:00（5 分
ごと）20:00 ～翌 2:00（1 時間ごと）に測定した．
特定した夜間の位置より最外殻法により行動圏を求
めた．


2008 年 9 月 15 日 19 時 00 分 に 捕 獲 し た コ
テングコウモリは成獣♂であり，その前腕長は
29.3mm，体重は 5.5g であった．捕獲時での個体
にはすでに標識が装着されており，これは国立科学
博物館動物研究部脊椎動物研究グループ特別研究生
である河合久仁子氏により 2008 年 7 月 16 日に同
地にある神社において捕獲および標識装着された個
体であった．


夜間の位置は，合計 101 地点得られた．行動圏
の面積は約 10ha であった．本調査で得られた夜間
の位置の一部と行動圏，および昼間の隠れ家の位置
を図１に示した．昼間の隠れ家としては，表１に
示した様にオニシモツケ Filipendula camtschatica
とオオイタドリ Reynoutria sachalinense の枯れ葉
の中（写真１）やトドマツ Abies sachalinensis の


図 1．コテングコウモリの昼間の隠れ家と夜間の位置，捕獲地
点，および行動圏．※夜間の位置については代表する 6 点の
みを記載した．数値地図 25000（地図画像）「稚内」（国土地
理院）をもとに作成．


写真．調査個体の隠れ家（楕円は発信器のアンテナを示す）．1．オニシモツケの枯れ葉，2．トドマツの樹洞，３．利用されていた樹洞（サ
ルノコシカケ類の基部に小さな樹洞がある）．


☆：捕獲地点
△：昼間の隠れ家
○：夜間の位置
□：行動圏


1000m


１ 32
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樹洞（写真２，3）を利用した．全ての昼間の隠れ
家は，発信機のアンテナや個体を直接目視するこ
とによって確認された．最近の研究によりコテン
グコウモリは枯れ葉の中や樹冠を昼間の隠れ家と
してよく利用していることが明らかとなってきた
（Hirakawa & Kawai，2006：平川，2007）．本種
の樹洞の利用は 3 例しか報告されておらず（遠藤，
1961： Kuzjakin，1950：湯川，1969），北海道で
は初めての記録となる珍しい結果であった．その樹
洞は高さ 69.3 ㎝であり，深さは 5cm，開口部の長
径4㎝，短径2㎝という小さなものであった．また，
コテングコウモリのいずれの隠れ家も地面からの高
さが 10 ～ 120cm の範囲内であり，林内の中でも
低い場所を利用していた．


昼間の隠れ家調査の際に，コウモリの飛翔を観察
した．2008 年 9 月 12 日に，オニシモツケの枯れ
葉の中で眠っていたコウモリは枯れ葉から飛び出
し，高さ 2m ほどもあるオニシモツケの群落内を巧
みに飛翔し 6m 程離れた同様な枯れ葉の中に一瞬に
して入り込んだ．そのような場所でも巧みに飛翔で
きるコテングコウモリの観察であった．


また，夜間の位置と昼間の隠れ家は全て捕獲地点


より 500m 以内に納まった．さらに，前述の河合
により 2008 年 7 月 16 日に同地にある神社におい
て捕獲および標識装着されており，2 ヶ月間ほぼ同
じ行動圏内にいた可能性が考えられる．
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表１．コテングコウモリの昼間の隠れ家と出巣時刻，および日没時刻 *
年月日 隠れ家 高さ 出巣直前に確認した時刻から移動後初めて確認した時刻 日没時刻


2008.9.16 オニシモツケの枯れ葉の中 約 120cm 18:15 ～ 18:20 17:26
2008.9.17 オニシモツケの枯れ葉の中 約 10cm 18:13 ～ 18:20 17:25
2008.9.18 オオイタドリの枯れ葉の中 約 16cm 18:05 ～ 18:17 17:23
2008.9.19 オニシモツケの枯れ葉の中 約 70cm ～ 18:12 17:21
2008.9.20 オニシモツケの枯れ葉の中 約 40cm 18:17 17:19
2008.9.21 オニシモツケの枯れ葉の中 約 35cm 　資料なし 17:17
2008.9.22 オニシモツケの枯れ葉の中 約 40cm 　資料なし 17:15
2008.9.23 トドマツの樹洞 69.3 ㎝ 樹洞深さ 5cm、開口部長径 4 ㎝短径 2 ㎝、胸高直径約 60cm 17:14
※日没時刻は国立天文台が公表している根室におけるものを利用した








１．運営
Ａ．組織
　館長	 	 保野洋一（教育長兼務）
　学芸課長	 西谷榮治
　学芸係長	 佐藤雅彦
　臨時事務	 保野亜由美


Ｂ．利尻町博物館協議会委員
（任期：平成 18 年 4 月 1 日〜平成 20 年 3 月 31 日）
　会　長		 張間敏一
　副会長		 佐藤　悟
　委　員		 田村　一
　委　員		 高松親彦
　委　員		 津田和子


Ｃ．文化財調査委員
（任期：平成 18 年 4 月 1 日〜平成 20 年 3 月 31 日）
　委　員		 張間敏一
　委　員		 津田和子
　委　員		 高松親彦
　委　員		 田村　一
　委　員		 佐藤　悟


Ｄ．平成 19 年度のあゆみ
	 4	/	29	 定期観光バス対応による開館開始
	 5	/	1	 博物館常設展示公開開始
	 5	/	7	 博物館ロビーの自動販売機撤去
	 7	/	3	 利尻町博物館協議会
	 7	/	21	 湿原調査（高田雅之氏ほか：北海道環


境科学研究センター）
	 7	/	26	 微生物調査（中桐　昭氏：生物遺伝資


源センターほか）
	 9	/	2	 地磁気調査・利尻島調査研究事業（植


木岳雪氏：産総研）〜 6
	 9	/	10	 利尻町調査（仲野美希氏：明治大学文


学部史学地理学科）〜 17
	 9	/	11	 『旧仙法志村行政文書件名目録』資料調


査（郡司　淳氏ほか：北海学園大学）
〜 14


	 9	/	15	 アイスウェッジカスト調査（近藤玲介
氏：明治大学）


	 9	/	19	 『旧仙法志村行政文書件名目録』資料調
査（佐治暁人氏：立教大学、千地健太：
一橋大学）〜 24


	 9	/	20	 魚付け山林，テングサ調査（会田理人氏：
北海道開拓記念館）〜 21


	10	/	2	 学芸員実習（町田直樹氏・桜木裕美氏：
帯広畜産大学）〜 11


	10	/	2	 蘚苔類調査（大石善隆氏：京都大学）


月
有料入館者 無料入館者 合計 開館日数個人 団体


小中 一般 小中 一般 小計 小中 一般 小計
4 0 47 0 0 47 0 47 23 70 10
5 16 470 0 34 520 16 470 99 619 31
6 1 1,014 0 462 1,477 1 1,014 90 1,567 30
7 43 1,628 0 460 2,131 43 1,628 238 2,369 31
8 169 2,090 0 189 2,448 169 2,090 253 2,701 31
9 15 727 0 103 845 15 727 106 951 28


10 1 135 0 39 175 1 135 53 228 26
11 0 17 0 0 17 0 17 44 61 26
12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1
2 0 0 0 0 0 0 0 6 6 2
3 0 0 0 0 0 0 0 11 11 4


計 245 6,128 0 1,287 7,660 292 633 925 8,585 220


表１．平成 19 年度入館者数


平成 19 年度活動報告
（2007 年４月〜 2008 年３月）
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表３．平成 19 年度博物館予算（当初予算　単位：円）


科　目 予　算 科　目 予　算 科　目 予　算


報酬 46,000 旅費 189,340 備品購入費 50,000


給料 8,606,000 需用費 2,612,000 負担金補助及び交
付金 42,000


職員手当等 4,667,000 役務費 436,000 公課費 26,000


共済費 2,406,000 委託料 30,000


賃金 1,425,660 使用料及び賃借料 278,000


報償費 30,000 工事請負費 0 合計 20,844,000


年


有料入館者 無料入館者


合計 開館日数個人 団体 視察・見学等


小中 一般 小中 一般 小中 一般


1980 昭 55 2,299 13,846 91 922 248 1,239 18,645 182


1981 昭 56 1,799 13,153 82 2,753 106 1,034 18,927 191


1982 昭 57 1,749 12,917 89 2,454 192 1,167 18,568 191


1983 昭 58 1,686 12,573 92 959 124 983 16,417 188


1984 昭 59 1,488 10,525 60 2,707 179 1,056 16,015 192


1985 昭 60 1,534 9,709 53 3,484 199 805 15,784 193


1986 昭 61 1,349 11,161 0 2,455 242 1,838 17,045 194


1987 昭 62 1,319 11,278 35 2,402 512 1,621 17,167 194


1988 昭 63 1,246 10,793 0 2,655 479 1,868 17,041 192


1989 平元 1,180 11,805 0 5,498 440 1,723 20,646 190


1990 平２ 1,248 13,634 26 3,950 383 1,673 20,914 191


1991 平３ 1,589 16,474 38 5,324 398 1,625 25,448 192


1992 平４ 1,711 18,843 0 4,496 314 1,334 26,698 190


1993 平５ 1,295 14,856 64 4,235 231 928 21,609 188


1994 平６ 1,244 14,482 80 4,028 221 1,510 21,565 188


1995 平７ 1,170 13,278 12 3,699 97 865 19,121 191


1996 平８ 1,007 10,777 7 3,670 104 761 16,326 192


1997 平９ 763 9,776 4 1,451 224 696 12,914 197


1998 平 10 648 8,622 8 1,293 317 751 11,639 203


1999 平 11 500 9,430 5 1,059 270 876 12,140 205


2000 平 12 378 9,388 63 2,207 240 594 12,870 223


2001 平 13 442 9,593 0 2,172 237 608 13,052 226


2002 平 14 418 9,637 65 1,859 255 675 12,909 224


2003 平 15 315 8,476 4 2,105 309 583 11,792 225


2004 平 16 300 7,869 0 1,791 337 774 11,071 223


2005 平 17 246 7,274 0 788 487 765 9,560 224


2006 平 18 216 6,782 5 1,676 227 927 9,833 219


2007 平 19 245 6,128 0 1287 292 633 8,585 220


合計 29,384 313,079 883 73,379 7,664 29,912 454,301 5,628


表２．年次別入館者数の推移
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〜 9
	10	/	28	 アイスウェッジカスト調査（近藤玲介


氏：明治大学）
	11	/	15	 第 55 回全国博物館大会棚橋賞受賞
	12	/	1	 冬季閉館
	 1	/	22	 利尻島史調査（忍見武史・宮崎栄一郎氏：


風土工学デザイン研究所）
	 2	/	7	 常設展示室水漏れ排水管補修工事，天


井板塗装作業
	 2	/	18	 玄関シャッター部分補修
	 3	/	7	 利尻町博物館協議会・文化財保護委員会
	 3	/	18	 利尻研究第 27 号発送	
	 3	/	25	 テングサ調査（会田理人氏：北海道開


拓記念館）〜 26


Ｄ．入館者数
表１に平成１9 年度入館者数，表２に年次別入館


表４．展示活動


種　別 テーマ 期　間など


館内展示 「利尻の春」 常設展示改訂．昭和 31 年に長野重一氏が撮影した 192 点
の写真．


島と島人 島の四季と島人たちの生業・生活の様子．47 点．
トイレ展示 通年．利尻の自然に関する２つのテーマを A1 ポスターに


まとめて館内トイレに掲示．個室には山のトイレ問題のミ
ニポスターを展示．


施設外展示 利尻の島人たち 通年，町営ホテル利尻


沓形岬はどんと岬 4-11 月，沓形岬観光案内板


利尻の自然 通年，沓形ミニビジターセンター


北の海の道の駅 ５-9 月，沓形港フェリーターミナル


歴史写真展 通年，特別養護老人ホーム，利尻町高齢者生活福祉在宅介
護支援センター，利尻島国保中央病院，利尻町高齢者共同
生活施設友愛


「島の高校 50 年の記憶」 12/30-1/20，ふれあい保養センター．利尻高等学校歴史写
真展（写真 48 枚）．


図書室ミニ展示 年４回．実物標本をコンパクトに閲覧用の机の上に展示．
「イシイルカ」「シダ」「利尻のカニ」「北加伊道カルタ」．


図書まつり関連展示「利尻の
棘皮動物」


9/29，どんとロビー．パネル，実物標本（小松コレクショ
ン），書籍展示．


第 36 回移動展示 利尻島の自然ニュース 2007 ①鴛泊フェリーターミナル　2/25-3/2，②ホテル利尻　
3/3-9，③どんとロビー　3/10-16，④仙法志郵便局　
3/17-23


者数の推移を示した．
平成 18 年度からは 1,248 人の大きな減少とな


り，平成 14 年からの減少傾向に歯止めがかかって
いない．公表されている利尻島の観光客入り込み数
も平成 15 年から減少傾向となり，その傾向は博物
館入館者数にも大きく反映されているものと考えら
れた．無料入館者については小中学生の入館者数が
増加しており，外部などからの博物館見学などの利
用が多かったことが原因のひとつと思われた．入館
者減少に伴い，当館では館外における展示や講座な
どの活動を行うなど，本館の展示以外での活動を積
極的に広める一方，資料収集やその調査研究および
保管機能を充実し，博物館は展示を見るだけの場所
でないこともアピールしつつある．これらがいずれ
本館の展示などにも結びつき，新たな利用者開拓に
結びつけばと考えている．
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表５．普及講座


月日 テーマ 場所 内容 講師 参加
5/6 春の探鳥会 沼浦 早朝探鳥会 学芸員 23


5/26 オオハンゴンソウ除去作
業会 種富湿原 雨天であり希望者のみ参加 学芸員 4


6/16-
17 フラワーソン 島内一円 植物開花調査会・「北海道フラ


ワーソン 2007」への参加 学芸員 24


7/22 コウモリ観察会 姫沼 コウモリ学習会と標識調査見学 学芸員 2
8/18 コウモリ観察会 利尻町森林公園 コウモリ学習会と標識調査見学 学芸員 6


9/1 土壌の観察と実験 仙法志・利尻町
公民館


土壌観察と実験・利尻発掘探検
隊と共催 田村憲司（筑波大学） 9


10/7 コケ盆教室 博物館 コケ盆作製によるコケと火山噴
出物の学習 大石善隆（京都大学） 4


2/3 スノーシューで観察会 沼浦ポン山 スノーシューで爆裂火口や溶岩
流，鳥や植物の観察など 学芸員 8


2/17 ワシ・ゴマセンサス 島内一円 ワシとアザラシの個体数調査会 学芸員 15
3/11 鳥類仮剥製講習 博物館 鳥類を剥製にする技術を習得 学芸員 6


3/19 探る◎明治 29 年の小倉
鰊漁場日誌


交流促進施設ど
んと


明治 29 年の小倉鰊漁場日誌を
読む 志摩進 4


雨天
中止 昆虫採集と標本づくり 博物館 昆虫採集と標本作製会 学芸員 －


雨天
中止 ナイトハイク 野塚〜鴛泊 夜の自然観察会，9/15 学芸員 －


未実施 キッチン火山学 － 火山について身近な素材で学
習． 近藤玲介氏（明治大学） －


未実施 利尻歴史遺産めぐり － 大平山三吉神社，9/22 学芸課長 －


Ｅ．平成 19 年度博物館予算（表３）


２．教育普及活動
Ａ．展示活動（表４）


展示活動については平成 18 年度とほぼ同様の活
動が行われ，館内の常設展示などの改訂が行われ
た．館外展示では主に２つの展示様式にわかれ，一
過性の閲覧者を対象とした施設では掲示物の更新が
あまり行われない固定的な情報提供がなされ，島民
などが何度も足を運ぶような施設では期間を限った
展示や内容の随時更新が心がけられている．


これまで館外展示については資料の破損の危険性
などから主に印刷物などが主体とならざるを得な
かった．情報過多の昨今，二次資料などは様々な媒
体を通じて手に入れることが可能になってきたた
め，実物資料の価値は博物館においてもっとも基礎
的，なおかつ貴重な財産と言える．しかし，実物資


料が持つ価値やその保存・記録に対する認識はまだ
まだ広く普及しているとはいえない．そこで，展示
スペースは少ないものの，図書室における実物標本
などの展示が平成 19 年度から開始された．


Ｂ．普及講座（表５）
平成 18 年度に比べて事業数が減少したことは，


悪天候や講師の都合などで中止となった事業があっ
たことと，自然史分野では調査会以外の事業の精査
を行ったことが理由である．また，近年では同じよ
うな内容の事業が他機関によって行われ，他機関と
の共催事業が多くなってきたこともあり，このこと
も博物館単独開催の事業数が減少しているひとつの
理由といえる．


Ｃ．出版活動
＜定期刊行物＞
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・博物館だより「リイシリ」
　Vol. 26(4) 〜 27(2+3) 通巻 No.240 〜 249
　（年 10 回発行；11-12，2-3 月合併号）
・「利尻の語り（205）〜（210）」広報りしり掲載
・「博物館発利尻情報（全６回）」同上
・「利尻研究　Rishiri Studies　第 27 号」


五十嵐八枝子：利尻島の種富湿原における後期完
新世の植生変遷史


石川路子・佐藤雅代・福重元嗣：財政支出と観光
客が利尻島経済に与える効果について


佐藤雅彦・長谷川英男・前田喜四雄・村山良子：
モモジロコウモリの耳介皮膚に寄生する特異な
嚢状線虫（予報）


佐藤雅彦：移入種としての利尻島未記録のイチリ
ンソウ属 2 種（キンポウゲ科）


佐藤雅彦・佐々木伸宏：利尻山登山道にて拾われ
たヒメホオヒゲコウモリ


佐藤雅彦・村山良子・前田喜四雄・出羽　寛：美
深町におけるコウモリ類の分布


山谷文人：利尻島鴛泊における袋澗の測量調査
佐藤雅彦・茂木幹義：日本産鳥類および翼手目か


ら得られた吸血性双翅目の記録（双翅目：シラ
ミバエ科、クモバエ科、コウモリバエ科）


前田喜四雄・佐藤雅彦：利尻島における樹洞内温
度と外気温の比較 - 冬の樹洞がコウモリのねぐ
らとなる可能性 -


小杉和樹：利尻島におけるシマゴマ Luscinia 
sibilans の標識記録


大石善隆・山田耕作：利尻島産のタイ類とツノゴ
ケ類


田牧和広：利尻島沿岸部におけるアビ Gavia 
stellata の観察記録


平成 18 年度活動報告


＜学芸員の執筆活動＞
西谷学芸課長
・西谷榮治，2007．北の海の語り．利尻島の水産


だより，(102)．
佐藤学芸係長
・佐藤雅彦・川上和人・茂木幹義，2008．小笠


原 諸 島 か ら モ ミ ヤ マ シ ラ ミ バ エ Ornithoica 
momiyamai の初記録．小笠原研究年報，(31): 
91-94．


・佐藤雅彦・中谷正彦・茂木幹義，2007．佐々木尚
子氏採集の道東地方のクモバエ４種．Sylvicola, 
(25): 59-62．


・Satô, M. & M. Mogi, 2008. First descriptions 
of the males of Ornithomya candida Maa and 
Nycteribia pleuralis Maa (Diptera: Hippobosci-
dae and Nycteribiidae). Med. Entomol. Zool., 
59(1): 19-23.


＜映像資料＞
博物館オリジナルの動画資料の記録・閲覧・保管


を実施．以下のコテンツは博物館，交流促進施設ど
んと図書室にて DVDとして視聴できる．
・「利尻自然紀行４　湿原のオオハンゴンソウ」
・「オリジナル映像記録集」
	 １．利尻島湿原セミナー（利尻島自然情報セン


ター主催）
	 ２．観光と財政支出による利尻経済の振興の可


能性（利尻町観光協会、利尻富士町観光協会
主催）


	 ３．山岳性自然公園のオーバーユースとその対
策（利尻島調査研究事業講演会，2001 年，
利尻町立博物館主催）


Ｄ．その他の活動
＜学芸員の館外活動＞
西谷学芸課長
・利尻高校総合学習講師　4/23，5/14
・仙法志中学校総合的学習　5/8-10
・礼文町立香深中学校利尻島研修　5/9
・利尻島アグリツーリズム　6/7-10
・平成 19 年度国家公務員初任行政研修講演会　


6/22
・2007「日印交流年」セライケラ仮面舞踊公演　


7/11-14
・北方島文化研究会　7/14-15
・第 36 回北海道高等学校地理教育研究会利尻大会
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講演会及び巡検　7/30-31
・へき地・複式教育体験実習講師　8/30
・味の素ルネッサンス社員研修会講師　7/23
・太田市青少年交流事業「フレンドシップ 2007」


案内　8/21
・平成 19 年度アイヌ文化普及啓発セミナー講師　


8/28，9/5
・利尻町女性研修会講師　10/21
・利尻タウンガイド養成講座講師
・ふるさとカレッジ講師　2/15


佐藤学芸係長
・利尻高校郷土学習講師　5/7
・利尻富士町教育研究会理科サークル観察会講師　


5/24
・仙法志小学校ふるさと学習　5/25，7/4，2/15，


2/27
・本泊小学校ゴミと生物の講話　5/25
・歩こう会協力　6/2
・本泊小学校野鳥観察会講師　6/8，13
・利尻小学校愛鳥活動　6/20
・常陸宮殿下案内　6/28
・利尻教育研究会地質巡検　7/17
・船泊中学校体験学習　7/18，19
・札医臨海研究所学生実習講話　8/20
・僻地複式教育実習生自然講座　8/28
・利尻タウンガイド養成講座講師　11/13，20


３　 資料管理活動
人文史部門では，写真資料整理と新聞記事目録


（2005・2007 年）の作業が行われた．
自然史部門では，通常の標本化作業や保守点検が


行われるとともに，５年間続けられてきたシャチ
（RTMM210）の全身骨格のクリーニング作業が全
て終了となった．平成 18 年度利尻島調査研究事業
で来島調査された小松美英子氏（富山大学）とその
調査チームからは利尻島沿岸に生息する棘皮動物お
よびカニ類の標本が寄贈された．


博物館出版物の電子化に着手し，著者から許可を
得た「利尻研究」のバックナンバー 21 編の PDF ファ


イル化を行った．


＜資料貸し出し＞
第 63 回特別展示「鯨」展示資料として亦稚貝塚出


土遺物が北海道立開拓記念館に貸し出された（7/14
〜 10/10）．


４．調査研究活動
Ａ．利尻島調査研究事業


本事業は平成４（1992）年から始まり，利尻島
に関する調査研究を奨励し，その成果を地元に還元
するための助成金制度であった．平成 19 年度から
は島内外の有志が直接運営する事業となり，博物館
としてはその活動への協力を行うとともに，従来通
り採択者の研究成果を「利尻研究」に掲載すること
を行うこととした．平成 19 年度は「利尻火山の溶
岩の絶対古地磁気強度測定」（植木岳雪氏：産業技
術総合研究所）が出資者による採択会議によって選
ばれ，来島調査が９月に実施された．普及活動はサ
ンプルの分析が終わった次年度以降に行われる予定
で，博物館活動のひとつとして実施するつもりであ
る．


Ｂ．自然史系調査研究の概要（担当：佐藤雅彦）
ここ数年，普及活動の企画・実施および館外での


企画・講師依頼などが多く，資料を中心にすえた収
集，管理，調査，公開活動という博物館本来の機
能が不十分であるように感じられていた．そこで
2007 年度同様これまでの公開活動などを見直すこ
とで，標本収集や資料の整理・再資料化を中心活動
とし，それにともなった成果の発表や展示などを展
開する一年を目指した．資料を中心とした活動を意
識し，展示では一次資料の閲覧，資料自体について
は標本化や電子化などの保管機能に重点をおくこと
ができ，調査研究の発表へとつなげることもできた
が，まだまだ資料収集活動については弱いと感じら
れた一年でもあった．各分野の概要については以下
のとおり．
植物：これまで利尻からは報告がなかったイチゲ


属２種を記録し（利尻研究，(27):21-24），2007
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年に新種となったリシリハタザオの分布調査を
行った．この他，島内の植生記録を確実に将来に
残すための予備調査を行い，沓形地区に点在す
るテュムラスをその対象地区として選定した．
2007 年は大石善隆氏（京都大学）によって本地
域のコケフロラが調査され，これまで本島から
記録がなかったホソバオキナゴケなどが発見さ
れた．チシマザクラの開花調査では同所的に自
生するミヤマザクラに病気を確認し，その経過
観察を今後は行うこととした．リシリヒナゲシ
の分布実態と遺伝的多様性に関して，北大調査
チームのサポートを行った（8/8，8/14）．これ
までの調査で利尻山自生地の個体群と平野の植
栽された個体群では遺伝的に異なることが判明
し，今後，在来のリシリヒナゲシの保護対策を
することが早急に必要とされている．鬼脇個体
群も環境変化などにより個体数は 20 年ほど前よ
りも少なくなっていることも確認された．また，
湿原調査（高田雅之氏，北海道環境科学研究セ
ンター，7/21）に協力を行った．


昆虫，その他の無脊椎動物：オドリバエ科に属する
Thalassophorus spinipennis は利尻固有種であ
るが，近年，その生息が確認されたことがなかっ
た．しかし，2007 年の調査では調査時期や気象
状況によりその生息を再確認するには至らず，
2008 年度の課題となった．当館で収集，または
日本各地の研究者などから寄贈されたシラミバ
エ科，クモバエ科，コウモリバエ科，トコジラ
ミ科についての同定・検討を行い，国内産の 1/3
〜 2/3 の種についての追加記録をまとめた（利
尻研究，(27):41-48）．さらにそのうちの２種に
ついてはこれまで♂が発見されておらず，記載
を行った（Medical Entomology and Zoology, 
59(1):19-23）．利尻からはシラミバエ科９種のほ
か，道内でも極めて記録が限定されているコウ
モリトコジラミ（トコジラミ科）と思われる個体
を初めて採集することができたが，その分類学的
な位置づけについては現在保留し，検討中であ
る．さらに道内で採集されたコウモリの耳介に
寄生する線虫については国内での記録が知られ


ていないものであったが，サンプル数が少なく，
やはりその分類学的な位置づけは保留とされ，予
報の掲載にとどまった（利尻研究，(27):17-20）．
石井清氏（獨協医科大学）との共同調査では，
利尻産土壌動物相の基礎調査が３回行われた．
対象となったのは平野部であり，身近な場所に
どのような土壌動物がいるのかを知ることが目
的であった．成果については利尻研究などで今
後それぞれの専門家から発表されていく予定と
なっている．


鳥類：利尻島西部におけるウミネココロニーの生息
個体数調査を宗谷支庁，日本野鳥の会，北大水産
学部などと協力し実施した（5/22）．総個体数は
約 93,000 羽が推定され，本調査開始から初めて
の減少傾向となったが，調査員の増加やコロニー
の分割などによる調査精度の向上が影響してい
る可能性も考えられ，調査方法自体の精度の統一
などについても今後検討すべき課題のひとつと
考えられた．ウミネコの調査のため来島している
風間健太郎氏（北大・水産学部）との連携を行い，
島内小学校における学習会などのプログラム作
りに協力したほか，１〜３月には，環境省から
オジロワシ・オオワシ合同調査グループに委託
されているワシ類越冬調査に協力した．2007 年
度における傷病鳥および死体の持ち込み件数は
20 件であり，展示用剥製や仮剥製標本などにな
るほか，野外に放鳥できるまでの保護・飼育を
実施した．


哺乳類：「道北地域における翼手目調査」では，美
深町において初めての詳細なコウモリ調査が実
施され，５種を確認した（利尻研究，(27): 27-
32）．このほか枝幸町におけるモモジロコウモリ
およびドーベントンコウモリへの標識調査も継
続され，再捕獲個体や繁殖集団と思われる場所が
見つかったほか，これまで当地で記録された移動
距離で最も遠い約 30km の移動をした個体も確
認された．利尻島内でもコウモリ類の標識調査
が継続され，51 個体が捕獲され，そのうち７個
体が再捕獲個体だった．海棲哺乳類では，利礼
海峡のネズミイルカについて，田口美緒子氏（北
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海道大学大学院水産科学院）の調査に協力を行っ
た．当館のネズミイルカとされている頭骨標本
の同定を実施していただいたが，島内で漂着個
体を得ることはなく，利礼航路での目撃例のみ
報告するにとどまった．ゴマフアザラシとトド
に関しては例年通り来遊個体数のカウントを行
うとともに，年末トドセンサス（トドワーキン
ググループ主催，12/30）および全道一斉アザラ
シセンサス（北の海の動物センター主催，3/2）
に協力した．


地球科学：利尻島内の雪形の季節消長の継続観察を
例年通り行ったほか，八雲町，長万部町，倶知安
町，蘭越町，北竜町，中頓別町において伝承雪
形を中心に確認作業を実施したが，道南地区は
悪天などのため確認はできなかった．北竜町の
「龍」については今後詳細な調査が必要と思われ
た．利尻山に標高別に設置された５つ地温計の
回収に田村憲司氏（筑波大学）に協力した（9/2）．
利尻島の湧水調査に関連した降水採取について
浅井和由氏（地球科学研究所）に協力を行った．


環境：登山道の崩壊や植生後退がいつ頃から起きた
のかなど，利尻山の環境変化についての資料収
集や聞き取り調査を実施した．種富湿原および
南浜湿原の外来種駆除作業（利尻富士町理科サー
クル（5/24），博物館事業（5/26），パークボラ
ンティアの会（6/3））についても単独事業のほ
か，協力を行った．


標本・資料調査など：標本の同定作業や作成，整理
を例年通り行ったが，未処理のものが多く，事業
計画を見直すことで，その収集や整理に重点を
おくようにした．長年の作業であったシャチの
全身骨格は整理できたものの，標本収集などに
思うような時間を割けず，今後の課題となった．
標本化技術については博物館だけでなく多くの
方にその重要性を知ってもらうと共に技術の伝
承をするべく，標本講座を実施した（3/11）．今
後も様々な分野でこのような標本講習会を開催
していきたいと考えている．


Ｃ．人文史系調査研究の概要（担当：西谷榮治）
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■訂正とお詫び■


利尻研究 27 号の以下の箇所に誤りがありました
ので，関係者のみなさまに深くお詫びを申し上げる
とともに，ここに訂正をさせていただきます．


76p 表２
表組みの数字が一部誤って記載されていましたの


で，今号の表２（88p）を参照してください．


65p 左段
２行目：（誤）ツキギヌゴケ→（正）ツキヌキゴケ
17 行目：（誤）タカネツキギヌゴケ→（正）タカネ


ツキヌキゴケ
32 行目：（誤）Cephaloziellaa →（正）Cephaloziella


71p 左段
下から 6 行目：（誤）quadrat →（正）quadrata


■お知らせ■


ともすると失われがちな地域の記録．「利尻研究」
は 1982 年に創刊されて以来，利尻島やその周辺地
域の歴史や自然についての記録を地元に残していこう
と，地元はもとより多くの来島研究者による投稿によっ
て支えられてきた雑誌です．今号までに 258 本の幅
広い分野にわたる報告が掲載され，国内外の関係機
関などに毎年冊子として配布がされてきました．


しかし，近年の町財政の悪化からこれまで同様に
冊子としての配布が難しくなり，発行部数の大幅な削
減と電子配布への移行を本号より進めることとなりま
した．一部の方々には受領書による冊子配布のご希
望にも応えかねる場合がでてくるかもしれません．気
軽に手に取ってみていただける紙媒体の冊子を多くの
方々に配布できなくなることは大変心苦しく思います
が，最北の島から郷土の記録を発信し続けていく決
意に変わりはございませんので，みなさまのご協力と
ご理解を今後ともいただけますようここにお願い申し
上げる次第です．


なお，著者の方からご承諾を得た近年のバックナン


バーおよび総目録については以下のサイトにて自由に
閲覧や PDF ファイルのダウンロードができますので，
ご活用いただければ幸いです．冊子配布からPDFファ
イルによる配信へのご変更にご協力いただける方がご
ざいましたら，次ページの受領書などをご利用いたた
だき，編集担当までどうかお知らせくださいますよう
お願い申し上げます．


利尻研究のページ
http://web.mac.com/rishiri/iWeb/NHRrs/Top.html


■利尻研究へのご投稿について■
2009 年版


・ 利尻島およびその周辺地域や離島に関する報告，当
館所蔵標本を題材とした報告などを掲載しています．


・ 原稿は随時受け付け，基本的にその受付順に掲載を
していきます．予定ページ数を超過した時点で，掲載
を次号へ延期させていただく場合もあります．


・	 本誌では編集者の判断によって外部の専門家の方に
査読をお願いすることもあります．できればご投稿前
に適切な査読者に原稿をみていただくことをお勧め
するとともに，ご相談等も受け付けたいと思います．


・ 原稿は 12 月末日を締切とし，年 1 回，年度末に発
行しています．


・ 原稿には英文でタイトル，著者名，所属を必ず明記し
てください．


・ ランニングタイトルを 3 ページ以降の奇数ページに
つけておりますが，長いものはこちらで適当に短く
直します．


・ 英文 abstract をできるだけつけてください．英文 
summary をつけることもできますが，その場合も必
ず英文 abstract をつけてください．なお短報 short 
communication の場合は， 英文 abstract は必須
ではありませんが，そのかわりに英文 Keywords を
英文 abstract の次につけることはできます．


・ 掲載された第一著者の方には別刷り50 部と年報を
さしあげます．別刷りの追加も可能ですが，費用は
著者の負担となります．


・ カラー写真掲載ご希望の方は担当者までご相談くだ
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さい．
・ 原稿はどのような形態のものでも受付けております


が，本文などはできるかぎりテキスト形式のファイル
（Macintosh 又は Windows）にして電子メール（担
当佐藤まで rtm08@mac.com）にてお送り願います．


・ テキスト形式のファイルで送っていただく場合，機種
依存文字（①，VII など）や行頭インデントや字間
を揃えるための余分な空白スペースなどはなるべく
使わないようにお願いいたします．


・ 図表の位置の要望がありましたら，お知らせください．
・ １ページ内に掲載できる図の最大面積は，14.5cm ×


21.0cm です．原図をページいっぱいにレイアウトし
たい方は前記の数値を参考にしてレイアウトをお願
いいたします．


・ 印刷までの基本的な流れは，いただいた原稿に基づ
いて博物館でレイアウトを作成し，著者校正をこの
時点までに終了させておきます．全ての原稿のレイア
ウトがそろった時点で，印刷会社にデータ入稿を行い，
出力された印刷原稿を担当者が確認後，最終的な
印刷が実施されます．


・ 表については，特殊な表組以外はこちらでレイアウト
ソフト用の表組に変換してから配置しています．厳密
なレイアウトを求める表の場合は，いただいた表を
画像または PDF ファイルとしてレイアウトソフトに張
り付けますので，どちらかお好きな方法をお申し付
けください．


・ 当館の発行部数は 400 部（2009 年 3 月現在）と少
ないため，複製を許可いたします．


・ 図の入稿は近年ではほとんどが添付ファイルでいた
だくことが多くなってきています．精密な図の印刷
が必要な場合は，できるだけ高解像度をもったオリ
ジナルファイルをお送りください．なお，図は縮小し
て版下に貼り付けることになりますが，印刷の仕上
がり上 0.25mm 以下のラインは不鮮明になったり，
場合によっては欠落することもあります．縮小倍率
を考え，十分余裕をもったラインの太さを設定して
ください．また，従来通りの原図送付による入稿も
受け付けますが，A4 以上の大判の原図の場合は


従来通り印刷会社によってスキャンしていただくこと
になりますので，事前にお尋ねいただけますようお
願い申し上げます．


スタイルの統一にご協力を !
みなさまのおかげで徐々に利尻研究の報告のスタイ


ルが統一されてきたように思い，感謝いたしておりま
す．今後ともご協力をお願いするとともに，更なるご意
見などもお待ちいたしておりますので，よろしくお願い
いたします．
・句読点は「，」「．」を使います．「、」「。」は使いません．
・文中における引用は，「…が示されている（保野，


1995a；宮森，1845)．」「立花・高橋（1999）によれば，
…」「Sasaki & Nishijima (1993) では，…」のよ
うに記し，３名以上の文中の引用は「岡田ほか（2001）
は」「Hono et al. (2001) では」のようにします．


・文献番号は基本的につけず，著者のアルファベット
順，年代順に並べます．以下の例をご参照願います．


小杉和樹，1993．利尻島に夏を運ぶ鳥たち．遠藤
公男編， 夏鳥たちの歌は， 今：8-10． 三省堂．
東京．


宮本誠一郎・杣田美野里，1997．利尻　山の島　
花の島．北海道新聞社．札幌．95pp．


佐藤雅彦・小杉和樹，1994．利尻島で記録された
コテングコウモリ．利尻研究，(13): 1-2．


Sunose, T & M. Satô, 1994. Morphological and 
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Dolichopodidae). Japanese Journal of Entomology, 
62: 651-660.


Wood, D. M. & A. Borkent, 1989. Phylogeny and 
classification of the Nematocera. In McAlpine, J. E. et 
al. (eds.), Manual of Nearctic Diptera, 3: 1333-1370. 
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